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来
年
四
月
、東
京
に「
日
本
農
業
経
営
大
学
校
」が
開
校
す
る
。ご
縁
あ

っ
て
、私
が
校
長
を
お
引
き
受
け
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

秋
に
学
生
募
集
を
始
め
る
本
校
は
、日
本
農
業
の
次
の
時
代
を
背
負
っ

て
立
つ
人
材
の
育
成
を
目
標
と
す
る
。
そ
の
よ
う
な
人
材
は
ま
ず
、世
界

的
な
視
野
を
持
っ
て
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
で
き
る
経
営
能
力
の
持
ち
主

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
み
ず
か
ら
の
経
営
を
確
立
す
る
だ
け
で
な

く
、地
域
全
体
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。そ
の

た
め
に
、私
た
ち
は
教
育
の
柱
と
し
て「
経
営
力
」「
農
業
力
」「
社
会
力
」

「
人
間
力
」と
い
う「
四
つ
の
力
」を
掲
げ
た
。

今
の
日
本
農
業
に
と
っ
て
最
大
の
問
題
の
一
つ
が
、新
規
就
農
者
の
少
な

さ
に
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
本
校
で
は
高
校
の
卒
業
資
格
等
を

有
す
る
四
〇
歳
以
下
の
幅
広
い
青
年
層
を
対
象
に
、二
年
間
の
全
寮
制
で
、

各
学
年
二
〇
人
と
い
う
少
数
精
鋭
の
教
育
を
行
う
。

本
校
は
、講
義
・
演
習
と
提
携
農
場
お
よ
び
企
業
で
の
実
習
を
組
み
合

わ
せ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
用
意
し
て
い
る
。
多
彩
な
講
師
陣
が
自
慢
だ
が
、

中
で
も
公
益
社
団
法
人
日
本
農
業
法
人
協
会
と
は
全
面
的
に
協
力
す
る

こ
と
で
合
意
し
た
。
松
岡
義
博
会
長（
㈱
コ
ッ
コ
フ
ァ
ー
ム
会
長
）を
は
じ

め
多
く
の
会
員
が
講
師
と
し
て
登
壇
す
る
。
学
生
た
ち
は
、日
本
を
代
表

す
る
農
業
法
人
の
ト
ッ
プ
た
ち
か
ら
経
営
の
神
髄
を
学
び
、卒
業
後
に
目

指
す
経
営
の
イ
メ
ー
ジ
を
豊
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

本
校
を
企
画
・
運
営
す
る
の
は
、今
年
二
月
に
設
立
さ
れ
た
一
般
社
団

法
人
ア
グ
リ
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
ジ
ャ
パ
ン（
略
称
Ａ
Ｆ
Ｊ
）で
あ
る
。
特
筆
す

べ
き
こ
と
と
し
て
、Ａ
Ｆ
Ｊ
の
会
員
に
は
農
業
団
体
や
農
業
法
人
の
ほ
か
、

二
〇
〇
を
超
え
る
企
業
が
名
を
連
ね
て
い
る
。日
本
農
業
の
未
来
の
た
め

に
、オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
の
応
援
団
が
結
成
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環

太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）協
定
問
題
な
ど
を
巡
り
、企
業
と
農
業
団

体
の
間
に
は
意
見
の
相
違
も
あ
る
中
で
、次
世
代
農
業
者
の
育
成
と
い
う

一
点
で
結
集
す
る
態
勢
が
で
き
た
こ
と
の
意
味
は
大
き
い
。

教
育
は
息
の
長
い
仕
事
で
あ
る
。や
が
て
一
〇
年
、二
〇
年
後
に
、本
校

の
卒
業
生
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
に
地
域
で
成
果
を
上
げ
、全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
形
成
す
る
日
を
想
像
し
な
が
ら
、設
立
準
備
に
追
わ
れ
て
い
る
。

日本農業に四つの力を

日本農業経営大学校校長

岸 康彦

きし　やすひこ
1937年岐阜県生まれ。早稲田大学文学部卒業。日本経済
新聞論説委員、愛媛大学農学部教授、（財）日本農業研究
所研究員を経て、2011年から同研究所理事長。12年より現
職。著書『食と農の戦後史』（日本経済新聞出版社）など。
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注
目
集
め
る
新
興
国
の
成
長
市
場

日
本
の
農
業
生
産
額
は
長
期
に
わ
た
っ
て
低
下
し
続

け
て
お
り
、多
く
の
農
業
者
が
離
農
す
る
状
況
と
な
っ

て
い
る
。
農
業
は
地
方
で
は
重
要
な
基
盤
産
業
で
あ
り
、

農
業
の
衰
退
は
地
域
経
済
の
地
盤
沈
下
に
直
結
し
て
い

る
。そ

の
よ
う
な
中
で
、独
自
の
流
通
ル
ー
ト
の
構
築
や

六
次
産
業
化
な
ど
の
創
意
工
夫
に
よ
り
ビ
ジ
ネ
ス
志
向

を
高
め
て
い
る
事
例
が
増
え
て
い
る
が
、残
念
な
が
ら

効
果
は
限
定
的
で
あ
り
、日
本
農
業
全
体
を
再
興
す

る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

そ
の
背
景
に
は
、日
本
の
国
内
市
場
が
縮
小
し
て
い

る
、と
い
う
避
け
が
た
い
現
実
が
あ
る
。
消
費
低
迷
が

続
き
、人
口
が
減
少
局
面
に
差
し
掛
か
る
中
、国
内
市

場
が
劇
的
に
回
復
す
る
こ
と
は
期
待
で
き
な
い
。

国
内
市
場
で
の
苦
戦
を
踏
ま
え
、一
部
の
農
家
・
事

業
者
は
海
外
市
場
へ
と
目
を
向
け
て
い
る
。グ
ロ
ー
バ
ル

化
の
進
展
と
と
も
に
、成
長
市
場
か
ら
収
益
を
獲
得
す

る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
他
産
業
で
は
当
た
り
前
の
こ
と
で
、

そ
れ
を
農
業
で
も
実
践
す
る
動
き
が
本
格
化
し
始
め

た
。こ

れ
ま
で
は
市
場
が
確
立
し
て
い
る
欧
米
マ
ー
ケ
ッ

ト
が
主
た
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
あ
っ
た
が
、近
年
は
急
激

な
経
済
成
長
に
よ
り
富
裕
層
が
急
増
し
て
い
る
新
興
国

マ
ー
ケ
ッ
ト
が
、世
界
経
済
を
牽
引
す
る
成
長
市
場

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。特
に
ア
ジ
ア
の
新
興
国
マ
ー

ケ
ッ
ト
は
日
本
か
ら
距
離
が
近
く
、輸
出
に
も
有
利
で

あ
る
。本
稿
で
は
、ア
ジ
ア
の
新
興
国
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
対

象
と
し
た
新
た
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
流
れ
を
解
説
す
る

（
図
１
）。

新
興
国
は
、先
進
国
に
比
べ
所
得
格
差
が
大
き
く
、

富
裕
層
の
生
活
水
準
は
既
に
先
進
国
と
変
わ
ら
な
い
。

従
来
は
安
価
な
生
産
基
地
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
中

国
な
ど
の
新
興
国
が
、現
在
は
重
要
度
の
高
い
成
長
市

場
へ
と
変
貌
し
た
。

た
と
え
ば
、中
国
の
富
裕
層
は
一
説
に
は
一
億
人
を

超
え
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、上
海
・
北
京
な
ど
の
沿
岸

都
市
部
を
中
心
に
、市
場
規
模
も
年
々
拡
大
し
て
い
る
。

富
裕
層
の
目
覚
ま
し
い
購
買
力
を
成
長
源
と
し
て
取

り
込
む
べ
く
、多
く
の
企
業
が
新
興
国
市
場
で
の
事
業

展
開
を
進
め
て
い
る
。

中
国
は
食
品
安
全
性
確
保
に
関
心

中
国
は
計
画
経
済
の
も
と
で
継
続
的
な
経
済
発
展

を
進
め
て
お
り
、当
面
は
富
裕
層
や
上
位
中
間
層
は

増
加
し
つ
づ
け
る
と
思
わ
れ
る
。
中
国
沿
岸
部
に
加
え
、

香
港
、マ
カ
オ
の
特
別
行
政
区
、台
湾
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

日
本
産
農
産
物
で
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
創
出
を

日
本
の
農
産
物
は
安
全
で
お
い
し
く
品
質
も
抜
群
と
い
う
海
外
評
価
が
あ
り
、ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
も
あ
る
の
に
残
念
な
が
ら
生
か
し
切
れ
て
い
な
い
。そ
の
カ
ギ
を
握
る

の
が
、現
地
生
産・現
地
販
売
の
日
本
式
農
産
物
だ
。輸
出
と
日
本
式
農
産
物
の
現

地
化
を
う
ま
く
組
み
合
わ
せ
た
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
創
出
が
検
討
課
題
だ
。

株式会社日本総合研究所
創発戦略センター　主任研究員

三輪 泰史 Yasufumi Miwa

みわ やすふみ
1979年広島県福山市生まれ。東京大学農学部国際開発
農学専修卒業、東京大学大学院農学生命科学研究科農
学国際専攻修了後、株式会社日本総合研究所に入所。
2010年より現職。主な著書に『グローバル農業ビジネス』

『次世代農業ビジネス』（以上、日刊工業新聞社）ほか。
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と
い
っ
た
国
・
地
域
の
富
裕
層
も
新
た
な
マ
ー
ケ
ッ
ト

と
な
っ
て
い
る
。

高
級
水
産
物
の
代
名
詞
と
い
え
る
マ
グ
ロ
の
競
り
で

香
港
に
買
い
負
け
た
と
い
う
報
道
が
あ
る
よ
う
に
、既

に
日
本
が
唯
一
の
付
加
価
値
市
場
と
い
う
時
代
は
過
ぎ

去
っ
て
い
る
。

一
般
的
に
、農
産
物
に
対
す
る
消
費
者
ニ
ー
ズ
は
、経

済
成
長
に
伴
い
、量
的
充
足
→
安
全
性
確
保
→
高
品

質
、と
変
遷
す
る
。注
目
度
の
高
い
中
国
マ
ー
ケ
ッ
ト
で

は
、ニ
ー
ズ
の
中
心
が
量
的
充
足
か
ら
安
全
性
確
保
へ

移
っ
て
お
り
、沿
岸
都
市
部
を
中
心
に
高
付
加
価
値
農

産
物
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
。

中
国
の
消
費
者
の
農
産
物
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
に
お
い

て
は
、八
割
以
上
の
消
費
者
が
健
康
性
や
安
全
性
を
重

視
ポ
イ
ン
ト
に
挙
げ
て
い
る
。そ
の
背
景
に
は
、使
用
禁

止
農
薬
が
相
次
い
で
検
出
さ
れ
た
り
、牛
乳
に
メ
ラ
ミ
ン

が
混
入
さ
れ
た
り
と
、農
産
物
の
安
全
性
に
関
す
る
事

件
・
事
故
が
頻
発
し
て
い
る
事
態
が
あ
る
。

日
本
農
産
物
は
安
全
・
安
心
が
強
み

海
外
市
場
へ
の
主
た
る
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、国
内
で
生
産

さ
れ
た
農
産
物
や
加
工
食
品
の
輸
出
で
あ
る
。小
泉
政

権
下
の
二
〇
〇
五
年
に
策
定
さ
れ
た
農
林
水
産
物
輸

出
戦
略
で
は
、一
三
年
ま
で
に
農
林
水
産
物
な
ど
の
輸

出
額
を
一
兆
円
ま
で
増
加
さ
せ
る
と
の
目
標
が
掲
げ
ら

れ
た
。こ
れ
は
一
〇
年
弱
で
輸
出
額
を
三
倍
に
増
加
さ

せ
る
と
い
う
挑
戦
的
な
目
標
設
定
で
あ
る
。

海
外
輸
出
の
内
訳
に
つ
い
て
、
財
務
省
「
貿
易
統

計
」
を
見
る
と
、一
一
年
の
輸
出
実
績
は
、香
港
向
け

一
一
一
一
億
円
、台
湾
向
け
五
九
一
億
円
、韓
国
向
け

四
〇
六
億
円
、中
国
向
け
三
五
八
億
円
な
ど
で
、ア
ジ

ア
諸
国
へ
の
輸
出
が
全
体
の
約
七
割
を
占
め
て
い
る
。ア

ジ
ア
以
外
で
は
、ア
メ
リ
カ
向
け
が
六
六
六
億
円
、Ｅ
Ｕ

向
け
が
二
四
六
億
円
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

安
全
・
安
心
、お
い
し
さ
と
い
う
面
で
、日
本
の
農
産

物
は
圧
倒
的
な
優
位
性
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
、長
き

に
わ
た
る
品
種
改
良
が
も
た
ら
し
た
優
れ
た
食
味
や

輸
入
品
で
あ
る
こ
と
の
物
珍
し
さ
に
加
え
、生
産
段
階

か
ら
輸
送
段
階
ま
で
品
質
管
理
が
行
き
届
い
て
い
る
こ

と
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
特
徴
を
新
興
国
で
顕
在
化
し
て
い
る
高
付

加
価
値
農
産
物
の
ニ
ー
ズ
に
結
び
付
け
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
な
る
。

中
国
の
高
級
デ
パ
ー
ト
や
日
系
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
で
は
日
本
産
の「
世
界
一
」や「
ふ
じ
」な
ど
の
高
級

リ
ン
ゴ
が
一
玉
当
た
り
一
〇
〇
〇
円
～
二
〇
〇
〇
円
と

い
う
高
値
で
販
売
さ
れ
て
い
る
。

赤
は
中
国
で
は
縁
起
の
よ
い
色
で
、お
祝
い
の
品
と
し

て
の
需
要
が
高
い
。
青
森
県
な
ど
の
生
産
者
は
遮
光
シ

ー
ル
を
使
っ
て
り
ん
ご
の
皮
に
縁
起
物
の
絵
を
描
く
と

い
っ
た
、現
地
の
消
費
者
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
商
品
づ

く
り
が
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
他
に
も
、魚
沼
産
の
コ
シ
ヒ
カ
リ（
越
光
）が
日

本
よ
り
も
高
値
で
販
売
さ
れ
る
な
ど
、日
本
産
農
産
物

の
ブ
ラ
ン
ド
品
と
し
て
の
認
知
度
は
い
っ
そ
う
高
ま
っ
て

い
る
。日

本
の
名
産
品
輸
出
が
重
要
に

各
地
の
名
産
品
を
海
外
市
場
へ
輸
出
す
る
と
い
う
や

り
方
が
基
本
戦
略
と
な
る
。
近
年
は
航
空
輸
送
が
発

達
し
た
こ
と
も
あ
り
、イ
チ
ゴ
や
リ
ン
ゴ
と
い
っ
た
果
物
、

肉
類
、コ
メ
な
ど
が
輸
出
さ
れ
て
い
る
。

ア
ジ
ア
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
距
離
が
近
い
九
州
は
、高
い
鮮

度
を
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
に
輸
出
促
進
を
進
め
て
い
る
。

福
岡
県
で
は
、福
岡
県
産
品
輸
出
促
進
協
議
会
を
中

心
に
、日
本
の
代
表
的
な
ブ
ラ
ン
ド
イ
チ
ゴ
の
一
つ
で
あ
る

「
あ
ま
お
う
」を
、香
港
、台
湾
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、タ
イ
、

ロ
シ
ア
な
ど
に
輸
出
し
て
い
る
。

こ
の
福
岡
の
協
議
会
で
は「
ま
る
ふ
く
マ
ー
ク
」と
い

う
輸
出
用
の
ブ
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
を
、香
港
、台
湾
、韓
国
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
で
商
標
登
録
し
、ブ
ラ
ン
ド
創
出
を

図
っ
て
い
る
。ま
た
、海
外
で
の
フ
ェ
ア
開
催
や
海
外
か

ら
バ
イ
ヤ
ー
の
招
聘
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

長
崎
県
で
は「
長
崎
鮮
魚
」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
を
立

ち
上
げ
、高
品
質
な
水
産
物
の
中
国
向
け
の
輸
出
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
長
崎
産
の
水
産
物
の
輸
出
拡
大
を
う

け
て
、上
海
の
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
で
新
鮮
な
刺
し
身

が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、日
本
食
文
化
の
普
及
に
一

図１　農業の海外展開の類型
② 現地生産・
現地販売モデル① 輸出モデル

メリット

国内

生
産

市
場

生
産

市
場

海外 国内 海外

デメリット

●高品質、直営で適切な管理可能
●産地の雇用確保、産業振興

●生産量に限界
●鮮度低下、輸送・関税のコスト高

●農地面積・資本力の制約が少ない
●富裕層を中心とした高い購買意欲

●適切な事業パートナーが不可欠
●海外特有の事業リスクが存在

出所 ： 筆者作成
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役
買
っ
て
い
る
。

だ
が
、輸
出
だ
け
で
は
停
滞
す
る
日
本
農
業
を
再
浮

上
さ
せ
る
の
に
十
分
と
は
言
い
が
た
い
。
輸
出
拡
大
を

掲
げ
た
直
後
の
二
〇
〇
七
年
に
は
五
一
六
〇
億
円
と
〇	

五
年
対
比
約
一・
三
倍
と
急
速
に
増
加
し
た
が
、そ
の

後
伸
び
は
鈍
化
し
、一
〇
年
の
輸
出
額
は
四
九
二
〇
億

円
と
農
林
水
産
輸
出
戦
略
の
目
標
値
の
半
分
程
度
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。

加
え
て
一
一
年
三
月
に
発
生
し
た
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
の
事
故
の
影
響
に
よ
り
、多
く
の
国
や
地
域
が

日
本
産
の
農
産
物
や
食
品
の
輸
入
禁
止
措
置
を
講
じ

た
上
、安
全
面
の
懸
念
か
ら
海
外
の
消
費
者
ニ
ー
ズ
も

減
退
し
た
た
め
、一
一
年
度
は
輸
出
額
が
大
き
く
落
ち

込
ん
だ
。一
三
年
に
一
兆
円
と
い
う
目
標
達
成
は
二
〇

年
ま
で
に
延
長
さ
れ
た
。（
図
２
）

輸
出
の
障
害
は
輸
送
コ
ス
ト
高

輸
出
拡
大
の
阻
害
要
因
の
一
つ
が
輸
送
コ
ス
ト
で
あ

る
。
鮮
度
が
重
視
さ
れ
る
農
産
物
の
輸
出
の
場
合
に
は

し
ば
し
ば
空
輸
が
行
わ
れ
る
。ア
ジ
ア
に
近
い
九
州
の

空
港
は
ア
ジ
ア
各
地
域
向
け
貨
物
便
の
増
便
に
積
極

的
で
、鮮
度
の
高
さ
を
う
た
っ
て
い
る
。

し
か
し
、航
空
便
の
輸
送
単
価
は
非
常
に
高
く
、現

地
で
の
小
売
価
格
を
跳
ね
上
げ
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

日
本
産
農
産
物
が
海
外
に
て
高
値
で
販
売
さ
れ
て
い
る

と
聞
く
と
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
感
じ
る
が
、実

際
に
は
高
い
流
通
コ
ス
ト
で
相
殺
さ
れ
、農
家
の
手
取
り

は
国
内
向
け
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
場
合
も
少
な
く

な
い
。

中
国
の
高
級
デ
パ
ー
ト
で
高
値
で
売
ら
れ
て
い
る
日

本
産
リ
ン
ゴ
だ
が
、前
述
の
高
コ
ス
ト
構
造
に
よ
り
、日

本
の
リ
ン
ゴ
農
家
は
さ
ほ
ど
儲
か
っ
て
い
な
い
と
い
わ
れ

て
い
る
。

日
持
ち
の
よ
い
穀
類
な
ど
の
輸
出
は
船
舶
輸
送
が
一

般
的
だ
が
、輸
送
時
間
が
か
か
る
こ
と
が
最
大
の
デ
メ

リ
ッ
ト
で
あ
る
。
穀
物
以
外
で
は
、冷
凍
品
や
加
工
品

な
ど
、鮮
度
が
問
わ
れ
な
い
商
品
に
限
定
さ
れ
る
。

ま
た
、輸
出
拡
大
に
も
上
限
が
存
在
す
る
。農
地
面

積
の
狭
い
日
本
で
は
、農
業
大
国
と
比
べ
て
生
産
量
が

限
ら
れ
て
い
る
。日
本
の
農
地
面
積
は
米
国
の
八
〇
分
の

一
、豪
州
の
五
〇
分
の
一
で
、ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
と
比
べ

て
も
お
よ
そ
五
分
の
一
で
し
か
な
い
。

日
本
農
業
の
新
た
な
成
長
源
と
い
う
視
点
か
ら
見
る

と
、日
本
は
輸
出
に
回
せ
る
農
地
の
絶
対
量
が
不
足
し

て
い
る
こ
と
は
避
け
が
た
い
現
実
で
あ
る
。

農
産
物
の
生
産
・
販
売
の
現
地
化
を

も
う
一
つ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
が
、現
地
で
の
事
業
展

開
で
あ
る
。こ
れ
は
、日
本
の
農
家
・
農
業
企
業
が
現
地

に
進
出
、も
し
く
は
現
地
の
パ
ー
ト
ナ
ー
に
技
術
移
転

し
、現
地
生
産
・
現
地
販
売
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
あ

る
。他

産
業
で
は
現
地
生
産
・
現
地
販
売
は
既
に
一
般
的

と
な
っ
て
お
り
、た
と
え
ば
加
工
食
品
や
飲
料
に
お
い

て
も
、多
く
の
日
本
企
業
が
中
国
な
ど
の
新
興
国
市
場

で
現
地
生
産
・
現
地
販
売
を
行
っ
て
い
る
。

近
年
、食
品
産
業
の
流
れ
を
後
追
い
す
る
形
で
、農

業
分
野
で
の
進
出
事
例
が
増
え
て
い
る
。日
本
の
農
業

技
術
・ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
て
現
地
生
産
・
現
地
販
売
さ

れ
る
農
産
物
を
「
日
本
式
農
産
物
」と
呼
ぶ
こ
と
と
す

る
。な

お
、現
地
生
産
・
現
地
販
売
に
よ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化

の
目
的
は
日
本
農
業
の
新
た
な
収
益
源
創
出
で
あ
り
、

現
地
生
産
し
た
農
産
物
の
日
本
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の
逆
輸

入
に
つ
い
て
は
安
易
に
行
う
べ
き
で
な
い
と
考
え
る
。

農
業
の
中
国
進
出
は
、意
欲
の
高
い
個
人
農
家
が
先

導
し
て
き
た
。
北
京
市
郊
外
の
近
代
農
場
で
は
、日
本

人
農
家
が
イ
チ
ゴ
栽
培
の
指
導
に
あ
た
っ
て
お
り
、消

費
者
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

日
の
当
た
る
南
側
が
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
、北
側
が
土

（
も
し
く
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
）の
壁
と
い
う
栽
培
施
設

で
、昼
間
に
土
壁
で
熱
を
蓄
積
し
、夜
間
の
温
度
低
下

を
緩
和
す
る
中
国
独
自
の
温
室
形
態
「
日
光
温
室
」で

日
本
の
技
術
を
生
か
し
た
無
農
薬
イ
チ
ゴ
を
栽
培
し
て

お
り
、現
地
の
日
系
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
日
本

国
内
の
二
倍
程
度
の
高
価
格
で
売
ら
れ
て
い
る
。

他
方
で
、大
手
食
品
企
業
が
中
国
で
農
業
を
手
が
け

る
事
例
も
増
え
て
い
る
。ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
は
中
国
・
山
東

省
に
山
東
朝
日
緑
源
農
業
高
新
技
術
有
限
公
司
と
い

う
農
業
企
業
を
設
立
し
た
。

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
、伊
藤
忠
商
事
、住
友
化
学
が
共
同

で
出
資
し
て
お
り
、日
本
の
先
端
農
業
技
術
を
積
極
的

に
導
入
し
た
酪
農
な
ど
の
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。メ

ラ
ミ
ン
牛
乳
事
件
な
ど
で
安
全
な
牛
乳
へ
の
消
費
者
ニ

ー
ズ
が
高
ま
る
中
、朝
日
緑
源
で
は
Ｉ
Ｃ
タ
グ
に
よ
り

乳
牛
を
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
や
、伊
藤
忠
商
事
と
協
力

し
た
コ
ー
ル
ド
チ
ェ
ー
ン
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
る
。

現
地
で
は
、一
㍑
あ
た
り
三
五
〇
円
以
上
と
い
う
、

日
本
国
内
の
一
般
的
な
価
格
よ
り
も
は
る
か
に
高
い
価

格
で
販
売
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。

現
地
生
産
で
鮮
度
を
確
保

日
本
式
農
産
物
は
、日
本
の
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
に
裏

日本産農産物でジャパンブランド創出を
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特集　農の海外市場、開拓の時代

付
け
ら
れ
た
品
質
に
加
え
、現
地
生
産
な
ら
で
は
の
鮮

度
を
強
み
に
で
き
る
。
ま
た
、輸
入
の
よ
う
な
検
疫
に

よ
る
品
目
の
規
制
も
な
い
。
輸
入
農
産
物
に
は
な
い
地

産
地
消
と
い
う
価
値
を
訴
求
で
き
る
こ
と
も
重
要
だ
。

日
本
式
農
産
物
の
拡
大
に
よ
り
、日
本
の
農
家
・
農

業
企
業
は
販
売
収
入
も
し
く
は
技
術
指
導
料
・ロ
イ
ヤ

ル
テ
ィ
ー
収
入
と
い
う
新
た
な
収
入
源
が
生
ま
れ
る
。

現
地
生
産
・
現
地
販
売
モ
デ
ル
は
グ
ロ
ー
バ
ル
ア
グ
リ

ビ
ジ
ネ
ス
に
お
け
る
新
た
な
ト
レ
ン
ド
と
考
え
ら
れ
る
。

（
図
３
）

一
方
で
、現
地
生
産
・
現
地
販
売
モ
デ
ル
に
も
課
題
が

あ
る
。中
国
な
ど
の
新
興
国
の
物
流
は
十
分
に
整
備
さ

れ
て
お
ら
ず
、取
れ
た
て
の
農
産
物
を
迅
速
に
店
頭
に

並
べ
る
、い
わ
ゆ
る「
産
直
モ
デ
ル
」は
難
し
い
。

鮮
度
保
持
物
流
技
術
の
中
核
で
あ
る
コ
ー
ル
ド
チ
ェ

ー
ン
の
中
国
で
の
実
施
率
は
一
〇
～
二
〇
％
で
し
か
な

い
と
言
わ
れ
て
お
り
、利
用
は
高
価
な
果
物
な
ど
に
限

ら
れ
て
い
る
。

コ
ー
ル
ド
チ
ェ
ー
ン
を
使
用
し
な
い
た
め
輸
送
コ
ス
ト

は
低
廉
だ
が
、物
流
段
階
で
の
ロ
ス
率
は
約
三
割
と
非

常
に
高
い
。コ
ー
ル
ド
チ
ェ
ー
ン
の
未
整
備
は
、店
頭
で

の
商
品
の
品
質
に
直
結
す
る
。

高
級
品
を
取
り
扱
う
デ
パ
ー
ト
の
生
鮮
売
り
場
で

す
ら
、茶
色
く
変
色
し
た
葉
物
野
菜
が
し
ば
し
ば
置
か

れ
て
い
る
。

ま
た
、海
外
で
は
日
本
と
異
な
る
独
特
な
商
慣
習
が

存
在
す
る
。
中
国
の
小
売
店
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
販
売

促
進
費
用
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。売
り
場
開
設

の
対
価
で
あ
る
入
場
料
・
棚
代
を
は
じ
め
、新
商
品
費
、

交
際
費
、祭
日
祝
い
費
、新
店
舗
祝
い
費
、マ
ネ
キ
ン
管

理
費
な
ど
日
本
に
は
存
在
し
な
い
費
用
が
並
ぶ
。

輸
出
と
現
地
生
産
・
販
売
リ
ン
ク
も

輸
出
と
現
地
生
産
・
現
地
販
売
と
い
う
二
つ
の
グ
ロ

ー
バ
ル
展
開
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、こ
れ
ら
は
競
合

す
る
も
の
で
は
な
く
、共
存
共
栄
で
き
る
点
を
確
認
し

た
い
。成
長
著
し
い
新
興
国
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
、日
本
ブ

ラ
ン
ド
が
今
で
も
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

日
本
か
ら
の
輸
入
農
産
物
は
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
に
位

置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、日
本
か
ら
輸
出
さ
れ
た
商
品
は

新
興
国
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
最
高
級
品
と
し
て
存
在
感
を

発
揮
す
る
。し
か
し
、鮮
度
維
持
や
価
格
、輸
入
障
壁

に
よ
る
輸
入
品
目
の
制
限
と
い
う
課
題
の
た
め
、日
本

産
の
野
菜
・
果
物
を
見
か
け
る
機
会
は
限
定
的
と
な
っ

て
い
る
。

日
本
産
の
安
全
で
お
い
し
い
農
産
物
が
食
べ
た
く
て

も
食
べ
ら
れ
な
い
と
い
う
現
地
消
費
者
の
不
満
を
解
消

し
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に
つ
な
げ
る
の
が
、現
地
生
産
・

現
地
販
売
さ
れ
る
日
本
式
農
産
物
で
あ
る
。日
本
式

農
産
物
は
日
本
産
農
産
物
の
一
つ
下
の
商
品
カ
テ
ゴ
リ

ー
に
属
す
る
。

日
本
の
気
候
で
し
か
う
ま
く
栽
培
で
き
な
い
農
産
物

が
存
在
す
る
一
方
で
、現
地
生
産
の
方
が
鮮
度
面
で
は

有
利
で
あ
り
、日
本
産
農
産
物
と
日
本
式
農
産
物
に
は

異
な
る
メ
リ
ッ
ト
が
存
在
す
る
。

双
方
の
よ
さ
を
生
か
し
て
日
本
産
農
産
物
と
日
本

式
農
産
物
が
連
な
っ
た「
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
群
」を
構

成
し
品
揃
え
を
充
実
す
る
こ
と
が
、現
地
の
消
費
者
か

ら
の
評
価
を
高
め
、結
果
と
し
て
日
本
農
業
に
、よ
り

多
く
の
海
外
か
ら
の
収
入
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
の

で
あ
る
。	

図3　知財ビジネスによる新たな収入

図2　農林水産物輸出額の推移

海外日本

農家・
農業法人・
農業関連企業

出所 ： 筆者作成

日本の優れた農業
知財の技術移転・
ライセンス付与

農業知財利用料・
ライセンス料

現地の
農家等

知財ビジネスにおいては、自
らの資金制約（土地取得、農
地整備、農機購入等）にとら
われず、広範に展開可能

知財収入の一部を
新規商品開発に再投資

注 ： 農林水産物には加工品が含まれる　出所 ： 農林水産省資料を筆者一部改変

6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0

（億円）

2004年 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年

■水産物
■林産物
■農産物

88 92
90

104
118

93
106

123

2,038 2,168 2,359 2,678 2,883 2,637 2,865 2,652

1,482
1,748

2,040

2,378 2,077

1,724
1,950

1,736
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日
本
食
が
世
界
的
に
ブ
ー
ム

二
〇
一
一
年
の
日
本
の
農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸
出

額
は
四
五
一
一
億
円
。
品
目
別
に
見
る
と
、水
産
物
が

約
四
〇
％
、加
工
食
品
が
約
三
〇
％
を
占
め
て
い
る
が
、

農
産
物
の
う
ち
畜
産
品
は
六・八
％
の
三
〇
九
億
円
、穀

物
な
ど
は
四・一
％
の
一
八
七
億
円
、野
菜
・
果
実
な
ど

は
三・四
％
の
一
五
五
億
円
と
小
さ
い
。
日
本
政
府
は

二
〇
年
ま
で
に
一
兆
円
の
目
標
を
掲
げ
て
お
り
、取
り

組
み
の
拡
大
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

日
本
国
内
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
少
子
高
齢
化
に
よ
り
縮

小
傾
向
に
あ
る
一
方
で
、海
外
で
は
ア
ジ
ア
諸
国
を
中

心
と
す
る
経
済
発
展
に
伴
う
富
裕
層
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る（
図
１
）。

通
商
白
書
に
よ
る
と
、日
本
を
除
く
ア
ジ
ア
の
世
帯

年
間
可
処
分
所
得
が
三
万
五
〇
〇
〇
㌦
以
上
の
富
裕

層
は
一
〇
年
に
は
六
四
〇
〇
万
人
だ
が
、二
〇
年
に
は

二
億
二
六
〇
〇
万
人
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

特
に
中
国
は
富
裕
層
が
一
〇
年
の
二
一
〇
〇
万
人
か

ら
二
〇
年
に
一
億
二
六
〇
〇
万
人
に
な
る
と
い
わ
れ
て

お
り
、日
本
の
人
口
に
匹
敵
す
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、日
本
食
ブ
ー
ム
が
世
界
的
に
広
が
っ
て
い
る
。

米
国
の
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
は
年
々
増
加
し
、一
〇
年

前
の
二・三
倍
の
一
万
四
〇
〇
〇
軒
と
な
っ
て
い
る
。

ジ
ェ
ト
ロ
が
昨
年
実
施
し
た
現
地
消
費
者
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
は
、月
一
回
以
上
日
本
料
理
店
を
利
用
し
て

い
る
と
答
え
た
人
が
香
港
で
は
八
〇
％
、米
国
で
五
〇

％
、台
湾
で
四
〇
％
と
な
っ
た
。一
一
年
に
は
円
高
や
原

発
事
故
に
伴
う
規
制
措
置
と
い
っ
た
厳
し
い
輸
出
環
境

に
も
か
か
わ
ら
ず
、日
本
酒
の
輸
出
は
数
量
お
よ
び
価

格
と
も
に
過
去
最
高
を
記
録
し
、緑
茶
も
平
成
以
降

で
最
高
値
を
更
新
し
た（
図
２
）。

輸
出
へ
の
取
り
組
み
は
、海
外
市
場
に
新
た
な
販
路

を
確
保
す
る
こ
と
で
国
内
市
場
の
需
給
を
安
定
さ
せ
、

国
内
販
売
価
格
の
安
定
に
役
立
つ
。

輸
出
で
商
品
力
向
上
も
可
能
に

輸
出
に
よ
っ
て
商
品
力
の
向
上
に
つ
な
げ
る
こ
と
も

で
き
る
。海
外
で
は
、日
本
で
売
れ
る
も
の
が
売
れ
る
と

は
限
ら
な
い
。香
港
、台
湾
で
は
食
べ
歩
き
用
に
小
型
の

サ
ツ
マ
イ
モ
が
高
評
価
を
得
て
い
る
。国
内
で
安
値
と
な

っ
て
し
ま
う
大
き
な
サ
イ
ズ
の
ナ
ガ
イ
モ
が
台
湾
で
は

人
気
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
国
内
で
必
ず
し
も
高
い
評
価
を
得
て
い

な
い
も
の
が
海
外
で
高
い
評
判
を
得
て
、さ
ら
に
は
国

内
市
場
で
の
市
場
開
拓
に
つ
な
が
る
可
能
性
も
あ
る
。

輸
出
に
取
り
組
む
こ
と
で
、国
内
で
は
気
づ
か
な
か

っ
た
視
点
で
商
品
を
見
直
し
、改
良
に
つ
な
げ
る
こ
と

プ
ロ
の
農
産
物・食
品
輸
出
サ
ポ
ー
ト
活
用
術

今
や
新
興
ア
ジ
ア
を
中
心
に
、世
界
的
に
も
日
本
食
は
ブ
ー
ム
。海
外
に
農
産

物
の
輸
出
を
す
る
こ
と
は
販
路
拡
大
の
チ
ャ
ン
ス
だ
。そ
れ
は
国
内
で
気
づ
か
な

か
っ
た
視
点
で
の
商
品
の
見
直
し
に
も
つ
な
が
る
。そ
こ
で
、ジ
ェ
ト
ロ
の
農
産
物・

食
品
輸
出
サ
ポ
ー
ト
の
活
用
術
を
紹
介
し
よ
う
。

日本貿易振興機構（ジェトロ）
農林水産・食品部　農林水産・食品企画課長

花田 美香 Mika Hanada

はなだ　みか
1962年神奈川県生まれ。2002年ジェトロ入構。本部海外投
資課長、ジェトロ上海事務所副所長、上海万博日本館副館長
を経て、11年3月より現職。

特
集　
農
の
海
外
市
場
、開
拓
の
時
代
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特集　農の海外市場、開拓の時代

に
よ
り
、生
産
現
場
の
意
欲
向
上
が
図
ら
れ
た
と
い
う

意
見
は
よ
く
聞
く
。

し
か
し
、輸
出
の
取
り
組
み
は
簡
単
で
は
な
い
。特
に

農
産
物
の
輸
出
は
加
工
食
品
よ
り
も
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、

輸
出
に
取
り
組
む
事
業
者
は
ま
だ
ま
だ
少
な
い
。前
述

し
た
メ
リ
ッ
ト
を
考
え
た
と
し
て
も
、い
ざ
取
り
組
む

と
な
る
と
、ど
う
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
事
業

者
が
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ジ
ェ
ト
ロ
で
は
輸
出
に
取
り
組
む
事
業
者
に
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。こ
れ
か
ら
、

ジ
ェ
ト
ロ
の
四
つ
の
活
用
術
を
紹
介
し
よ
う
。

一
、輸
出
の
基
本
を
学
ぶ

農
産
物
・
食
品
の
輸
出
は
工
業
品
と
違
っ
て
多
く
の

関
係
者
が
関
わ
る
。一
般
的
に
販
売
す
る
先
は
デ
パ
ー

ト
や
ス
ー
パ
ー
と
い
っ
た
小
売
店
、レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど

で
、そ
こ
に
行
き
着
く
た
め
に
は
左
記
の
よ
う
に
多
く

の
人
が
介
在
し
て
い
る
。

輸
出
者
→（
貿
易
商
社
）→
輸
出
通
関
業
者
→
船

会
社
→
輸
入
通
関
業
者
→
バ
イ
ヤ
ー（
イ
ン
ポ
ー
タ

ー
）→（
卸
売
業
者
／
イ
ン
ポ
ー
タ
ー
と
兼
ね
る
場
合

あ
り
）→
小
売
業
者
・レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど

当
然
、海
外
の
デ
パ
ー
ト
な
ど
で
表
示
す
る
小
売
価

格
に
は
、国
内
で
販
売
す
る
と
き
の
価
格
に
、運
賃
や

輸
出
入
時
に
か
か
る
経
費
、関
税
、現
地
の
バ
イ
ヤ
ー

や
卸
売
業
者
、小
売
業
者
の
マ
ー
ジ
ン
が
加
算
さ
れ
る

の
で
、日
本
国
内
生
産
者
出
荷
価
格
の
二
～
三
倍
に
な

っ
て
し
ま
う
。

こ
の
よ
う
な
輸
出
の
基
本
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、

ジ
ェ
ト
ロ
で
は
本
部
、大
阪
本
部
を
は
じ
め
、全
国
三
六

図１　拡大するアジア消費市場

図２　清酒・緑茶の輸出動向

アジアの富裕層の推移（百万人）
250

200

150

100

50

0

その他
7900万人

中国
1億2600
万人

インド
2100万人

98
91

53

88 95

117
103

226

26
3 5

34

8

21

備考：世帯可処分所得の家計人口。アジアとは中国・香港・台湾・韓国・インド・インドネシア・タイ・ベトナム・シンガポール・マレーシア・フィリピン。
各所得層の家計比率 × 人口で算出。

資料：Euromonitor international2010から作成。
※アジアの富裕層とは、世帯年間可処分所得が35,000ドル以上の所得層。

日
本

ア
ジ
ア（
日
本
除
く
）

日
本

ア
ジ
ア（
日
本
除
く
）

日
本

ア
ジ
ア（
日
本
除
く
）

日
本

ア
ジ
ア（
日
本
除
く
）

日
本

ア
ジ
ア（
日
本
除
く
）

推計値
2010 2015 20202000 2005

3.5倍3.5倍

1.9倍1.9倍
64

34

（出所）通商白書

2009年
日本：9200万人
アジア：6200万人
（日本除く）

■その他
■インド
■中国
■日本

清酒 緑茶

（資料）財務省『貿易統計』
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（暦年）
1988 93 98 03 08 11

全体
01年

数量（千kℓ）　7.1
金額（億円）31.9

→ 11年（01年比）
→ 14.0（99%増）
→ 87.8（175%増）

米国（11年）
4.1千kℓ
32.4億円

米国（11年）
1228t
22.5億円

数量（全体）
数量（米国）
金額（全体）（右目盛）
金額（米国）（右目盛）

数量（全体）
数量（米国）
金額（全体）（右目盛）
金額（米国）（右目盛）

全体
89年

数量（t）　635
金額（億円）  3.3

→ 11年（89年比）
→ 2387（276%増）
→ 47.2（1310%増）
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の
貿
易
情
報
セ
ン
タ
ー
に「
農
林
水
産
物
・
食
品
輸
出

相
談
窓
口
」
を
設
置
し
て
い
る
。
事
業
者
の
相
談
に
対

応
し
、輸
出
の
入
門
セ
ミ
ナ
ー
や
貿
易
講
座
を
開
催
し

て
い
る
。
輸
出
の
仕
組
み
や
海
外
バ
イ
ヤ
ー
と
の
商
談

に
当
た
り
準
備
す
べ
き
こ
と
な
ど
、輸
出
の
基
本
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

（
相
談
窓
口 http://w

w
w
.jetro.go.jp/services/

advice/agri_foods/
）

自
社
商
品
の
魅
力
を
伝
え
る

多
く
の
海
外
バ
イ
ヤ
ー
が
口
を
そ
ろ
え
て
言
う
の
は
、

「
日
本
の
商
品
は
品
質
が
い
い
と
思
う
が
、と
に
か
く

価
格
が
高
す
ぎ
る
」と
い
う
こ
と
だ
。

た
と
え
ば
、中
国
・
北
京
で
リ
ン
ゴ
の
価
格
を
見
て
み

よ
う
。
中
国
産（
ふ
じ
）が
五
〇
〇
㌘
七
〇
～
一
四
〇

円
、チ
リ
産（
青
リ
ン
ゴ
）が
一
三
〇
円
、米
国
産（
レ

ッ
ド
デ
リ
シ
ャ
ス
、青
リ
ン
ゴ
、姫
リ
ン
ゴ
）が
一
六
〇

円
に
対
し
、日
本
産
は
青
森
県
産“
王
林
”
が
一
個

で
六
〇
〇
円
以
上
、青
森
県
産“
世
界
一
”
が
一
個

八
〇
〇
円
で
あ
る
。
時
に
は
一
個
一
〇
〇
〇
円
以
上
に

な
る
場
合
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
圧
倒
的
な
価
格
差
を
バ
イ
ヤ
ー
や
消
費

者
に
納
得
し
て
も
ら
え
な
け
れ
ば
、手
に
取
っ
て
も
ら

え
な
い
。

特
に
農
産
物
の
場
合
は
、見
た
目
が
現
地
産
や
他
国

産
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
も
の
が
店
頭
に
並
ぶ
こ
と
に

な
る
。
そ
の
中
で
消
費
者
に
手
に
取
っ
て
も
ら
う
た
め

に
は
、そ
の
魅
力
を
き
ち
ん
と
理
解
し
て
も
ら
う
工
夫

が
必
要
だ
。

農
産
物
で
は
国
内
販
売
の
場
合
、市
場
に
販
売
し
て

最
終
消
費
者
は
見
え
な
い
こ
と
が
多
い
が
、海
外
で
の

販
売
活
動
は
自
分
の
商
品
の
よ
さ
を
消
費
者
に
み
ず
か

ら
売
り
込
む
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

も
う
一
つ
重
要
な
点
は
、品
質
が
そ
ろ
っ
た
商
品
を

安
定
的
に
供
給
で
き
る
か
で
あ
る
。

加
工
食
品
の
場
合
は
、通
年
で
品
質
が
均
一
の
商
品

の
供
給
体
制
を
取
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
が
、農
産

物
の
場
合
は
、季
節
に
よ
っ
て
供
給
で
き
な
い
、供
給
量

が
安
定
し
な
い
、品
質
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
、と
い
っ
た

問
題
が
あ
る
。

少
量
で
出
す
場
合
は
、コ
ス
ト
が
か
か
っ
て
し
ま
う
こ

と
も
課
題
と
な
る
。最
近
で
は
、い
く
つ
か
の
生
産
業
者

が
ま
と
ま
っ
て
輸
出
を
行
う
取
り
組
み
も
始
ま
っ
て
お

り
、地
元
で
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
参
加
す
る
の
も
一

案
で
あ
る
。

二
、タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
見
極
め
よ
う

商
談
は
し
た
が
、実
は
輸
出
が
で
き
な
い
、輸
出
し
て

も
可
能
性
が
な
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
も

あ
る
。

特
に
農
産
物
の
場
合
、動
植
物
検
疫
に
よ
り
、輸
出

が
で
き
る
国
・
地
域
や
輸
出
に
当
た
っ
て
の
条
件
が
決

ま
っ
て
い
る
の
で
、自
分
の
商
品
が
ど
こ
に
輸
出
で
き
る

の
か
を
調
べ
る
こ
と
が
必
要
だ
。
動
物
検
疫
所
や
植
物

防
疫
所
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
が
参
考
に
な
る
。

農
産
物
を
輸
出
し
や
す
い
の
は
香
港
、台
湾
、シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
な
ど
だ
。
決
ま
っ
た
施
設
で
加
工
し
た
も
の
で

な
い
と
輸
出
で
き
な
い
な
ど
の
規
制
、原
発
事
故
に
よ

り
県
に
よ
っ
て
は
輸
出
で
き
な
い
な
ど
の
規
制
が
国
・

地
域
別
、品
目
別
に
存
在
す
る
。ジ
ェ
ト
ロ
で
は
こ
れ
ら

の
情
報
提
供
を
相
談
窓
口
で
行
っ
て
い
る
。

規
制
の
み
な
ら
ず
、現
地
で
自
分
の
商
品
は
競
争
力

が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
、ど
う
い
っ
た
と
こ
ろ
で
販
売
で
き

る
可
能
性
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
、と
い
っ
た
こ
と
も
調
べ

る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
際
に
、活
用
で
き
る
の
が
ジ
ェ
ト
ロ
の
海
外
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
へ
の
相
談
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。主
要
な

海
外
マ
ー
ケ
ッ
ト（
現
在
一
五
都
市
）に
い
る
現
地
の

食
品
流
通
事
情
に
詳
し
い
専
門
家
が
相
談
に
対
応
す
る

（
中
小
企
業
限
定
サ
ー
ビ
ス
）。

た
と
え
ば
、「
現
地
で
競
合
す
る
商
品
は
あ
る
の
か
、

価
格
は
ど
の
く
ら
い
か
」「
ど
の
よ
う
な
ル
ー
ト
で
ユ
ー

ザ
ー
に
販
売
さ
れ
て
い
る
の
か
」「
当
社
商
品
の
現
地
で

の
ニ
ー
ズ
は
あ
る
だ
ろ
う
か
」と
い
っ
た
質
問
に
対
応
が

可
能
で
あ
る
。

ま
た
、海
外
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
日
本
各
地

で
の
現
地
事
情
セ
ミ
ナ
ー
も
開
催
し
て
い
る
。

（
海
外
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
サ
ー
ビ
ス http://w

w
w
.jetro.

go.jp/services/coordinator/

）

三
、商
談
会
な
ど
へ
の
積
極
参
加
を

次
に
、前
述
の
下
調
べ
に
よ
り
、タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
る

輸
出
国
を
決
め
て
、商
談
し
て
み
よ
う
。
商
談
に
当
た

っ
て
は
、自
分
の
商
品
の
魅
力
を
き
ち
ん
と
説
明
で
き

る
よ
う
準
備
し
て
お
く
こ
と
、価
格
見
積
も
り（
少
な

く
と
も
輸
出
港
の
倉
庫
渡
し
の
価
格
は
必
要
）や
供
給

可
能
ロ
ッ
ト
、賞
味
期
限
な
ど
の
条
件
を
提
示
で
き
る

よ
う
に
し
て
お
く
。

ジ
ェ
ト
ロ
で
は
世
界
各
国
か
ら
有
力
な
海
外
バ
イ
ヤ

ー
を
招
い
て
、国
内
各
地
で
年
間
三
〇
回
程
度
の
商
談

会
を
開
催
し
て
い
る
。

ま
た
、主
要
市
場
の
大
型
海
外
見
本
市
に
日
本
パ
ビ

リ
オ
ン
を
構
成
、今
年
度
は
一
〇
以
上
の
見
本
市
に
参

プロの農産物・食品輸出サポート活用術
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加
を
予
定
し
て
い
る
。ジ
ェ
ト
ロ
が
主
催
者
側
と
の
交

渉
や
ブ
ー
ス
運
営
を
行
い
、ス
ペ
ー
ス
料
、基
本
装
飾
な

ど
の
費
用
を
補
助
す
る
。ま
た
、農
産
物
を
含
め
た
商

談
ミ
ッ
シ
ョ
ン
も
ア
ジ
ア
向
け
に
数
回
予
定
し
て
い
る
。

商
談
後
、関
心
を
示
し
て
く
れ
た
業
者
か
ら
は
、具

体
的
な
価
格
提
示
や
サ
ン
プ
ル
品
送
付
の
依
頼
を
受
け

る
可
能
性
が
あ
り
、こ
ち
ら
か
ら
積
極
的
に
売
り
込
み

を
継
続
す
る
必
要
も
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、そ
の
対
応
が
で
き
る
担
当
者
を
配

置
す
る
こ
と
も
必
要
だ
。ジ
ェ
ト
ロ
で
は
事
業
参
加
者

に
対
し
、事
前
の
説
明
会
な
ど
で
商
談
準
備
関
連
情
報

を
提
供
し
て
い
る
。

（
参
加
者
募
集 http://w

w
w
.jetro.go.jp/events/

）

自
分
た
ち
で
輸
出
書
類
の
作
成
は
で
き
な
い
、現
地

と
の
契
約
や
代
金
回
収
は
無
理
な
の
で
、輸
出
は
で
き

な
い
と
考
え
る
事
業
者
が
多
い
。

こ
れ
ま
で
ジ
ェ
ト
ロ
が
実
施
し
て
き
た
数
々
の
商
談

会
を
見
る
と
、現
地
バ
イ
ヤ
ー
が
日
本
の
特
定
の
商
社

と
提
携
し
て
い
る
、あ
る
い
は
自
社
で
日
本
に
買
い
付
け

を
行
う
拠
点
を
置
い
て
い
る
ケ
ー
ス
も
多
い
。
商
談
会

で
は
現
地
バ
イ
ヤ
ー
が「
詳
細
見
積
も
り
は
日
本
に
い

る
○
○
社
と
話
を
し
て
く
だ
さ
い
」と
言
っ
て
、日
本
の

業
者
を
紹
介
す
る
、あ
る
い
は
、日
本
の
提
携
商
社
を

同
席
さ
せ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

国
内
事
業
者
に
と
っ
て
は
国
内
契
約
と
な
り
、国
内

リ
ス
ク
の
み
で
済
む
の
で
、安
心
で
あ
る
。し
か
し
、そ

う
い
う
場
合
で
も
、自
分
の
商
品
の
売
り
込
み
は
み
ず

か
ら
海
外
バ
イ
ヤ
ー
に
行
う
、価
格
設
定
や
現
地
で
の

売
り
方
に
つ
い
て
は
き
ち
ん
と
関
与
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

ま
た
、国
・
地
域
や
品
目
に
よ
っ
て
は
現
地
で
の
販
売

代
理
店
が
な
い
と
取
引
で
き
な
い
と
言
わ
れ
る
こ
と
が

あ
る
。
そ
の
場
合
は
、販
売
先
よ
り
も
先
に
現
地
の
代

理
店
を
探
す
た
め
の
商
談
を
行
う
こ
と
に
な
る
。市
場

の
商
流
や
商
習
慣
に
合
わ
せ
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

四
、プ
ロ
の
支
援
サ
ー
ビ
ス
活
用
も

事
業
者
み
ず
か
ら
が
海
外
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
継
続
的
に

輸
出
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
標
と
し
、二
年

間
に
わ
た
っ
て
国
内
の
専
門
家
が
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
支
援

す
る
事
業
も
あ
る（
案
件
審
査
あ
り
。http://w

w
w
.

jetro.go.jp/services/export/

）。

今
年
一
月
に
は
、ジ
ェ
ト
ロ
内
に「
農
林
水
産
物
・
食

品
輸
出
促
進
本
部
」
を
設
置
し
、本
部
、国
内
外
事
務

所
が
一
丸
と
な
っ
て
、農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸
出
支

援
に
取
り
組
み
、積
極
的
に
セ
ミ
ナ
ー
や
商
談
機
会
の

提
供
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
輸
出
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
望
に
応
じ
て
支
援
が

で
き
る
よ
う
、自
治
体
や
農
林
水
産
省
、日
本
政
策
金

融
公
庫
と
も
連
携
体
制
を
取
っ
て
い
る
。お
気
軽
に
ジ

ェ
ト
ロ
へ
ご
相
談
い
た
だ
き
た
い
。	

総合的支援　～ジェトロ支援事業者 事例～

【企業名】
有限会社柏崎青果

（青森県）

【事業内容】
地元産野菜の加工・販売

【輸出成功商品】
黒にんにく

【輸出先】
スイス、香港、ベトナム（主に小売店向け）

【事業者・商品の特徴】
1991年創業、青森県の特産品であるナガイ
モ、ニンニク、ゴボウ、ダイコンなどの加工・販
売。青森で大量に生産されるダイコンを乾燥
させた「切り干し大根」「切り干しdeサラダ」は
大ヒット商品。各種アミノ酸やポリフェノール
などの健康成分が豊富で、高温多湿の環境
で発酵・熟成に時間をかけることでニンニク
特有のにおいを取り除き食べやすい「熟成お
いらせ黒にんにく」を開発。日本でも各種受
賞を果たすなど話題を集めた。海外でも健康
志向が高まっていることを受け、輸出への取
り組みを行っている。

【ジェトロ事業の活用】▲

海外見本市出展▲

バイヤー招聘商談会▲

貿易相談▲

貿易実務講座▲

ミッション派遣▲

輸出有望案件発掘支援事業

【輸出成功のポイント】
①健康志向の高まりを受け、健康面と食べや

すさを訴求した高い商品力
②数多くの商談会や見本市に出展する経営

者の意欲と熱意
③作り手の顔が見えるプロモーション

【企業名】
株式会社ヤマト味噌醤油（石川県）

【事業内容】
みそ、しょうゆの製造・販売

【輸出成功商品】
みそ、しょうゆ

【輸出先】
米国、フランス、中国、オーストラリア、英国

【事業者・商品の特徴】
創業100年の老舗。国産大豆を原料に使
用し、品質管理にもいち早く取り組み、ISO 
9001やオーガニックの国際認証を取得して
いる。日本市場の縮小を見越し、海外市場開
拓への取り組みを開始。米国の一般消費者
に合う味を求め、米国有名ホテルのオーナー
シェフにアドバイスをもらいながら、米国向
けオリジナル商品「ワサビソイ」などを開発、
新たな顧客層を広げた。

【ジェトロ事業の活用】▲

海外見本市出展▲

バイヤー招聘商談会▲
貿易実務講座▲
貿易相談▲
輸出有望案件発掘支援事業

【輸出成功のポイント】
①市場にあった商品開発
②粘り強い営業活動
③数多くの商談会や見本市に出展する経営

者の意欲と熱意
④輸出にかかる規制などの情報収集をきち

んと行うこと
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な
ぜ
輸
出
を
、し
か
も
単
独
で
？

ま
ず
、私
た
ち
玉
名
農
業
協
同
組
合（
Ｊ
Ａ
た
ま
な
）

の
自
己
紹
介
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。熊
本
県
の
北
西
部

に
位
置
し
、福
岡
県
に
隣
接
し
た
二
市
四
町
の
農
協
組

合
員
約
一
万
五
〇
〇
〇
名
か
ら
な
る
組
織
で
す
。管
内

は
、西
は
有
明
海
に
面
し
な
が
ら
平
坦
地
、中
山
間
地
、

山
麓
地
帯
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
地
域
か
ら
産
出
さ
れ
る
農
産
物
は
ト
マ
ト
や
イ

チ
ゴ
な
ど
を
主
体
と
す
る
園
芸
作
物
が
一
一
〇
億
円
、

ミ
カ
ン
を
主
体
と
す
る
果
樹
が
二
八
億
円
、コ
メ
主
体

の
農
産
で
二
五
億
円
、そ
の
他
畜
産
な
ど
を
含
め
合
計

一
六
〇
億
円
を
超
え
る
純
生
産
地
型
Ｊ
Ａ
で
す
。

こ
う
い
っ
た
、ど
こ
に
で
も
あ
る
よ
う
な
地
域
の
農

協
が
、実
は
新
興
ア
ジ
ア
を
中
心
に
農
産
物
輸
出
に
踏

み
出
し
、試
行
錯
誤
し
な
が
ら
何
と
か
足
跡
が
残
せ

る
よ
う
な
実
績
を
上
げ
つつ
あ
り
ま
す
。「
え
っ
、本
当

か
」と
驚
か
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、事
実
な
の
で
す
。

正
直
言
っ
て
、自
信
も
付
い
て
き
て
い
ま
す
。そ
こ
で
次

に
、な
ぜ
地
域
生
産
農
協
が
単
独
で
輸
出
に
取
り
組
む

こ
と
に
な
っ
た
か
、お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。

二
〇
〇
四
年
、熊
本
県
に
お
い
て
初
め
て
輸
出
事

業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
時
、手
を
挙
げ
る
Ｊ
Ａ
は
少
な
か
っ
た
の
で
す

が
、私
た
ち
Ｊ
Ａ
た
ま
な
は
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
と

し
、〇
四
年
度
国
庫
事
業
「
日
本
ブ
ラ
ン
ド
輸
出
促
進

事
業
」を
Ｊ
Ａ
単
独
で
実
施
す
る
こ
と
を
表
明
し
ま
し

た
。輸

出
に
関
し
て
は
全
く
の
素
人
で
あ
っ
た
た
め
、本

来
な
ら
県
、県
連
、全
国
連
と
提
携
し
、指
導
を
仰
ぎ

な
が
ら
進
め
る
の
が
筋
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。し
か
し
、

な
ぜ
か
独
自
に
取
り
組
む
選
択
を
し
ま
し
た
。こ
こ
が

ポ
イ
ン
ト
で
す
。
私
た
ち
が
、国
内
の
青
果
物
価
格
低

迷
に
対
す
る
打
開
策
に
ど
う
取
り
組
め
ば
い
い
か
、あ

ら
ゆ
る
方
向
か
ら
検
討
し
た
結
果
、契
約
販
売
、直
接

販
売
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ

と
が
選
択
肢
で
し
た
。そ
し
て
、輸
出
も
そ
の
一
つ
だ
っ

た
の
で
す
。

熊
本
県
事
業
へ
の
参
加
が
契
機

そ
こ
へ
、熊
本
県
当
局
の
輸
出
事
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

話
が
あ
り
、私
た
ち
と
し
て
は
、起
死
回
生
策
と
し
て

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
る
か
、と
単
独
で
の
取
り
組
み
に
踏

み
切
っ
た
の
で
す
。

私
た
ち
の
輸
出
に
対
す
る
考
え
は
、今
に
な
っ
て
み

れ
ば
甘
い
も
の
で
し
た
。
当
時
は
、国
内
の
慢
性
的
な

農
産
物
の
低
価
格
傾
向
、そ
れ
と
少
子
高
齢
化
に
よ
る

人
口
減
少
が
将
来
に
わ
た
っ
て
及
ぼ
す
購
買
力
の
減
速

単
独
で
始
め
た
農
産
物
輸
出
に
手
応
え

熊
本
県
の
玉
名
農
協
が
単
独
で
農
産
物
輸
出
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
。数
々
の
失

敗
を
し
つ
つ
も
試
行
錯
誤
を
重
ね
、香
港
向
け
イ
チ
ゴ
輸
出
を
軸
に
、す
っ
か
り

存
在
感
を
見
せ
て
い
る
。さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
乗
り
越
え
て
今
や
手
応
え
さ
え

感
じ
る
秘
訣
は
何
か
、現
場
を
リ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら
お
う
。

玉名農業協同組合　指導販売部 次長

富田 和伸 Kazunobu Tomita

とみた　かずのぶ
1952年熊本県生まれ。農産物(園芸)の生産販売一筋。こ
こ8年は、農産物の直販、直売所、輸出などの市場外流通も
手掛け、熊本・玉名の安全安心な農産物の流通拡大に努め
ている。

特
集　
農
の
海
外
市
場
、開
拓
の
時
代
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と
供
給
過
多
を
打
開
す
る
に
は
輸
出
が
ポ
イ
ン
ト
だ
、

と
い
う
程
度
の
意
識
だ
っ
た
の
で
す
。

そ
れ
と
、国
内
で
の
需
給
調
整
策
の
一
環
と
し
て
出

荷
調
整
、さ
ら
に
は
二
級
品
を
海
外
に
輸
出
す
る
こ
と

で
、少
し
で
も
供
給
過
多
を
抑
え
て
市
場
価
格
を
安

定
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
な
、と
い
う
期
待
感
の
よ

う
な
レ
ベ
ル
で
考
え
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
で
、実
務
を
含
め
て
輸
出
の

イ
ロハ
も
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
、初
年
度
は
当

然
の
こ
と
な
が
ら
、失
敗
の
連
続
で
し
た
。

特
に
、大
き
な
失
敗
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
が
中
国

向
け
輸
出
で
し
た
。ま
ず
中
国
本
土
を
視
察
し
、あ
る

程
度
の
感
触
を
得
て
ミ
カ
ン
と
ナ
シ
の
試
験
輸
出
を
行

い
ま
し
た
。

中
国
の
ミ
カ
ン
輸
入
禁
止
知
ら
ず

と
こ
ろ
が
、中
国
に
お
い
て
ミ
カ
ン
は
輸
入
禁
止
品

目
だ
っ
た
の
で
す
。そ
ん
な
ル
ー
ル
を
知
ら
ず
に
、結
局
、

ミ
カ
ン
は
中
国
の
港
で
没
収
さ
れ
、ナ
シ
も
輸
出
し
た

量
の
半
分
が
抜
き
去
ら
れ
た
の
か
ど
う
か
、行
方
不
明

と
な
る
始
末
。し
か
も
試
験
デ
ー
タ
は
残
り
半
分
量
の

ナ
シ
に
つ
い
て
し
か
返
っ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。大
損
害

で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

次
に
台
湾
へ
の
ミ
カ
ン
輸
出
を
計
画
し
ま
し
た
。
中

国
で
の
失
敗
経
験
を
踏
ま
え
て
飛
び
込
み
で
現
地
の
大

型
ス
ー
パ
ー
と
交
渉
し
何
と
か
台
湾
の
輸
入
業
者
、国

内
の
輸
出
バ
イ
ヤ
ー
な
ど
を
紹
介
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、

輸
出
を
始
め
ま
し
た
。

し
か
し
、台
湾
側
が
求
め
て
き
た
も
の
は
ミ
カ
ン
の
中

で
も
最
高
級
品
ば
か
り
。
特
に
糖
度
は
一
一
度
以
上
と

要
求
さ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
の
輸
出
に
対
す
る
当
初
の
目
的
は
、国
内

優
先
で
、「
二
級
品
を
大
量
に
輸
出
し
供
給
調
整
を
行

う
」
と
い
う
狙
い
だ
っ
た
の
で
す
が
、思
う
よ
う
に
い
か

ず
、輸
出
先
市
場
の
ニ
ー
ズ
に
全
く
応
え
て
い
な
い
こ
と

が
露
呈
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、台
湾
側
は
Ｓ
・
２
Ｓ
級（
規
格
・
大
き
さ
階

級
）を
求
め
て
い
ま
し
た
。
私
た
ち
Ｊ
Ａ
で
は
Ｌ
・
Ｍ
級

の
生
産
を
奨
励
し
て
い
た
た
め
、こ
の
分
野
で
も
目
算

が
狂
っ
て
し
ま
い
、数
量
が
確
保
で
き
ず
、Ｍ
級
も
混
ぜ

て
の
輸
出
と
な
り
ま
し
た
。

台
湾
へ
の
ミ
カ
ン
輸
出
は
五
年
ほ
ど
続
き
ま
し
た
が
、

前
述
し
た
通
り
、Ｓ
・
２
Ｓ
級
の
確
保
は
難
し
く
、今
は

残
念
な
が
ら
輸
出
し
て
い
ま
せ
ん
。

次
は
香
港
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
す
。
香
港
へ
の
輸
出
は

イ
チ
ゴ
で
、二
〇
〇
五
年
一
月
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。き

っ
か
け
は
福
岡
の
輸
出
業
者
か
ら
の
誘
い
で
、ま
だ
軌

道
に
乗
ら
な
い
ミ
カ
ン
輸
出
と
の
同
時
進
行
で
し
た
。

た
だ
、当
時
は
イ
チ
ゴ
輸
出
に
関
し
て
半
信
半
疑
の
ス

タ
ー
ト
で
し
た
。

香
港
で
の
イ
チ
ゴ
需
要
は
ミ
カ
ン
と
違
い
、大
玉（
規

格
）の
要
求
が
あ
り
ま
し
た
。
輸
出
一
年
目
は
数
量
も

微
々
た
る
も
の
で
週
二
回
の
輸
出
を
実
施
し
ま
し
た
。

一
回
が
二
〇
～
六
〇
パ
ッ
ク
程
度
で
、福
岡
国
際
空

港
ま
で
の
一
〇
〇
㌔
メ
ー
ト
ル
弱
を
走
る
輸
送
便
も
な

く
、個
人
で
運
ん
だ
り
、福
岡
か
ら
営
業
に
来
た
資
材

業
者
な
ど
に
頼
ん
で
空
港
ま
で
届
け
て
も
ら
う
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、う
れ
し
い
こ
と
に
、こ
の
よ
う
な
地
道
な
積

み
重
ね
が
、輸
出
入
業
者
と
の
信
頼
関
係
を
構
築
し
、

香
港
へ
来
て
ほ
し
い
と
の
要
請
を
受
け
ま
し
た
。

私
た
ち
は
初
め
て
香
港
を
訪
れ
、輸
出
入
業
者
、Ｊ

Ａ
た
ま
な
と
の
三
者
で
こ
れ
か
ら
の
輸
出
に
つ
い
て
熱
心

に
協
議
を
し
ま
し
た
。ま
た
、他
県
産
地
か
ら
輸
出
さ

れ
て
き
た
イ
チ
ゴ
な
ど
を
見
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

初
年
度
の
輸
出
量
一
㌧（
金
額
に
し
て
一
五
〇
万

円
）の
取
引
が
、こ
の
商
談
を
兼
ね
た
出
張
に
よ
っ
て
、

一
〇
年
度
に
は
二
三
㌧（
三
四
〇
〇
万
円
）と
大
き
く

伸
び
る
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

香
港
向
け
輸
出
で
や
っ
と
自
信

香
港
に
輸
出
し
て
い
る
産
地
の
す
べ
て
が
、国
内
に
お

け
る
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
の
産
地
ば
か
り
。い
や
が
上
に
も
、

こ
う
い
っ
た
産
地
と
し
の
ぎ
を
削
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。し
か
し
面
白
い
も
の
で
、以
前
の
よ
う
な
国
内
の
需

給
調
整
の
は
け
口
と
し
て
輸
出
を
考
え
る
と
い
っ
た
発

想
は
ゼ
ロ
と
な
り
、香
港
で
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
の
評
価
を

得
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
輸
出
に
対
す

る
意
識
が
大
き
く
変
化
し
た
の
で
す
。

八
年
間
で
輸
出
量
は
大
き
く
伸
び
た
も
の
の
、順
調

に
伸
び
て
き
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
の
と
こ

ろ
、香
港
へ
空
輸
し
て
い
ま
す
が
、福
岡
～
台
湾
～
香

港
と
二
度
の
離
着
陸
と
い
う
輸
送
方
法
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。イ
チ
ゴ
に
と
っ
て
二
度
の
離
着
陸
は
、衝
撃
が
あ
ま

り
に
強
く
致
命
的
で
す（
国
内
で
の
空
輸
は
、ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
）。

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、緩
衝
材
を
開
発
し
、

衝
撃
を
和
ら
げ
る
マ
ッ
ト
を
使
用
す
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。ま

た
、生
産
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
、輸
出
用
の
イ
チ
ゴ

は
傷
み
・
軟
果
玉
が
出
な
い
よ
う
特
に
水
分
に
配
慮
し

た
特
別
仕
様
の
生
産
に
努
め
て
も
ら
い
、そ
れ
が
で
き

る
生
産
者
の
み
、輸
出
に
取
り
組
む
体
制
と
し
ま
し
た
。
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当
初
は
数
量
も
少
な
く
、限
ら
れ
た
階
級
の
イ
チ
ゴ

を
週
二
回
輸
出
す
る
の
み
と
い
う
生
産
者
に
と
っ
て
も

メ
リ
ッ
ト
が
見
出
せ
な
い
状
況
で
し
た
。し
か
し
、量
が

増
え
る
ご
と
に
メ
リ
ッ
ト
も
出
始
め
、ま
た
生
産
部
会

の
歴
代
の
部
会
長
の
理
解
も
あ
っ
て
積
極
的
な
体
制
が

取
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

生
産
者
に
こ
れ
だ
け
厳
し
く
求
め
る
わ
け
で
す
か
ら

香
港
で
の
販
売
も
力
を
注
が
な
い
わ
け
に
い
き
ま
せ
ん
。

当
初
、香
港
で
は
福
岡
県
産
「
あ
ま
お
う
」が
断
然
ト

ッ
プ
の
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
、す
べ
て
の
百
貨
店
・
大
型
ス

ー
パ
ー
の
中
央
を
陣
取
っ
て
い
ま
し
た
。

「
ひ
の
し
ず
く
」香
港
名
が
ヒ
ッ
ト

そ
こ
で
私
た
ち
は
目
標
を
「
あ
ま
お
う
」に
据
え
て
、

『
玉
名
産
・
ひ
の
し
ず
く
を
香
港
で
の
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド

へ
』を
合
言
葉
に
、次
の
四
つ
の
販
売
戦
略
を
立
て
ま
し

た
。①

ブ
ラ
ン
ド
の
見
せ
方

ま
ず
、イ
チ
ゴ「
ひ
の
し
ず
く
」の
香
港
名
「
露
之
水

滴
」
を
商
標
登
録（
二
〇
一
〇
年
）し
ま
し
た
。
香
港

側
が
熊
本
の
清
ら
か
な
水
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
命
名
し

た
も
の
で
、そ
の
通
り
に
ポ
ス
タ
ー
な
ど
に
表
示
し
ま

し
た
。「
露
之
水
滴
」は
香
港
で「
ロ
ー
、ヂ
ィ
、ソ
イ
、

テ
ェ
ッ
」と
呼
ば
れ
、そ
の
名
称
に
私
た
ち
は
違
和
感
が

あ
り
ま
し
た
が
、今
で
は
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
量
販

店
、消
費
者
に
認
知
さ
れ
、こ
の
言
葉
に
出
会
え
て
本

当
に
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
玉
名
の“
玉
”マ
ー
ク
を
商
標
登
録（
二
〇	

一
二
年
）し
、そ
の
シ
ー
ル
を
イ
チ
ゴ
や
ミ
ニ
ト
マ
ト
の

パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
貼
っ
て
、よ
り
一
層
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め

て
い
ま
す
。

ま
た
、国
内
流
通
で
使
用
し
て
い
る
段
ボ
ー
ル
は
使

わ
ず
、イ
チ
ゴ
の
赤
色
が
映
え
る
よ
う
に
輸
出
用
に
は

黒
箱
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

②
広
報
活
動

Ｕ
Ｃ
Ｃ
香
港
の
喫
茶
店
で「
ひ
の
し
ず
く
」を
ス
イ
ー

ツ
に
採
用
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、今
年
の
年
明
け
か

ら
二
カ
月
間
店
舗
の
外
壁
に
あ
る
電
光
掲
示
板
に
広

告
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
夜
に
人
通
り
が
多
い
香
港
で

鮮
明
に
輝
き
、「
ひ
の
し
ず
く
」の
効
果
的
な
宣
伝
が
で

き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、香
港
の
雑
誌
社
「
飲
食
男
女
」
お
よ
び
香

港
の
大
手
新
聞
社
「
東
方
日
報
」に
、大
々
的
な
「
ひ

の
し
ず
く
」の
紹
介
記
事
を
掲
載
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

特
に
、東
方
日
報
は
香
港
で
一
番
多
く
読
ま
れ
て
お
り
、

日
本
の
新
聞
で
は
金
額
面
で
と
て
も
で
き
な
い
ほ
ど
、一

面
に
大
き
く
取
り
上
げ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

③
試
食
宣
伝
販
売

〇
九
年
か
ら
生
産
部
会
女
性
四
名
を
香
港
に
派
遣

し
、そ
ご
う
、ジ
ャ
ス
コ（
現
在
イ
オ
ン
に
変
更
）、ヤ
タ

デ
パ
ー
ト
、ア
ピ
タ
の
店
頭
で
試
食
宣
伝
販
売
を
実
施

し
ま
し
た
。

毎
年
、派
遣
す
る
メ
ン
バ
ー
を
替
え
な
が
ら
、四
年

間
続
け
て
い
ま
す
。
売
り
場
で
は
、女
性
生
産
者
た
ち

に
よ
る
生
産
現
場（
ほ
場
）で
の
写
真
を
掲
示
し
て
い

ま
す
。
生
産
者
の
顔
が
見
え
る
こ
と
で
、安
全
性
や
作

り
手
の
思
い
も
ア
ピ
ー
ル
で
き
、こ
れ
が
新
鮮
か
つ
斬
新

だ
っ
た
よ
う
で
、イ
チ
ゴ
の
味
も
よ
い
と
高
い
評
価
に
つ

な
が
り
ま
し
た
。

④
玉
名
フ
ェ
ア
の
開
催

香
港
で
は
専
ら
日
本
側
か
ら
の
要
請
で
、県
や
九
州

な
ど
の
地
域
単
位
の
フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
輸
出

先
か
ら
Ｊ
Ａ
単
独
の
フ
ェ
ア
を
要
請
さ
れ
る
こ
と
は
極

め
て
ま
れ
で
、私
た
ち
は
そ
ご
う
、ヤ
タ
デ
パ
ー
ト
と
続

け
て
開
催
し
ま
し
た
。玉
名
産
イ
チ
ゴ
に
加
え
、ト
マ
ト
、

ミ
ニ
ト
マ
ト
、デ
コ
ポ
ン
な
ど
の
試
食
宣
伝
販
売
を
行
い

ま
し
た
。

二
〇
一
一
年
度
は
組
合
長
み
ず
か
ら
玉
名
フ
ェ
ア
で

の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
い
、店
頭
で
の
試
食
宣
伝
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

輸
出
先
で
韓
国
産
と
競
合
も

〇
八
年
、一
一
年
の
急
激
な
円
高
は
、青
果
物
の
輸

出
事
業
に
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
輸
出
先
の
百
貨

店
・ス
ー
パ
ー
で
の
取
り
扱
い
に
お
い
て
、格
安
な
韓
国

産
へ
の
シ
フ
ト
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

近
年
、韓
国
産
の
品
質
・
味
の
向
上
に
加
え
、ス
ー
パ

ー
な
ど
で
韓
国
フ
ェ
ア
と
い
っ
た
催
し
が
増
加
し
て
い

ま
す
。米
韓
Ｆ
Ｔ
Ａ（
自
由
貿
易
協
定
）の
発
効
に
よ
っ

て
、韓
国
政
府
の
全
面
支
援（
補
助
金
）が
農
産
物
輸

出
事
業
の
進
展
へ
の
追
い
風
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

実
際
、こ
れ
ま
で
は
日
本
産
の
別
ブ
ラ
ン
ド
と
店
舗

内
の
販
売
場
所
、特
に
よ
く
目
立
つ
メ
ー
ン
の
テ
ー
ブ

ル
の
取
り
合
い
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、二
〇
一
二
年
は

韓
国
産
の
陳
列
面
積
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
感
じ

ま
し
た
。

昨
年
一
二
月
～
今
年
一
月
の
天
候
不
順
に
よ
る
出

荷
減
で
、香
港
へ
の
輸
出
量
が
激
減
し
、そ
の
間
隙
を
ぬ

っ
て
、韓
国
産
が
増
え
た
よ
う
で
す
。

た
だ
、玉
名
産
「
ひ
の
し
ず
く
」へ
の
引
き
合
い
は
以

前
と
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。こ
れ
ま
で
と
同
様
、「
安
全
・

安
心
」の
品
質
と
味
に
こ
だ
わ
っ
た
商
品
を
供
給
し
、

価
格
も
迎
合
す
る
こ
と
な
く
、自
信
を
持
っ
て
バ
イ
ヤ

単独で始めた農産物輸出に手応え
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特集　農の海外市場、開拓の時代

ー
へ
売
り
込
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

輸
出
事
業
を
展
開
す
る
上
で
の
成
功
の
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
、次
の
四
点
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
ず
一
つ
目
は
、商
品
へ
の
責
任
力
で
す
。輸
出
事
業

は
国
内
の
直
販
事
業
の
延
長
で
あ
り
、直
接
実
需
者
と

の
商
品
取
引
で
も
あ
り
ま
す
。ま
し
て
海
外
で
一
度
ク

レ
ー
ム
が
発
生
す
れ
ば
、改
善
さ
れ
な
い
限
り
、二
度

と
取
引
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。

国
内
の
四
～
五
倍
は
か
か
る
流
通
経
費
を
考
え
る

と
、ク
レ
ー
ム
処
理
に
お
い
て
、相
手
国
お
よ
び
産
地
に

多
大
な
費
用
と
損
害
を
も
た
ら
す
こ
と
と
な
り
ま
す
。

商
品
へ
の
責
任
は
生
産
者
、Ｊ
Ａ
、バ
イ
ヤ
ー
す
べ
て
が
、

国
内
流
通
以
上
に
神
経
を
使
う
も
の
で
あ
り
、決
し
て

他
人
任
せ
に
は
で
き
な
い
の
で
す
。

契
約
実
行
や
信
頼
構
築
が
重
要

二
つ
目
は
、契
約
の
実
行
で
す
。
輸
出
品
目
は
三
～

四
カ
月
前
に
価
格
を
決
定
す
る
契
約
販
売
で
す
。
出

荷
時
の
国
内
相
場
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、契
約
数

量
の
輸
出
を
実
行
す
る
こ
と
が
、輸
出
先
と
の
信
頼
・

信
用
を
揺
る
ぎ
な
い
も
の
に
し
ま
す
。

そ
し
て
三
つ
目
が
、国
内
外
バ
イ
ヤ
ー
と
の
信
頼
関

係
の
構
築
で
す
。
海
外
の
バ
イ
ヤ
ー
と
は
言
葉
の
壁
は

あ
り
ま
す
が
、香
港
・
台
湾
は
日
本
語
が
通
じ
る
人
も

多
く
、量
販
店
に
お
い
て
は
日
本
人
の
責
任
者
も
多
い

の
で
す
。
そ
ん
な
中
で
、Ｊ
Ａ
お
よ
び
国
内
外
バ
イ
ヤ

ー
、量
販
店
の
責
任
者
と
の
情
報
交
換
・
連
絡
を
密
に

し
、極
力
対
面
す
る
こ
と
で
信
頼
関
係
を
構
築
す
る
こ

と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

最
後
に
四
つ
目
は
輸
出
先
の
国
の
風
土
、習
慣
、味

覚
、食
文
化
を
知
る
こ
と
で
す
。日
本
人
の
味
覚
・
食

文
化
と
は
大
き
な
違
い
が
あ
り
、決
し
て
、日
本
人
が

好
む
食
感
、食
味
を
押
し
付
け
ず
、輸
出
先
の
実
態
を

い
ち
早
く
知
り
、そ
れ
に
合
わ
せ
た
商
品
を
供
給
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

原
発
事
故
、急
激
な
円
高
な
ど
、過
去
に
想
定
で
き

な
か
っ
た
問
題
の
発
生
に
よ
っ
て
、課
題
の
多
い
青
果
物

の
輸
出
事
業
。
ま
た
、今
年
の
よ
う
に
国
内
青
果
物
の

高
値
販
売
が
続
く
と
、輸
出
の
メ
リ
ッ
ト
を
疑
問
視
す

る
声
も
多
く
な
っ
て
き
ま
す
。

海
外
で
の
販
売
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
も
の
の
、Ｊ
Ａ
た
ま

な
の
青
果
物
の
販
売
高
か
ら
す
る
と
、わ
ず
か
〇・二
％

の
取
り
扱
い
で
あ
り
、輸
出
に
短
期
的
な
合
理
性
を
見

出
す
こ
と
は
難
し
い
状
況
で
す
。

Ｊ
Ａ
単
独
で
ブ
ラ
ン
ド
力
も

し
か
し
な
が
ら
、国
内
の
少
子
高
齢
化
は
進
ん
で
お

り
、購
買
力
の
低
下
お
よ
び
安
値
志
向
に
よ
る
価
格
低

迷
は
今
後
も
起
こ
り
得
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

環
太
平
洋
経
済
連
携（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）問
題
な
ど
今
後
の

農
産
物
の
自
由
化
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
中
で
、こ
の
輸

出
事
業
を
、販
路
の
拡
大
と
、生
産
農
家
の
栽
培
意
欲
・

活
気
倍
増
、商
品
に
対
す
る
自
信
の
向
上
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
。

Ｊ
Ａ
単
独
の
輸
出
事
業
に
つ
い
て
も
、全
国
的
に
は

珍
し
く
、県
や
連
合
会
、地
域
単
位（
九
州
）で
の
輸
出

が
望
ま
れ
て
い
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
あ
え
て
、単
独

に
こ
だ
わ
る
の
は
、あ
く
ま
で
も
商
品
の
ブ
ラ
ン
ド
力
、

そ
し
て
こ
れ
ま
で
築
い
て
き
た
信
頼
を
崩
さ
な
い
た
め

で
す
。

大
量
の
輸
出
は
難
し
い
が
、た
と
え
少
量
で
も
、玉
マ

ー
ク
の
商
品
が
輸
出
先
の
百
貨
店
、ス
ー
パ
ー
に
並
ぶ

こ
と
を
海
外
の
消
費
者
た
ち
が
待
ち
望
ん
で
く
れ
る
よ

う
に
、「
ひ
の
し
ず
く
」や
ミ
ニ
ト
マ
ト
に
続
く
、新
た
な

品
目
を
開
拓
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。	

玉マークシールの付いたイチゴとともに生産者の写真も

香港そごうの売り場で生産者みずからがイチゴを宣伝
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日
本
緑
茶
発
祥
の
地
と
い
わ
れ
て
い
る
宇
治
田
原
町
は
、

昼
と
夜
の
寒
暖
の
差
が
大
き
く
、霧
が
出
や
す
い
土

地
で
す
。お
茶
の
栽
培
に
適
し
た
風
土
で
、日
本
を
代
表
す

る
緑
茶
の
高
級
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る
宇
治
茶
の
生
産
が
昔
か
ら

非
常
に
盛
ん
だ
っ
た
の
も
、そ
の
た
め
で
す
。

私
は
、こ
の
宇
治
田
原
町
で
、江
戸
時
代
末
期
か
ら
続
く

お
茶
農
家
六
代
目
と
し
て
、約
六
㌶
の
茶
園
を
営
ん
で
い
ま

す
。
山
間
の
傾
斜
地
に
三
四
カ
所
も
茶
園
が
散
在
し
て
い

ま
す
が
、そ
の
全
て
で
有
機
栽
培（
無
農
薬
無
化
学
肥
料
農

法
）に
よ
る
お
茶
の
生
産
を
行
っ
て
い
ま
す
。

二
〇
〇
四
年
か
ら
カ
ナ
ダ
や
中
国
、米
国
へ
緑
茶
の
輸
出

に
取
り
組
み
、〇
八
年
に
は
イ
タ
リ
ア
の
有
機
農
産
物
認
証

Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ａ
を
日
本
で
初
め
て
取
得
し
ま
し
た
。
現
在
、こ
れ

を
武
器
に
欧
州
へ
の
販
路
拡
大
を
図
っ
て
い
ま
す
。

緑
茶
の
国
内
消
費
が
低
迷
す
る
中
、海
外
で
は
日
本
食
ブ

ー
ム
の
後
押
し
も
あ
っ
て
、煎
茶
や
碾て

ん

茶
、玉
露
な
ど
の
需

要
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、私
が
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん

で
き
た
緑
茶
の
欧
州
へ
の
輸
出
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

私
の
茶
園
で
は
、前
述
し
た
と
お
り
有
機
栽
培
で
茶
葉
を

生
産
し
て
い
ま
す
。
有
機
栽
培
で
生
産
、加
工
、販
売
ま
で

手
掛
け
て
い
る
と
こ
ろ
は
、そ
う
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

農
水
省
の
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
制
度
が
始
ま
っ
た
二
〇
〇
一

年
に
私
の
茶
園
も
認
証
さ
れ
た
の
で
す
が
、当
時
は
お
茶
で

認
証
さ
れ
た
農
家
は
全
国
で
も
ま
だ
少
な
か
っ
た
の
で
す
。

実
は
、有
機
栽
培
を
始
め
た
の
は
、二
五
歳
の
と
き
に
農

薬
散
布
時
の
薬
害
で
倒
れ
、知
り
合
い
に「
無
農
薬
栽
培
を

し
て
み
な
い
か
」と
誘
わ
れ
、取
り
組
ん
で
み
よ
う
と
思
っ
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。

初
年
度
は
一
番
茶
し
か
収
穫
で
き
ず
、収
穫
量
が
激
減
す

る
な
ど
苦
労
の
連
続
で
し
た
。試
行
錯
誤
の
末
、三
、四
年
経

っ
て
や
っ
と
収
穫
量
が
安
定
し
、一
九
八
五
年
に
は
茶
園
の

全
面
が
有
機
栽
培
に
な
り
ま
し
た
。

海
外
で
は
、輸
入
品
の
商
談
を
す
る
場
と
し
て
展
示
会
が

多
数
開
催
さ
れ
て
お
り
、そ
こ
で
は
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
品

物
が
集
ま
り
ま
す
。
展
示
会
へ
の
出
品
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
の
紹
介
を
通
し
て
、バ
イ
ヤ
ー
が
日
本
の
緑
茶
に
関
心
を

株
式
会
社
播
磨
園
製
茶

播
磨 

余
士
行

（
六
四
歳
）

●
は
り
ま　

よ
し
ゆ
き
●

一
九
四
七
年
京
都
府
生
ま
れ
。江
戸
時
代
末
期

（
安
政
五
年
）か
ら
続
く
茶
農
家
の
六
代
目
と

し
て
七
〇
年
に
就
任
。自
身
が
農
薬
散
布
中
に

薬
害
で
倒
れ
た
こ
と
を
契
機
に「
無
農
薬
無
化

学
肥
料
農
法
」に
転
換
。八
五
年
に
は
自
社
所

有
茶
園
全
て
を
同
農
法
に
。二
〇
〇
一
年
に
農

水
省
の
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
の
認
証
を
取
得
。輸
出
へ

積
極
的
に
取
り
組
む
茶
生
産
者
の
一
人
。
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主張・多論百出

審
査
員
が
実
際
の
茶
葉
を
見
て
、品
質
の
高
さ
や
衛
生
面
が

よ
く
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、と
て
も
感
心
し
て

い
ま
し
た
。

日
本
の
市
場
は
価
格
競
争
に
よ
っ
て
、低
価
格
化
が
進
ん

で
い
ま
す
が
、海
外
で
は
欧
米
の
富
裕
層
を
中
心
と
し
て
、

有
機
農
産
物
に
対
す
る
需
要
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
面
で
、お
茶
の
生
産
農
家
も
積
極
的
に
海
外

展
開
を
目
指
し
、お
い
し
い
農
産
物
に
付
加
価
値
を
付
け
て

高
く
売
る
努
力
を
す
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

そ
う
し
た
努
力
に
よ
っ
て
安
定
し
た
収
入
を
得
ら
れ
る
よ

う
な
農
業
の
仕
組
み
が
で
き
れ
ば
、生
産
増
に
弾
み
が
つ
く

し
、後
継
者
の
確
保
に
も
役
立
つ
と
思
い
ま
す
。
行
政
の
支

援
も
重
要
と
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、昨
年
三
月
に
起
き
た
原
発
事
故
の
影
響
で
、

海
外
で
は
日
本
産
農
産
物
の
安
全
性
に
対
す
る
不
安
が
高
ま

り
ま
し
た
。風
評
被
害
は
一
年
た
っ
た
今
も
続
い
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、私
の
茶
園
の
場
合
、残
留
農
薬
の
検
査
だ
け
で

な
く
、世
界
で
も
厳
し
い
と
い
わ
れ
る
ド
イ
ツ
の
検
査
機
関
に

お
願
い
し
て
、放
射
能
検
査
も
始
め
ま
し
た
。
安
全
で
あ
る

こ
と
を
証
明
し
、宇
治
茶
を
は
じ
め
、日
本
緑
茶
を
世
界
に

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。	

持
ち
、商
談
へ
発
展
す
る
こ
と
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

輸
出
に
お
い
て
も
国
内
同
様
、圧
倒
的
に
生
産
量
が
多

い
静
岡
県
や
鹿
児
島
県
の
お
茶
が
市
場
で
高
い
シ
ェ

ア
を
占
め
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、京
都
府
の
宇
治
茶

は
生
産
量
が
少
な
い
も
の
の
、玉
露
な
ど
の
高
級
茶
が
高
く

評
価
さ
れ
、国
内
他
産
地
と
の
差
別
化
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
欧
州
へ
の
輸
出
の
際
に
は
、農
薬
の

残
留
度
合
い
な
ど
輸
出
相
手
国
の
基
準
を
満
た
し
て
い
る
こ

と
を
輸
出
先
で
検
査
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

当
時
、有
機
農
産
物
に
対
す
る
認
証
制
度
は
欧
州
各
国

で
設
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、日
本
の
認
証
は
欧
州
で
は
認

め
て
も
ら
え
ず
、輸
出
相
手
国
に
応
じ
て
独
自
に
、認
証
を

得
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、相
互
の
認
証
の
同
等
性
を
求
め
る
声
が
強
く
な

り
、二
〇
一
〇
年
に
実
現
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
輸
出
す
る

に
当
た
っ
て
、Ｅ
Ｕ
基
準
を
満
た
し
て
い
れ
ば
、欧
州
各
国
の

認
証
を
取
得
す
る
と
い
う
こ
と
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

当
初
、輸
出
先
の
認
証
制
度
の
審
査
員
は
、日
本
農
業
の

レ
ベ
ル
を
よ
く
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
、わ
れ
わ
れ
も

対
応
に
苦
し
み
ま
し
た
。

し
か
し
、審
査
の
た
め
、わ
が
社
の
茶
園
を
訪
れ
た
と
き
に
、

有
機
栽
培
茶
で
安
全
・
安
心
を
ア
ピ
ー
ル

農
家
も
海
外
展
開
目
指
し
て
売
る
努
力
を
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西洋野菜を日本の野菜に
料理をイメージし野菜作り

福岡県糸島市
有限会社久保田農園

食材探しに農園を訪れるシェフも多いと語る久保田さん

設立●
資本金●
代表者●

事業内容●
従業員●

1999年11月
3００万円
久保田 真透
ハーブ、西洋野菜の施設・露地栽培
社員8名、パート40名

全
国
有
名
シ
ェ
フ
か
ら
信
頼

一
般
の
野
菜
農
家
に
は
お
よ
そ
縁
遠

い
三
〇
種
類
の
ハ
ー
ブ
や
八
〇
種
類
の

西
洋
野
菜
に
取
り
組
み
、名
店
と
呼
ば

れ
る
全
国
各
地
の
イ
タ
リ
ア
、フ
ラ
ン
ス

料
理
店
の
シ
ェ
フ
た
ち
か
ら
厚
い
信
頼

を
寄
せ
ら
れ
る
生
産
者
が
い
る
。

「
人
と
は
違
う
も
の
を
作
り
た
い
と

考
え
て
し
ま
う
の
は
、祖
父
の
代
か
ら
の

遺
伝
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

こ
う
語
る
の
は
、福
岡
県
糸
島
市
で

三
代
続
く
有
限
会
社
久
保
田
農
園
の

社
長
、久
保
田
真ま

さ
ゆ
き透

さ
ん（
三
七
歳
）だ
。

福
岡
市
に
隣
接
し
冬
場
で
も
温
暖

な
糸
島
市
へ
久
留
米
市
か
ら
移
り
住
み
、

農
場
を
開
墾
し
た
の
は
一
九
六
〇
年
代

半
ば
の
こ
と
。祖
父
・
民
蔵
さ
ん
の
代
に

ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。

祖
父
は
軟
弱
野
菜
を
手
掛
け
つ
つ
、

食
の
洋
食
化
が
進
む
と
見
て
、当
時
珍

し
か
っ
た
パ
セ
リ
に
手
を
伸
ば
す
な
ど

先
見
性
を
見
せ
た
。
そ
の
後
、よ
り
収

益
が
見
込
め
る
と
し
て
、需
要
が
伸
び

て
い
た
大
葉
の
施
設
栽
培
に
経
営
を
切

り
替
え
て
い
っ
た
。

転
機
が
訪
れ
た
の
は
、現
会
長
で
父

の
稔
さ
ん（
六
五
歳
）に
経
営
が
引
き

継
が
れ
て
か
ら
の
こ
と
。一
九
八
三
年
に

渡
米
し
た
際
、ロ
ス
近
郊
の
日
系
野
菜

農
家
を
訪
れ
、現
地
日
本
料
理
店
向
け

に
日
本
の
野
菜
を
作
る
農
業
経
営
を
目

に
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

「
日
本
で
も
レ
ス
ト
ラ
ン
向
け
に
西
洋

の
野
菜
に
需
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。い
や
、あ
る
は
ず
だ
」

先
々
代
、先
代
の
経
営
を
継
承

そ
う
ひ
ら
め
い
た
稔
さ
ん
は
、帰
国

早
々
、市
場
関
係
者
か
ら
、国
内
で
も
ハ

ー
ブ
の
消
費
が
増
え
て
い
る
こ
と
を
聞

き
出
し
た
。

福
岡
市
内
の
ホ
テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
で

も
、こ
う
し
た
ハ
ー
ブ
は
地
元
で
は
手
に

入
ら
ず
東
京
や
大
阪
の
市
場
か
ら
仕
入

れ
て
い
る
と
い
う
。手
ご
た
え
を
感
じ
た

瞬
間
だ
。

そ
こ
で
、翌
八
四
年
か
ら
ハ
ー
ブ
栽
培

に
乗
り
出
し
、試
行
錯
誤
を
重
ね
な
が

ら
、八
六
年
に
は
大
葉
か
ら
ハ
ー
ブ
の
専

作
経
営
へ
と
舵
を
切
っ
た
。

そ
の
後
も
、稔
さ
ん
は
、夏
場
で
も
冷

涼
な
大
分
県
飯
田
高
原
に
も
農
場
を

立
ち
上
げ
て
周
年
出
荷
体
制
を
確
立

し
た
。こ
の
ほ
か
、価
格
変
動
を
回
避

す
る
た
め
、セ
リ
に
は
か
け
ず
、商
品
に

定
価
を
つ
け
、仲
卸
か
ら
の
直
接
注
文

に
よ
る
販
売
に
切
り
替
え
る
な
ど
、次

第
に
現
在
の
久
保
田
農
園
の
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
を
築
き
上
げ
て
い
っ
た
。

そ
の
間
、顧
客
は
増
え
続
け
、売
上

高
も
九
四
年
に
一
億
円
を
突
破
し
た
。
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注文を受けたその日に収穫、パック詰めし出荷する

真
透
さ
ん
が
久
保
田
農
園
に
就
農
し

た
の
は
、一
五
年
前
の
九
七
年
、二
二
歳

の
時
。
真
透
さ
ん
も
稔
さ
ん
同
様
、大

き
な
刺
激
を
受
け
た
の
は
海
外
で
の
体

験
だ
っ
た
。

就
農
前
の
一
年
間
、米
国
に
農
業
研

修
で
留
学
し
た
際
、大
学
の
教
室
に
は

学
生
一
人
に
一
台
の
パ
ソ
コ
ン
が
備
え
付

け
ら
れ
、し
か
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
じ
て
世
界
各
国
の
サ
イ
ト
に
自
由
に

ア
ク
セ
ス
で
き
る
環
境
を
目
の
当
た
り

に
し
、当
時
、ま
だ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

普
及
段
階
に
あ
っ
た
日
本
と
の
違
い
に

驚
嘆
し
た
。

ネ
ッ
ト
で
世
界
の
野
菜
に
刺
激

帰
国
し
て
か
ら
、早
速
、自
宅
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
を
整
え
、世
界
各
国

の
種
苗
会
社
の
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
、

名
前
も
知
ら
な
い
野
菜
や
品
種
が
数
多

く
存
在
す
る
こ
と
を
知
っ
た
。

「
父
は
ハ
ー
ブ
で
今
の
経
営
を
築
い
た
。

自
分
は
国
内
で
は
誰
も
手
が
け
て
い
な

い
西
洋
野
菜
で
勝
負
す
る
」
。こ
の
時
、

経
営
の
方
向
性
が
見
え
た
と
い
う
。

父
が
全
国
の
名
だ
た
る
ハ
ー
ブ
農
家

を
訪
ね
、栽
培
方
法
な
ど
研
究
を
重
ね

た
よ
う
に
、真
透
さ
ん
も
米
国
や
欧
州

各
地
の
野
菜
産
地
を
見
て
回
っ
た
。

海
外
に
行
く
と
レ
ン
タ
カ
ー
を
借
り

て
、二
週
間
ほ
ど
、産
地
を
じ
っ
く
り

と
見
て
回
る
。
英
語
が
通
じ
な
い
土
地

で
も
、自
分
の
農
場
の
写
真
を
用
意
し

て
お
き
、「
日
本
で
野
菜
を
作
っ
て
い
る
。

農
場
を
見
せ
て
く
れ
」
と
頼
む
と
、気

さ
く
に
畑
や
作
業
場
を
案
内
し
て
く
れ

る
。と
て
も
フ
レ
ン
ド
リ
ー
だ
。

イ
タ
リ
ア
料
理
の
食
材
で
「
ト
レ
ヴ

ィ
ー
ソ・
タ
ル
テ
ィ
ー
ボ
」と
い
う
赤
と

白
の
鮮
や
か
な
高
級
野
菜
が
あ
る
。
収

穫
後
、冷
暗
所
で
光
を
さ
え
ぎ
っ
た
状

態
で
水
に
つ
け
る
こ
と
で
色
を
抜
く
特

殊
な
栽
培
方
法
が
必
要
な
野
菜
だ
。

イ
タ
リ
ア
ま
で
足
運
び
学
ぶ

雑
誌
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
を

目
に
し
て
現
地
か
ら
種
を
取
り
寄
せ
、

作
っ
て
み
た
が
う
ま
く
い
か
な
い
。早
速

イ
タ
リ
ア
に
飛
び
、市
場
の
中
を
探
し

た
と
こ
ろ
、「
ト
レ
ヴ
ィ
ー
ソ・
タ
ル
テ
ィ

ー
ボ
」を
見
つ
け
出
し
た
。

そ
の
場
に
い
た
関
係
者
に
尋
ね
た
と

こ
ろ
、「
明
日
、作
っ
て
い
る
農
家
を
案

内
し
て
や
る
」
と
の
こ
と
。
翌
朝
、近
郊

の
農
家
を
訪
れ
畑
を
見
て
回
っ
た
後
、

暗
い
部
屋
に
連
れ
て
い
か
れ
、色
を
抜
く

特
殊
な
作
業
を
教
え
て
も
ら
っ
た
。

翌
年
、ト
レ
ヴ
ィ
ー
ソ・
タ
ル
テ
ィ
ー

ボ
の
栽
培
に
再
度
着
手
し
た
が
、そ
れ

で
も
満
足
な
も
の
が
で
き
る
ま
で
四
年

の
歳
月
を
費
や
し
た
。

真
透
さ
ん
は
、海
外
で
は
レ
ス
ト
ラ
ン

に
も
足
を
運
ぶ
。
野
菜
が
ど
の
よ
う
な

料
理
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
、ま
た
肉
料

理
な
ど
に
添
え
ら
れ
て
い
る
場
合
、ボ
リ

ュ
ー
ム
や
色
合
い
は
ど
う
か
と
い
っ
た

点
が
観
察
ポ
イ
ン
ト
だ
。

真
透
さ
ん
は
「
ど
れ
く
ら
い
の
大
き

さ
の
と
き
に
収
穫
し
た
ら
よ
い
か
な
ど
、

実
際
に
で
き
上
が
る
料
理
を
イ
メ
ー

ジ
し
な
が
ら
栽
培
の
参
考
に
し
て
い
ま

す
」と
語
る
。

真
透
さ
ん
の
就
農
後
、二
〇
〇
四
年

に
は
売
上
高
は
二
億
円
に
達
し
た
。
そ

し
て
、〇
七
年
に
は
稔
さ
ん
に
代
わ
り

社
長
に
就
任
し
た
。

社
長
就
任
後
も
、西
洋
野
菜
を
中

心
に
売
り
上
げ
は
順
調
に
伸
び
て
お
り
、

昨
年
の
売
上
高
は
二
億
五
千
万
円
を
突

破
し
た
。
ま
た
、収
益
性
を
示
す
売
上

高
経
常
利
益
率
も
常
に
二
ケ
タ
台
を
維

持
し
て
い
る
。

「
自
分
は
営
業
な
ど
や
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
し
、利
益
を
意
識
し
た
こ

と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、人
が
作
ら

な
い
も
の
を
新
た
に
作
り
、シ
ェ
フ
に
提

案
し
て
い
く
。目
先
の
損
得
は
考
え
ず
、

野
菜
や
お
客
さ
ま
と
向
き
あ
っ
て
き
た

結
果
、シ
ェ
フ
の
方
た
ち
が
評
価
し
て
く

れ
て
、口
コ
ミ
で
久
保
田
農
園
を
広
め
て

く
れ
て
い
ま
す
」

真
透
さ
ん
の
言
葉
に
は
実
績
が
裏
打

ち
さ
れ
て
お
り
、力
強
い
。農
業
経
営
の

本
質
を
見
る
気
が
す
る
と
言
っ
て
も
過

言
で
な
い
。

規
模
拡
大
に
伴
う
課
題
に
挑
戦

た
だ
、今
後
の
経
営
に
つ
い
て
、真
透

さ
ん
は
課
題
が
あ
る
こ
と
を
率
直
に
語

る
。「

品
質
を
落
と
さ
ず
に
、い
か
に
規
模

を
拡
大
し
て
い
く
か
が
最
大
の
課
題
で

す
。
最
近
、生
産
拡
大
に
合
わ
せ
て
従

業
員
を
増
や
す
と
お
客
さ
ま
か
ら
の
ク

レ
ー
ム
が
発
生
し
た
り
、壁
を
感
じ
て

い
ま
す
」と
い
う
の
だ
。

経
営
の
規
模
拡
大
に
伴
っ
て
訪
れ
る

壁
を
ど
う
突
き
破
る
の
か
、西
洋
野
菜

に
取
り
組
ん
で
三
代
目
と
な
る
久
保
田

農
園
の
経
営
者
、真
透
さ
ん
に
と
っ
て

新
た
な
挑
戦
が
続
く
。	

（
情
報
戦
略
部
　
錦
織 

秀
一
）

有限会社久保田農園　URL…http://www.kaorinoyasai.com/
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梅
田 

喜
久
江
さ
ん

東
京
都
新
島
村

新
島
村
郷
土
料
理
研
究
会
会
長

郷
土
料
理
を
掘
り
起
こ
し
、

記
録
に
し
て
残
し
た
い
。

同
じ
思
いの
女
性
た
ち
の
活
動
。

研
究
会
で
得
た
も
う
一
つ
は
、

仲
間
が
で
き
た
こ
と
で
す
。

次
世
代
に
郷
土
料
理
を
引
き
継
い
で
、食
文
化
の
伝
統

を
守
ろ
う
と
い
う
運
動
が
各
地
に
広
が
る
。古
い
歴
史

に
彩
ら
れ
た
、農
と
食
の
一
体
化
し
た
自
給
的
農
業
の
島

で
、大
切
に
し
て
き
た
季
節
ご
と
の
行
事
食
を
掘
り
起

こ
す
地
道
な
活
動
を
す
る
女
性
た
ち
。
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郷
土
料
理
に
関
心
も
つ
人
た
ち

東
京
か
ら
南
に
一
六
〇
㌔
メ
ー
ト
ル
に
あ
る
新

島
。
伊
豆
諸
島
の
一
つ
だ
。
隣
の
式
根
島
と
共
に

新
島
村
を
形
成
し
、約
三
〇
〇
〇
人
が
暮
ら
す
。

新
島
村
は
保
存
食
の
宝
庫
、そ
し
て
行
事
食
を

大
事
に
し
て
き
た
地
で
も
あ
る
。
海
の
幸
は
豊
富

だ
が
、冬
は
極
端
に
水
揚
げ
が
少
な
い
。
農
業
は

も
っ
と
過
酷
だ
。砂
地
ゆ
え
コ
メ
を
つ
く
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
昭
和
三
〇
年
代
ま
で
サ
ツ
マ
イ
モ
と

麦
作
が
中
心
だ
っ
た
。

そ
れ
ゆ
え
保
存
食
が
発
達
し
た
。ゆ
で
た
サ
ツ

マ
イ
モ
を
挽
き
肉
状
に
砕
き
、乾
燥
さ
せ
た「
ほ

し
い
」は
、も
ち
米
と
混
ぜ「
芋
も
ち
」に
し
た
。活

き
の
い
い
魚
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う
に「
く
さ
や
」

に
し
た
り
、す
り
身
に
し
て「
た
た
き
」（
さ
つ
ま

揚
げ
）を
つ
く
っ
た
。今
で
も
各
家
庭
で
一
カ
月
ほ

ど
の
食
料
を
備
蓄
し
て
い
る
と
い
う
。

自
然
と
真
正
面
か
ら
向
き
合
う
島
の
人
た
ち

は
行
事
を
重
ん
じ
、季
節
ご
と
の
行
事
食
を
大
切

に
し
た
。そ
し
て
何
ご
と
も
親
戚
や
近
所
で
助
け

合
う〝
モ
ヤ
イ
精
神
〟を
育
ん
で
き
た
。

だ
が
、そ
ん
な
島
の
暮
ら
し
も
時
代
と
と
も
に

変
わ
っ
て
き
た
。行
事
に
使
う
料
理
も
仕
出
し
屋

か
ら
買
っ
て
く
る
こ
と
も
増
え
つつ
あ
る
と
い
う
。

そ
の
せ
い
か
、保
存
食
や
行
事
食
は「
食
べ
て
い

る
け
れ
ど
、つ
く
り
方
が
分
か
ら
な
い
」
と
言
う

人
も
多
い
。
島
な
ら
で
は
の
郷
土
料
理
を
掘
り
起

こ
し
、記
録
し
て
お
き
た
い

―
。
そ
う
考
え
る

女
性
た
ち
が
集
ま
っ
て
、郷
土
料
理
の
研
究
会
を

立
ち
上
げ
た
。

最
初
は
村
の
栄
養
士
、保
健
士
た
ち
が
中
心
と

な
っ
て
二
〇
〇
三
年
に
立
ち
上
げ
た
が
、彼
女
た

ち
は
勤
続
年
数
が
た
つ
と
島
外
に
異
動
に
な
っ
て

し
ま
う
。「
持
続
的
な
活
動
に
で
き
な
い
か
」と
一

般
の
人
に
も
間
口
を
広
げ
、〇
五
年
「
新
島
村
郷

土
料
理
研
究
会
」と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。

月
一
回
、村
営
の
施
設
で
加
工
室
を
備
え
る

「
新
島
村
ふ
れ
あ
い
農
園
」に
集
ま
っ
て
料
理
を

つ
く
り
、レ
シ
ピ
と
し
て
編
集
す
る
。
現
在
会
員

は
二
三
人
。
村
の
出
身
者
が
多
い
が
、島
外
か
ら

嫁
い
だ
人
、夫
の
転
勤
で
島
に
来
た
人
も
い
る
。

昔
か
ら
伝
わ
る
郷
土
料
理
を
つ
く
る
こ
と
も
あ

れ
ば
、島
な
ら
で
は
の
食
材
を
使
っ
た
新
た
な
料

理
に
も
挑
戦
す
る
。
祝
儀
や
不
祝
儀
に
欠
か
せ

な
い「
ひ
ら
」（
各
種
野
菜
の
煮
物
）も
つ
く
る
し
、

特
産
の
明
日
葉
を
使
っ
た「
明
日
葉
マ
ド
レ
ー
ヌ
」

な
ど
さ
ま
ざ
ま
。こ
れ
ま
で
に
ま
と
め
た
レ
シ
ピ
は

一
〇
〇
以
上
。
写
真
、料
理
の
い
わ
れ
と
と
も
に

活
動
記
録
と
し
て
残
し
て
い
く
。

仲
間
づ
く
り
が
最
大
の
成
果

代
表
を
務
め
る
の
が
梅
田
喜
久
江
さ
ん（
六	

四
）だ
。
新
島
村
出
身
で
三
年
前
ま
で
保
育
園
の

園
長
を
務
め
て
い
た
。

母
親
が
料
理
上
手
で
、子
ど
も
の
頃
も
結
婚
後

も
料
理
の
面
で
は
喜
久
江
さ
ん
の
出
番
は
あ
ま
り

な
か
っ
た
。「
よ
う
や
く
料
理
に
目
覚
め
た
頃
、母

親
が
病
気
に
な
り
、見
よ
う
見
ま
ね
で
つ
く
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
母
が
亡
く
な
り『
こ
の
つ
く

り
方
を
聞
い
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
』と
後
悔
ひ
と

し
お
で
し
た
」
―
。
研
究
会
が
で
き
た
こ
と
を

p.19
梅田さんは「となりのトトロ」など、スタジオ
ジブリ作品の大ファン。去年から始めた家
庭菜園で、島の小学校に勤める栄養士の浅
木笑美子さん（左）と教員の福田和佳子さん

（右）とともに
p.20
右上／郷土料理を残すために創作的な試

みも必要。朝穫りした地元の野菜と
魚介類のブイヤベースをつくる 

右下／新島から式根島、遠くに神津島を臨む 
左／新島村ふれあい農園でつくったタマネ

ギを前に会話が弾む
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れ
た
東
京
の
人
々
が
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
の
手
ほ

ど
き
を
受
け
、一
緒
に
郷
土
料
理
を
つ
く
っ
た
。

研
究
会
を
通
じ
、郷
土
料
理
の
奥
深
さ
に
魅
了

さ
れ
た
と
い
う
喜
久
江
さ
ん
。「
今
で
は
台
所
に
一

日
中
立
っ
て
い
て
も
苦
に
な
ら
な
い
。む
し
ろ
ス
ト

レ
ス
解
消
に
な
っ
て
い
ま
す
」
。園
長
と
し
て
の
経

験
の
た
ま
も
の
な
の
だ
ろ
う
。出
し
ゃ
ば
ら
ず
、周

り
を
包
み
込
み
な
が
ら
会
を
引
っ
張
っ
て
い
る
。

活
動
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
も
の
は
何
か
と
聞
く
と

「
仲
間
づ
く
り
が
で
き
た
こ
と
」
。

他
の
メ
ン
バ
ー
に
も
聞
い
て
み
た
が
答
え
は
同

じ
だ
っ
た
。
伊
豆
大
島
で
生
ま
れ
、三
歳
か
ら
新

島
で
暮
ら
す
尾
高
弘
美
さ
ん（
四
五
）も
「
料
理

も
勉
強
に
な
っ
て
い
る
け
れ
ど
、知
り
合
い
が
増

え
た
こ
と
が
何
よ
り
」と
言
う
。

都
会
に
比
べ
れ
ば
人
間
関
係
が
濃
密
と
は
い
え
、

時
代
の
流
れ
と
と
も
に
薄
れ
つつ
あ
る
と
い
う
。初

代
会
長
の
須
貝
紀
代
さ
ん（
七
〇
）は
「
私
の
よ

う
に
一
度
島
を
出
て
、五
〇
歳
で
戻
っ
て
き
た
人

間
な
ん
か
特
に
そ
う
。こ
う
い
う
会
が
な
け
れ
ば

島
の
人
と
接
す
る
機
会
が
な
か
っ
た
。研
究
会
は

ふ
れ
あ
い
の
会
な
ん
だ
よ
」と
言
う
。

農
と
食
は
常
に
一
体

一
方
で
、活
動
を
次
に
ど
う
つ
な
げ
て
い
く
か
と

い
う
模
索
も
始
ま
っ
た
。
ま
と
め
た
レ
シ
ピ
は
村

の
文
化
祭
な
ど
で
発
表
し
、要
望
が
あ
れ
ば
単
発

で
料
理
づ
く
り
は
し
て
き
た
が
、「
つ
く
っ
て
い
る

だ
け
で
は
仕
方
な
い
と
い
う
声
が
皆
か
ら
も
出
て

い
ま
す
。た
と
え
ば
研
究
会
と
し
て
商
品
を
つ
く

っ
た
り
、何
か
で
き
れ
ば
い
い
」（
喜
久
江
さ
ん
）。

実
は「
条
件
さ
え
整
え
ば
今
す
ぐ
で
も
」
と
い

う
喜
久
江
さ
ん
だ
が
、園
長
を
退
い
た
後
も
育
児

関
係
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、民
生
委
員
な
ど
仕
事
を

掛
け
持
ち
し
て
い
る
上
、三
人
の
孫
の
面
倒
も
あ

り
、即
起
業
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
そ
う
だ
。

研
究
会
が
次
の
一
歩
を
踏
み
出
す
と
す
れ
ば
、

と
て
つ
も
な
く
大
き
な
可
能
性
が
あ
る
。
島
で
暮

ら
す
人
の
大
半
は
自
給
的
な
農
業
を
営
み
、中
に

は
漁
業
も
営
む
人
も
。
研
究
会
の
人
た
ち
も
そ

う
だ
。六
月
の
研
究
会
で
つ
く
っ
た
ブ
イ
ヤ
ベ
ー
ス

の
魚
介
類
も
み
ず
か
ら
浜
で
手
に
入
れ
た
と
い
う
。

「
明
日
葉
が
足
ら
な
け
れ
ば
、自
分
の
畑
に
行
っ

て
ち
ぎ
っ
て
く
る
」と
喜
久
江
さ
ん
。

こ
こ
で
は
農
と
食
は
常
に
一
体
な
の
だ
。
観
光

と
連
携
し
、予
約
制
で
観
光
客
に
郷
土
料
理
を

振
る
舞
う
も
よ
し
。た
だ
食
べ
て
も
ら
う
だ
け
で

な
く
、食
材
探
し
か
ら
始
め
て
も
ら
い
、新
島
村

の
生
活
、食
文
化
に
つ
い
て
語
る
の
も
よ
し
。
東
京

か
ら
飛
行
機
で
た
っ
た
三
五
分
、高
速
船
で
も
約

二
時
間
半
。わ
ず
か
な
時
間
で
都
会
と
は
別
世
界

に
舞
い
降
り
る
こ
と
が
で
き
る
。
新
島
村
だ
か
ら

で
き
る
こ
と
は
底
知
れ
な
い
。

観
光
客
を
魅
了
す
る
た
め
の
基
礎
を
喜
久
江

さ
ん
た
ち
は
築
い
て
き
た
。
研
究
会
が
ど
う
発
展

し
て
い
く
か
は
喜
久
江
さ
ん
に
も
分
か
ら
な
い
と

い
う
。
そ
れ
で
も
何
か
や
っ
て
く
れ
そ
う
な
予
感

が
す
る
。
伝
統
料
理
を
残
そ
う
と
い
う
情
熱
、活

動
を
通
じ
て
育
ん
だ
連
帯
感
は
こ
れ
か
ら
も
新

島
村
の
食
を
し
っ
か
り
支
え
て
い
く
だ
ろ
う
。	

（
青
山
浩
子
／
文
　
河
野
千
年
／
撮
影

植
松
正
光
／
20
ペ
ー
ジ
右
下
写
真
）

世
の
人
た
ち
に
と
っ
て
貴
重
な
財
産
と
な
る
は
ず
。

文
化
と
は
こ
う
し
て
伝
承
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
。

か
つ
て
は
郷
土
料
理
の
こ
と
で
、村
外
か
ら
役

場
に
問
い
合
わ
せ
が
来
て
も
受
け
皿
が
な
か
っ
た
。

行
動
に
移
せ
る
の
は
民
宿
の
お
か
み
さ
ん
た
ち
だ

が
、郷
土
料
理
に
特
化
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

そ
ん
な
時
こ
そ
研
究
会
に
出
番
が
回
っ
て
く
る
よ

う
に
な
っ
た
。つ
い
先
日
も
、ふ
れ
あ
い
農
園
を
訪

聞
き
、迷
い
な
く
入
会
を
決
め
た
。

研
究
会
で
は
、料
理
の
専
門
家
や
郷
土
料
理
に

た
け
た
会
員
の
母
親
を
講
師
と
し
て
招
待
す
る

こ
と
も
あ
る
。だ
が
、ベ
テ
ラ
ン
に
な
れ
ば
な
る
ほ

ど「
勘
」で
つ
く
る
。
調
味
料
も
目
分
量
で「
だ
い

た
い
こ
の
ぐ
ら
い
」と
言
わ
れ
て
し
ま
う
。そ
れ
を

「
ス
プ
ー
ン
二
杯
」「
ゆ
で
時
間
は
一
〇
分
」
と
落

と
し
込
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。地
道
な
活
動
だ
が
、後

風の強い島。台風直撃に遭 った後のふれあい農園の「あめ
りか芋畑」
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連載 第125回

ブ
ド
ウ
の「
マ
ス
カ
ッ
ト
」風
味
は
広
く
知
ら
れ

て
お
り
、マ
ス
カ
ッ
ト
味
の
菓
子
や
ア
イ
ス
キ

ャ
ン
デ
ィ
ー
な
ど
の
製
品
も
広
く
販
売
さ
れ
て
い
ま

す
。黄
緑
色
ブ
ド
ウ
の
代
表
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
な
が
ら
マ
ス
カ
ッ
ト
の
香

り
の
す
る
ブ
ド
ウ
は
、日
本
の
ブ
ド
ウ
栽
培
面
積
の
お

よ
そ
二
％
程
度
し
か
栽
培
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

生
で
食
べ
る
ブ
ド
ウ
は
、主
に
米
国
ブ
ド
ウ
と
欧
州

ブ
ド
ウ
の
二
種
類
で
、世
界
的
な
生
産
状
況
で
見
る

と
、多
く
が
欧
州
ブ
ド
ウ
で
す
。マ
ス
カ
ッ
ト
香
は
欧

州
ブ
ド
ウ
に
由
来
し
ま

す
。欧

州
ブ
ド
ウ
は
カ
ス
ピ

海
や
黒
海
の
近
辺
が
原

産
地
で
、降
雨
の
少
な
い

地
中
海
地
方
に
広
が
り

ま
し
た
。こ
の
気
候
に
適

応
し
て
い
る
た
め
、夏
に

降
雨
が
あ
る
と
、病
害
が

多
く
発
生
し
ま
す
。
裂

果
な
ど
の
生
理
障
害
も

発
生
し
や
す
く
、雨
の
多
い
日
本
で
は
難
し
く
、あ
ま

り
栽
培
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

高
値
で
販
売
さ
れ
る“
マ
ス
カ
ッ
ト
オ
ブ
ア
レ
キ
サ

ン
ド
リ
ア
”は
栽
培
が
難
し
く
、岡
山
県
の
ガ
ラ
ス
室

な
ど
の
施
設
内
で
栽
培
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

日
本
で
広
く
栽
培
さ
れ
て
き
た
の
は
、米
国
ブ
ド

ウ
の“
デ
ラ
ウ
ェ
ア
”“
キ
ャ
ン
ベ
ル
ア
ー
リ
ー
”な
ど

で
す
。
米
国
ブ
ド
ウ
は
病
害
や
裂
果
に
強
く
、明
治

以
来
、日
本
で
栽
培
さ
れ
る
ブ
ド
ウ
の
主
流
で
し
た
。

果
粒
が
大
き
く
な
く
、か
み
切
り
に
く
い
肉
質
で
、

米
国
ブ
ド
ウ
の
特
徴
で
あ
る
フ
ォ
ク
シ
ー
香
が
あ
り

ま
す
。

そ
の
食
味
を
改
良
し
て
欧
州
ブ
ド
ウ
に
近
づ
け
よ

う
と
、米
国
ブ
ド
ウ
と
欧
州
ブ
ド
ウ
を
交
配
し
、“
巨

峰
”“
ピ
オ
ー
ネ
”な
ど
が
生
ま
れ
、広
く
栽
培
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。し
か
し
、こ
れ
ら
も
フ
ォ
ク

シ
ー
香
で
、欧
州
ブ
ド
ウ
の
よ
う
な
か
み
切
り
や
す

く
て
硬
い
肉
質
ま
で
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

農
研
機
構
果
樹
研
究
所
で
は
、欧
州
ブ
ド
ウ
と
米

国
ブ
ド
ウ
の
交
配
を
世
代
を
進
め
て
続
け
、マ
ス
カ
ッ

ト
香
が
あ
り
、“
マ
ス
カ

ッ
ト
オ
ブ
ア
レ
キ
サ
ン

ド
リ
ア
”と
同
様
に
か
み

切
り
や
す
く
て
硬
い
肉
質

の
大
粒
・
黄
緑
色
ブ
ド
ウ

“
シ
ャ
イ
ンマ
ス
カ
ッ
ト
”

を
開
発
し
ま
し
た（
写

真
）。容

易
に
種
な
し
栽
培

が
で
き
、果
皮
が
薄
く
て

渋
み
が
な
い
た
め
、皮
ご

と
食
べ
ら
れ
る
特
性
が
あ
り
ま
す
。
裂
果
も
発
生
せ

ず
、べ
と
病
や
晩
腐
病
な
ど
の
耐
病
性
も
一
定
程
度

強
く
、露
地
あ
る
い
は
簡
易
な
ビ
ニ
ー
ル
被
覆
で
の
栽

培
が
可
能
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で“
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
”

と
検
索
す
る
と
、多
く
の
情
報
が
出
て
き
ま
す
。

二
〇
〇
七
年
か
ら
苗
木
販
売
が
開
始
さ
れ
、現
在
、

全
国
で
栽
培
が
急
速
に
拡
大
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

次
第
に
日
本
で
マ
ス
カ
ッ
ト
香
の
ブ
ド
ウ
が
広
く
食
べ

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。	

ブドウ「シャインマスカット」の果房

やまだ まさひこ
1980年京都大学大学院農学研究科修士課程修
了。農林水産省果樹試験場（2001年より農研機
構果樹研究所）で、長年にわたり果樹（ブドウ、カキ）
の品種改良に従事。11年より現職。

 日本産シャインマスカット 
（独）農業・食品産業技術総合研究機構
果樹研究所 品種育成・病害虫研究領域長

山田 昌彦

Profile
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収
量
全
国
一
と
い
う
地
元
栃
木
県
産
の

大
麦
を
生
か
し
た
焼
き
菓
子
が
、味
の
よ

さ
を
売
り
も
の
に
今
や
全
国
ブ
ラ
ン
ド
に

躍
り
出
た
。税
理
士
一
家
の
中
で
一
人
だ

け
異
業
種
に
関
心
を
持
ち
、四
三
歳
と
若

い
が
、経
営
の
才
覚
は
群
を
抜
く
。ビ
ー

ル
や
麦
茶
用
途
の
大
麦
に
よ
る
菓
子
の

開
発
を
考
え
、地
域
連
携
に
も
取
り
組
む

変
革
の
担
い
手
だ
。

大
麦
の
新
用
途
開
発
に
先
見
性

―
大
麦
は
ビ
ー
ル
、麦
茶
の
原
材
料
と

い
う
固
定
観
念
が
あ
り
ま
し
た
。
焼
き

菓
子
へ
の
新
た
な
用
途
開
発
は
素
晴
ら
し

い
先
見
性
で
す
ね
。

浅
沼
　
評
価
し
て
い
た
だ
い
て
、経
営
者

と
し
て
も
う
れ
し
い
で
す
。で
も
菓
子
原

料
は
小
麦
、そ
れ
に
コ
メ
が
あ
る
の
に
、な

ぜ
大
麦
が
な
か
っ
た
の
か
不
思
議
で
す
。

シ
リ
ー
ズ　

変
革
は
人
に
あ
り

大
麦
の
焼
き
菓
子
を
ブ
ラ
ン
ド
化

栃
木
産
大
麦
の
活
用
で
地
域
連
携

浅
沼 

誠
司
さ
ん
栃
木
県

株
式
会
社
大
麦
工
房
ロ
ア

―
き
っ
か
け
は
何
だ
っ
た
の
で
す
か
。

浅
沼
　
一
九
九
六
年
ご
ろ
、た
ま
た
ま
乗

っ
て
い
た
地
元
の
東
武
伊
勢
崎
線
の
車
窓

か
ら
見
え
る
見
渡
す
限
り
の
大
麦
畑
を

見
て
、こ
の
大
麦
を
原
料
に
菓
子
を
開
発

し
て
み
よ
う
、と
思
い
立
っ
た
の
が
最
初
で

す
。ち
ょ
う
ど
、生
ク
リ
ー
ム
主
体
の
洋

菓
子
経
営
が
壁
に
ぶ
つ
か
っ
て
い
た
と
き

だ
っ
た
の
で
、決
断
は
早
か
っ
た
で
す
。

―
壁
に
ぶ
つ
か
っ
て
い
た
と
い
う
の
は
？

浅
沼
　
そ
の
こ
ろ
、現
在
の
大
麦
工
房
ロ

ア
の
母
体
と
な
っ
た
洋
菓
子
製
造
販
売
の

エ
イ
・エ
ム・
シ
ー
・ロ
ア
の
経
営
に
携
わ
っ

て
い
た
の
で
す
が
、取
り
扱
う
洋
菓
子
は

生
ク
リ
ー
ム
が
ベ
ー
ス
で
、本
拠
地
で
あ

る
足
利
市
の
市
場
規
模
か
ら
見
て
も
、大

量
生
産
に
は
限
界
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
そ
の
ま
ま
経
営
の
限
界
で
あ
り
、

私
な
り
に
、経
営
に
安
定
し
た
商
品
づ
く

り
が
で
き
る
素
材
は
な
い
か
と
悩
ん
で
い

た
こ
ろ
で
し
た
の
で
、思
い
切
っ
て
開
発
に

取
り
組
ん
で
み
よ
う
と
思
っ
た
の
で
す
。

製
粉
な
ど
で
当
初
は
試
行
錯
誤

―
そ
れ
に
し
て
も
、一
面
に
広
が
る
大

麦
畑
を
見
て
、こ
れ
を
菓
子
の
原
料
に
、と

い
う
直
感
は
す
ご
い
で
す
ね
。

浅
沼
　
も
ち
ろ
ん
、初
め
て
の
試
み
で
す

か
ら
試
行
錯
誤
し
ま
し
た
。
栃
木
が
全

国
一
の
大
麦
、特
に
二
条
大
麦
の
生
産
県

だ
っ
た
の
は
プ
ラ
ス
要
因
で
し
た
が
、当
初

は
大
麦
を
菓
子
の
原
料
に
す
る
製
粉
化

な
ど
で
苦
し
み
ま
し
た
。

―
試
行
錯
誤
は
、具
体
的
に
は
ど
う
い

っ
た
点
で
？

浅
沼
　
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
。ま
ず
は
、

大
麦
粉
の
確
保
で
す
。は
っ
た
い
粉
と
か

麦
こ
が
し
と
い
う
名
称
で
、大
麦
を
炒
っ

て
挽
い
た
粉
が
あ
り
、そ
れ
が
和
菓
子
の

原
料
に
な
っ
た
り
す
る
の
で
す
が
、流
通

量
が
少
な
い
上
に
、ど
こ
の
産
地
の
も
の
か

定
か
で
な
い
の
で
す
。

―
栃
木
産
の
大
麦
を
使
っ
て
こ
そ
、意

味
が
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。

浅
沼
　
そ
う
で
す
。わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
、

菓
子
原
料
の
全
量
を
栃
木
産
で
ま
か
な

う
こ
と
が
大
事
で
し
た
。
今
は
定
着
し
て

い
る
地
産
地
消
、農
商
工
連
携
と
い
う
言

葉
は
当
時
、ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

私
は
地
元
産
大
麦
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て

地
域
連
携
や
地
域
お
こ
し
の
実
を
あ
げ
ら

れ
る
、と
考
え
て
い
た
か
ら
で
す
。

と
こ
ろ
が
、現
実
は
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は

な
く
、肝
心
の
大
麦
を
製
粉
化
し
て
く
れ

る
工
場
が
全
く
な
か
っ
た
の
で
す
。こ
れ

に
は
参
り
ま
し
た
。

―
コ
メ
や
小
麦
の
製
粉
工
場
が
あ
っ
て
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変革は人にあり

も
、大
麦
の
専
用
工
場
が
な
か
っ
た
？

浅
沼
　
大
麦
は
ビ
ー
ル
や
焼
酎
、麦
茶
の

原
料
に
な
る
の
で
、精
麦
工
場
は
あ
り
ま

す
が
、菓
子
製
造
用
に
少
量
の
製
粉
化
に

対
応
し
て
く
れ
る
工
場
は
な
か
っ
た
の
で

す
。精

米
機
を
使
っ
て
独
自
に
精
麦

―
ど
う
対
応
し
た
の
で
す
か
。

浅
沼
　
当
初
、洋
菓
子
に
使
う
イ
チ
ゴ
の

関
係
で
取
引
の
あ
っ
た
農
業
者
が
大
麦
を

生
産
し
て
い
た
の
で
、五
〇
〇
㌔
グ
ラ
ム
分
、

買
わ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。し
か
し
、一
〇

㌧
以
上
の
精
麦
で
な
い
と
対
応
で
き
な
い

と
い
う
工
場
ば
か
り
な
の
で
、や
む
を
得

ず
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
精
米
機
を
買
っ
て

き
て
精
麦
し
、自
前
で
製
粉
化
す
る
し
か

な
か
っ
た
の
で
す
。

―
製
粉
化
も
、ま
た
大
変
だ
っ
た
？

浅
沼
　
そ
う
で
す
。焙
煎
し
粉
砕
し
て
粉

に
す
る
工
程
が
必
要
で
、き
な
粉
の
専
門

業
者
に
依
頼
し
た
の
で
す
。で
も
「
経
験

が
な
い
の
で
責
任
が
持
て
な
い
」
と
断
ら

れ
、ま
た
ま
た
自
前
で
取
り
組
ん
だ
の
で

す
。し

か
し
う
ま
く
い
か
ず
、再
度
、そ
の

業
者
に「
失
敗
し
て
も
全
量
、買
い
上
げ

る
の
で
や
っ
て
ほ
し
い
」と
頼
み
込
ん
だ
ら
、

結
果
は
成
功
で
し
た
。
入
口
の
段
階
で
苦

労
し
ま
し
た
。

―
肝
心
の
大
麦
で
の
焼
き
菓
子
は
？

浅
沼
　
粉
さ
え
確
保
で
き
れ
ば
、プ
ロ
で

す
か
ら
対
応
可
能
で
す
。
当
初
、ダ
ク
ワ

ー
ズ
と
い
う
フ
ラ
ン
ス
南
西
部
の
ダ
ク
ス
地

方
に
あ
る
小
麦
で
つ
く
っ
た
焼
き
菓
子
に

ヒ
ン
ト
を
得
て
、そ
れ
を
大
麦
で
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
み
よ
う
と
試
作
し
た
ら
意
外
に
い

い
味
で
、こ
れ
な
ら
い
け
る
と
思
っ
た
の
で

す
。「
大
麦
ダ
ク
ワ
ー
ズ
」と
い
う
商
品
名

を
付
け
ま
し
た
。
今
で
は
主
力
商
品
の
一

つ
で
す
。

―
浅
沼
さ
ん
の
お
菓
子
へ
の
取
り
組
み

は
高
校
生
時
代
か
ら
と
か
？

浅
沼
　
そ
う
で
す
。
実
家
が
経
営
す
る

税
理
士
事
務
所
の
外
れ
に
洋
菓
子
を
製

造
販
売
す
る
店
が
な
ぜ
か
あ
り
、私
は
高

校
時
代
か
ら
そ
こ
の
経
営
を
手
伝
い
、そ

の
ま
ま
現
在
ま
で
か
か
わ
る
形
に
な
り
ま

し
た
。

家
族
は
税
理
士
事
務
所
を
経
営

―
税
理
士
事
務
所
が
な
ぜ
、洋
菓
子

経
営
を
？

浅
沼
　
母
親
の
実
家
が
和
菓
子
店
だ
っ
た

の
で
、実
家
か
ら
母
親
が
菓
子
職
人
を
一

人
連
れ
て
き
て
、税
理
士
事
務
所
の
外
れ

に
株
式
会
社
エ
イ
・エ
ム・
シ
ー
・ロ
ア
と
い

う
洋
菓
子
製
造
販
売
の
店
を
つ
く
り
、経

営
も
し
て
い
た
の
で
す
。

こ
だ
わ
り
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。

私
が
菓
子
好
き
だ
っ
た
せ
い
も
あ
り
、自

然
と
経
営
に
か
か
わ
っ
て
現
在
に
至
る
の

で
す
。

―
大
学
時
代
も
菓
子
研
究
の
サ
ー
ク

ル
を
立
ち
上
げ
て
研
究
し
た
そ
う
で
す
ね
。

浅
沼
　
栃
木
県
を
離
れ
て
早
稲
田
大
学

に
入
り
ま
し
た
の
で
、日
常
的
な
経
営
か

ら
は
外
れ
ま
し
た
。し
か
し
、大
学
時
代

は
、友
人
と
一
緒
に
和
洋
菓
子
研
究
会
を

つ
く
り
、校
章
の
入
っ
た
名
刺
を
持
ち
歩

い
て
、東
京
都
内
の
有
名
な
菓
子
店
を
回

り
な
が
ら
研
究
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

―
今
に
役
立
っ
て
い
る
？

浅
沼
　
研
究
活
動
と
い
っ
て
も
、要
は
食

べ
歩
き
で
す
。で
も
比
較
が
で
き
ま
す
。

直販店で経営の抱負を語る浅沼社長

あ
さ
ぬ
ま
　
せい
じ

一
九
六
九
年
栃
木
県
生
ま
れ
。四
三
歳
。早
稲
田
大
在
学

中
に
研
究
会
を
立
ち
上
げ
、菓
子
経
営
を
研
究
。卒
業

後
は
北
海
道
の
六
花
亭
製
菓
で
一
年
間
修
業
す
る
。母

親
が
経
営
す
る
洋
菓
子
製
造
販
売
の
エ
イ・エ
ム・シ
ー・

ロ
ア
の
経
営
に
携
わ
る
中
で
、大
麦
使
用
の
菓
子
を
開

発
。二
〇
〇
四
年
に
大
麦
工
房
設
立
。〇
八
年
に
エ
イ・エ

ム・シ
ー・ロ
ア
を
統
合
し
社
長
に
就
任
。妻
と
息
子
二
人
。

株
式
会
社
大
麦
工
房
ロ
ア

本
社
は
栃
木
県
足
利
市
。浅
沼
誠
司
社
長
。資
本
金

八
〇
〇
〇
万
円
。母
体
は
一
九
八
六
年
設
立
の
洋
菓
子

製
造
販
売
の
エ
イ・エ
ム・シ
ー・ロ
ア
。大
麦
を
使
用
し
た

菓
子
の
製
造
に
め
ど
を
付
け
、二
〇
〇
四
年
に
株
式
会

社
大
麦
工
房
を
設
立
、〇
八
年
に
エ
イ・エ
ム・シ
ー・ロ
ア

を
経
営
統
合
。現
在
は
年
商
二
一
億
円
。社
員
は
パ
ー
ト

を
含
め
二
四
〇
人
。

Profile

D
ata
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変革は人にあり

大
学
が
休
み
の
と
き
は
実
家
に
戻
っ
て
、

洋
菓
子
経
営
の
現
場
に
立
ち
ま
し
た
。こ

の
有
名
店
回
り
の
成
果
が
生
き
て
、卒
業

後
、北
海
道
の
有
名
菓
子
店
、六
花
亭
製

菓
に
頼
み
込
ん
で
一
年
間
の
企
業
見
習
い

を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

大
き
か
っ
た
六
花
亭
修
業
効
果

―
ど
ん
な
成
果
が
？

浅
沼
　
帯
広
市
に
本
社
の
あ
る
六
花
亭

製
菓
は
年
商
一
八
五
億
円
の
エ
ク
セ
レ
ン
ト

カ
ン
パ
ニ
ー
で
す
。
地
域
と
の
か
か
わ
り

を
大
事
に
し
て
い
て
、北
海
道
の
食
材
で

あ
る
小
豆
、テ
ン
サ
イ
、生
ク
リ
ー
ム
な
ど

を
活
用
し
た
地
域
密
着
の
モ
ノ
づ
く
り
へ

の
取
り
組
み
が
素
晴
ら
し
い
の
で
す
。
地

元
の
新
聞
で「
自
慢
の
店
」「
な
く
ち
ゃ
困

る
店
」の
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
い
つ
も
ト
ッ
プ

評
価
で
し
た
。

―
浅
沼
さ
ん
に
と
っ
て
は
理
想
の
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
だ
っ
た
？

浅
沼
　
そ
の
と
お
り
で
す
。
大
麦
工
房
ロ

ア
に
と
っ
て
は
、全
て
が
学
び
の
対
象
で
、

栃
木
県
産
の
大
麦
の
全
量
活
用
へ
の
こ
だ

わ
り
、他
に
な
い
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
ブ
ラ
ン

ド
商
品
づ
く
り
、品
質
管
理
は
、全
て
六

花
亭
製
菓
で
の
学
習
効
果
の
表
れ
で
す
。

一
年
間
で
稼
い
だ
三
〇
〇
万
円
を
も
と

に
、修
業
の
成
果
を
生
か
す
べ
く
三
カ
月

間
か
け
て
全
国
の
有
名
な
和
洋
菓
子
店

を
見
て
回
り
ま
し
た
。

―
大
麦
工
房
ロ
ア
の
経
営
に
も
い
く

つ
か
節
目
の
時
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
が
、

苦
し
か
っ
た
時
は
い
つ
？

浅
沼
　
二
〇
〇
八
年
が
経
営
の
タ
ー
ニ
ン

グ
ポ
イ
ン
ト
で
し
た
。「
大
麦
ダ
ク
ワ
ー

ズ
」が
数
々
の
有
名
な
賞
を
と
っ
て
ブ
ラ

ン
ド
価
値
を
上
げ
、売
上
高
も
伸
び
た

の
で
す
が
、肝
心
の
利
益
率
が
上
が
ら
ず
、

過
去
の
負
債
が
減
ら
な
い
と
い
う
、ま
さ

に
試
練
の
時
で
し
た
。

カ
タ
ロ
グ
通
信
販
売
で
飛
躍
も

―
ど
う
い
っ
た
事
態
打
開
の
対
応
策

を
と
っ
た
の
で
す
か
。

浅
沼
　
直
営
ケ
ー
キ
店
六
店
の
う
ち
不

採
算
二
店
の
閉
鎖
、「
大
麦
ダ
ク
ワ
ー
ズ
」

生
産
に
特
化
す
る
と
同
時
に
栃
木
県
内

の
日
光
な
ど
観
光
地
の
ホ
テ
ル
、高
速
道

路
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
、道
の
駅
へ
の
販
売

攻
勢
、そ
れ
と
カ
タ
ロ
グ
に
よ
る
通
信
販

売
に
経
営
の
軸
足
を
置
く
戦
略
に
転
換

し
ま
し
た
。

―
そ
の
中
で
の
ポ
イ
ン
ト
は
通
信
販
売

へ
の
経
営
特
化
で
す
か
。

浅
沼
　
そ
の
と
お
り
で
す
。
九
州
・
福
岡

市
の
や
ず
や
さ
ん
の
通
信
販
売
な
ど
、成

功
さ
れ
て
い
る
通
信
販
売
の
手
法
を
徹
底

研
究
し
た
結
果
、大
麦
工
房
ロ
ア
に
と
っ

て
極
め
て
重
要
な
参
考
モ
デ
ル
に
な
る
と

思
い
ま
し
た
。

あ
る
食
品
加
工
メ
ー
カ
ー
は
年
商
六	

〇
億
円
の
う
ち
、四
〇
億
円
が
通
信
販
売

の
貢
献
だ
と
聞
い
て
、こ
れ
か
ら
は
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
が
ビ
ジ
ネ
ス
に
広
が
り

を
与
え
る
と
思
い
ま
し
た
。

―
大
麦
工
房
ロ
ア
の
通
信
販
売
は
全

体
の
ど
れ
ぐ
ら
い
を
占
め
る
の
で
す
か
。

浅
沼
　
今
は
全
体
の
六
〇
％
を
占
め
ま

す
。
直
売
店
舗
で
の
販
売
が
一
〇
％
、残

り
三
〇
％
が
全
国
の
デ
パ
ー
ト
や
ス
ー
パ

ー
、ホ
テ
ル
、さ
ら
に
高
速
道
路
の
サ
ー
ビ

ス
エ
リ
ア
な
ど
で
の
販
売
で
す
。

大
麦
工
房
ロ
ア
の
通
信
販
売
は
カ
タ
ロ

グ
販
売
が
主
体
で
、単
に
商
品
を
並
べ
て

宣
伝
す
る
よ
り
も
ス
ト
ー
リ
ー
性
を
大

事
に
し
て
い
ま
す
。

た
だ
、今
後
は
時
代
の
ト
レ
ン
ド
を
踏

ま
え
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
通

信
販
売
を
強
化
す
る
考
え
で
す
。ブ
ラ
ン

ド
商
品
の
価
値
を
高
め
る
に
は
ネ
ッ
ト
の

活
用
は
重
要
で
す
。

途
上
国
に
モ
デ
ル
地
区
の
夢

―
大
麦
生
産
者
か
ら
の
買
い
付
け
に

関
し
て
、一
部
を
プ
レ
ミ
ア
ム
金
を
つ
け
て

農
業
者
に
直
接
振
り
込
む
シ
ス
テ
ム
を
考

え
ら
れ
た
と
か
。

浅
沼
　
農
商
工
連
携
の
一
環
で
す
。わ
れ

わ
れ
が
大
麦
二
五
〇
㌧
を
買
い
付
け
る
際

に
、そ
の
う
ち
一
二
〇
㌧
分
は
プ
レ
ミ
ア
ム

金
を
つ
け
て
、購
入
し
て
い
ま
す
。

―
ビ
ー
ル
メ
ー
カ
ー
向
け
大
麦
が
主

体
の
農
業
者
に
と
っ
て
も
う
れ
し
い
話
？

浅
沼
　
農
業
者
に
と
っ
て
、自
分
た
ち
が

心
を
込
め
て
育
て
た
大
麦
が
地
元
の
銘
菓

に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、つ
く
る
喜
び
に
つ

な
が
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
当
社
で
は
、足
利
市
内
全
て
の
大

麦
生
産
農
家
の
方
々
に
会
員
証
を
お
渡

し
し
て
、当
社
の
商
品
を
社
員
価
格
で
購

入
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

地
域
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、私
は
、ギ

ブ
・
ア
ン
ド
・テ
ー
ク
で
は
な
く
て
、ギ
ブ
・

ア
ン
ド
・
ギ
ブ
の
発
想
で
お
付
き
合
い
し

地
域
貢
献
を
優
先
し
ま
す
。
大
き
な
テ

ー
ク
が
必
ず
後
で
出
て
き
ま
す
。

―
農
業
と
の
連
携
は
大
麦
工
房
ロ
ア
の

最
重
要
課
題
な
の
で
す
ね
。

浅
沼
　
お
客
さ
ま
も
、農
業
者
も
、さ
ら

に
は
従
業
員
も
全
て
、企
業
に
と
っ
て
は

大
事
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
だ
と
い
う
こ

と
で
す
。

そ
れ
と
ぜ
ひ
、お
話
し
し
た
い
夢
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
健
康
に
や
さ
し
い
大
麦

を
軸
に
し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、さ
ら
に
は

農
業
者
や
企
業
を
中
心
に
し
た
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
を
世
界
中
に
広
げ
た
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
途
上
国
に
持
続
可
能
な
モ
デ
ル

地
区
を
つ
く
り
、そ
の
生
産
物
、加
工
食

品
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
米
国
の
国
連
ビ

ル
の
前
に
立
ち
上
げ
る
、と
い
う
の
が
夢
で

す
が
、い
か
が
で
す
か
。	

	

（
経
済
ジ
ャ
ー
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駅
弁
や
空
弁
を
食
べ
た
記
録
を
ブ
ロ
グ
で
紹
介
し
始
め
て
三
年
が
経

ち
ま
す
。こ
れ
が
、実
に
楽
し
い
。日
本
全
国
津
々
浦
々
の
駅
弁
空
弁
を

一
〇
〇
〇
個
以
上
は
食
べ
て
お
り
ま
す
。

以
前
、「
突
撃
！
隣
の
晩
ご
は
ん
」の
収
録
を
終
え
る
と
、デ
ィ
レ
ク
タ

ー
が
そ
の
お
宅
の
晩
ご
は
ん
を
デ
ジ
カ
メ
で
パ
シ
ャ
パ
シ
ャ
と
撮
っ
て
い
る
。

不
思
議
に
思
い
ま
し
て
ね
。
聞
く
と
、｢

晩
ご
飯
を
ブ
ロ
グ
で
紹
介
し
て
る

ん
で
す
。
読
ん
で
く
れ
た
人
か
ら
も
ら
え
る
コ
メ
ン
ト
が
う
れ
し
く
て｣

と

言
う
。
そ
い
つ
は
、全
く
お
も
し
ろ
そ
う
だ
。で
も
、人
と
同
じ
こ
と
は
や

り
た
く
な
い
。は
て
、自
分
し
か
で
き
な
い
こ
と
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
。
と
悩

ん
だ
末
、思
い
つ
い
た
の
が
、駅
弁
空
弁
の
記
録
。
私
、年
間
一
〇
〇
日
以

上
は
日
本
全
国
を
旅
し
て
る
ん
で
す
。ぴ
っ
た
り
で
し
ょ
う
？

食
べ
た
弁
当
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
評
価
を
、し
ゃ
も
じ
の
数
で
示
し
て
い
ま
す
。

今
の
と
こ
ろ
、高
知
駅
の「
か
つ
お
た
ゝ
き
弁
当
」、今
治
駅
の「
瀬
戸
の
押

寿
司
」（
鯛
）、小
松
空
港
の「
加
能 

香
箱
蟹
ち
ら
し
」の
三
つ
が
最
高
得

点
の
五
つ
し
ゃ
も
じ
で
す
。こ
の
よ
う
に
駅
弁
空
弁
を
食
べ
る
醍
醐
味
は
、

「
地
の
も
の
」に
触
れ
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、駅
弁
空
弁
を
食
べ
る
こ

と
で
、日
本
に
は
、地
方
独
自
の
食
文
化
、歴
史
が
育
ん
だ
土
地
な
ら
で
は

の
食
材
や
郷
土
料
理
が
ず
い
ぶ
ん
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

か
つ
て
人
さ
ま
の
晩
ご
飯
を
突
撃
訪
問
す
る
こ
と
二
六
年
。
空
気
の
よ

う
に
、ス
ー
ッ
と
お
宅
に
入
り
続
け
、六
〇
〇
〇
軒
以
上
の
晩
ご
飯
を
見

て
き
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
晩
ご
飯
に
パ
ン
を
食
べ
て
い
た
お
宅
は
、た
っ
た

の
三
軒
で
し
た
。
九
〇
％
が
ご
飯
で
、残
り
が
麺
類
。日
本
人
は
、コ
メ
を

食
べ
な
く
な
っ
た
と
よ
く
聞
き
ま
す
が
、そ
う
は
思
い
ま
せ
ん
。
昔
は
、冷

蔵
技
術
が
未
発
達
だ
っ
た
り
、肉
体
労
働
を
さ
れ
る
方
も
多
か
っ
た
た
め
、

お
か
ず
が
少
し
に
大
盛
り
ご
飯
を
食
べ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
現
在
は
、い

ろ
い
ろ
な
お
か
ず
が
食
べ
ら
れ
る
。ご
飯
二
膳
だ
っ
た
方
が
、お
か
ず
が
多

い
か
ら
一
膳
に
し
て
い
る
と
い
っ
た
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
る
の
で
す
。コ
メ
の

消
費
量
は
減
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、コ
メ
を
食
べ
て
い
る
人
が
減

っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
。

こ
う
し
て
み
る
と
、日
本
各
地
に
あ
る「
地
の
も
の
」や
コ
メ
は
、や
は
り

食
卓
に
残
っ
て
い
く
し
、残
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

駅弁空弁の醍醐味

タレント

ヨネスケ（桂 米助）

千葉県出身。人情味あふれるキャラクターで幅広い年齢層に
親しまれている。主な著書に、「ごはん『突撃！隣の晩ごはん』は
あなたに幸福をもたらす！」（講談社）「ヨネスケの駅弁空弁６００
選」（辰巳出版）ほか多数。食べた駅弁、空弁をブログ（ヨネス
ケの『駅弁！空弁！食べて答弁!!』 http://blog.livedoor.jp/
yonemeshi/）で紹介している。

※空弁（そらべん）…空港で売られている弁当
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オ
ラ
ン
ダ
の
先
進
例
に
ヒ
ン
ト

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
、食
の
安
全
・
安
心
に

対
す
る
関
心
の
高
ま
り
な
ど
、第
一
次
産
業
を
取
り
巻

く
環
境
は
、大
き
く
変
化
し
つ
つ
あ
る
。わ
れ
わ
れ
は
、

地
域
経
済
を
持
続
的
に
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、

地
域
の
価
値
を
し
っ
か
り
と
見
直
し
、そ
れ
ら
を
優
位

性
と
し
て
最
大
限
に
生
か
し
た
産
業
政
策
が
必
要
で

あ
る
、と
常
日
頃
か
ら
感
じ
て
い
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、二
〇
一
〇
年
四
月
に
就
任
し
た
、

米
沢
則
寿
市
長
が
公
約
と
し
て
掲
げ
た
の
が「
フ
ー
ド

バ
レ
ー
と
か
ち
」で
あ
る
。
十
勝
が
他
地
域
に
比
べ
て

優
位
性
の
あ
る「
食
」
と「
農
林
漁
業
」
を
も
っ
と
活

用
し
て
、地
域
産
業
政
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、展
開

し
よ
う
と
い
う
も
の
だ
。

実
は
、こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
先
進
例
が
あ
る
。
農

産
物
輸
出
額
が
世
界
第
二
位
の
オ
ラ
ン
ダ
の
ワ
ー
ゲ
ニ

ン
ゲ
ン
市
で
取
り
組
む
フ
ー
ド
バ
レ
ー
が
そ
れ
だ
。

オ
ラ
ン
ダ
の
フ
ー
ド
バ
レ
ー
を
参
考
に
、十
勝
な
ら
で

は
の
産
業
政
策
に
取
り
組
む
に
あ
た
り
、「
農
林
漁
業

を
成
長
産
業
に
す
る
」「
食
の
価
値
を
創
出
す
る
」「
十

勝
の
魅
力
を
売
り
込
む
」
を
三
つ
の
柱
に
据
え
た
。
将

来
的
に
は
生
産
か
ら
加
工
、流
通
、販
売
、消
費
に
至

る
十
勝
型
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、地
域
産
業
の

活
性
化
を
通
じ
て
、「
ア
ジ
ア
の
食
と
農
林
漁
業
」の
集

積
拠
点
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
る
。

十
勝
は
北
海
道
行
政
区
の
一
つ
で
、帯
広
市
と
そ
の

周
辺
の
一
六
町
二
村
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
岐
阜
県
に

匹
敵
す
る
面
積
を
有
し
、農
家
一
戸
当
た
り
の
平
均
耕

地
面
積
が
全
国
平
均
に
比
べ
約
二
四
倍
の
三
七・八
㌶

で
、長
い
日
照
時
間
や
豊
富
な
水
資
源
に
恵
ま
れ
て
い

る
な
ど
、第
一
次
産
業
の
発
展
に
大
き
な
可
能
性
を
秘

め
た
地
域
で
あ
る
。

と
り
わ
け
農
業
は
大
規
模
化
が
進
み
、生
産
性
の

高
い
営
農
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、小
麦
・
テ
ン
サ
イ
・
豆

類
・バ
レ
イ
シ
ョ
を
中
心
に
、ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
や
ナ
ガ

イ
モ
な
ど
の
野
菜
類
も
生
産
し
て
い
る
。ま
た
、牛
乳
や

食
肉
を
生
産
す
る
酪
農
・
畜
産
農
家
も
多
く
、専
業
農

家
が
全
体
の
約
八
割
を
占
め
て
い
る
。
水
産
業
も
盛
ん

な
地
域
で
、シ
シ
ャ
モ
の
水
揚
量
は
日
本
一
を
記
録
し
て

い
る
。

わ
が
国
の
食
料
自
給
率
が
約
四
〇
％
と
低
迷
す
る

中
、十
勝
の
食
料
自
給
率
は
、カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
で
約

一
一
〇
〇
％
に
達
す
る
な
ど
、ま
さ
に
、わ
が
国
の
食
料

基
地
と
し
て
確
固
た
る
地
位
を
築
い
て
い
る
。

加
え
て
、第
一
次
産
業
の
関
連
産
業
の
集
積
に
よ
り
、

工
業
統
計
の
製
造
品
出
荷
額
な
ど
に
お
け
る
食
料
品

製
造
業
の
割
合
は
約
七
割
を
占
め
、第
一
次
産
業
や
食

料
品
製
造
業
な
ど
の
関
連
産
業
が
産
み
出
す
所
得
が

地
域
経
済
の
柱
と
な
っ
て
い
る
。こ
う
し
た
こ
と
か
ら
も
、

十
勝
は「
食
」と「
農
林
漁
業
」を
基
盤
と
し
た
、優
位

性
の
あ
る
地
域
と
言
え
る
。

フ
ー
ド
・コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
特
区
に

「
フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
か
ち
」の
取
り
組
み
を
実
効
性

の
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
、さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
検

討
し
た
結
果
、取
り
組
む
べ
き
課
題
が
多
い
こ
と
が
わ

十
勝
の
地
域
資
源
を

生
か
す
シ
ス
テ
ム
づ
く
り

連
載　
地
域
再
生
へ
の
助
走

北
海
道

帯
広
市
産
業
連
携
室 

室
長
　

中
尾 

啓
伸



28　AFCフォーラム 2012・8

まちづくり むらづくり

か
っ
た
。一
つ
は
、十
勝
を
構
成
す
る
一
九
市
町
村
が
い

か
に
機
能
的
に
連
携
で
き
る
か
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ

ば
、オ
ー
ル
十
勝
で「
フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
か
ち
」に
取
り

組
む
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
が
不
可
欠
だ
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

そ
こ
で
、総
務
省
の
定
住
自
立
圏
構
想
に
基
づ
き
、

二
〇
一
一
年
に
帯
広
市
と
十
勝
管
内
の
一
八
町
村
と
の

定
住
自
立
圏
形
成
協
定
を
締
結
し
た
。こ
れ
は
産
業

振
興
、医
療
、福
祉
な
ど
幅
広
い
分
野
に
わ
た
る
項
目

に
つ
い
て
、中
心
市
の
帯
広
市
と
、十
勝
管
内
の
町
村
が

双
方
の
議
会
議
決
を
経
て
協
定
を
締
結
し
、連
携
し
な

が
ら
効
率
的
な
施
策
を
展
開
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
。
協
定
項
目
に「
フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
か
ち
の
推

進
」
を
含
め
る
こ
と
に
よ
り
、十
勝
全
体
が
連
携
し
て

取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
の
枠
組
を
構
築
し
た
。

二
つ
目
の
仕
組
み
づ
く
り
と
し
て
、「
フ
ー
ド
バ
レ
ー

と
か
ち
推
進
協
議
会
」の
設
立
が
あ
る
。こ
の
推
進
協

議
会
は
、十
勝
管
内
の
農
林
漁
業
団
体
、商
工
業
団
体
、

金
融
機
関
、大
学
・
試
験
研
究
機
関
、行
政
機
関
計

四
一
団
体
で
構
成
し
、ま
さ
に
、オ
ー
ル
十
勝
で
取
り

組
む
た
め
の
推
進
母
体
で
あ
る
。事
務
局
を
帯
広
市
が

担
い
、農
業
者
や
企
業
な
ど
の
相
談
に
対
し
、相
互
に

連
携
し
て
対
応
す
る
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
と
し
て
の
役
割

を
果
た
し
て
い
る
。

ま
た
、「
食
」
を
テ
ー
マ
に
、今
回
の
協
定
参
加
の

一
九
市
町
村
が
一
一
年
一
二
月
に
内
閣
総
理
大
臣
か
ら

「
北
海
道
フ
ー
ド
・コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
国
際
戦
略
総
合

特
別
区
域
」
と
し
て
い
わ
ゆ
る
特
区
の
指
定
を
受
け
、

海
外
へ
の
販
路
拡
大
や
輸
入
代
替
を
目
的
と
し
た
事
業

に
対
し
、税
制
優
遇
や
規
制
緩
和
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な

支
援
策
の
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

し
か
し
、こ
う
し
た
推
進
の
枠
組
み
が
出
来
上
が
っ

て
も
、現
場
で
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
立
ち
上
げ
は
そ
う
ス

ム
ー
ズ
に
は
い
か
な
か
っ
た
。

「
自
分
た
ち
に
ど
ん
な
関
係
あ
る
？
」

「
何
を
し
た
い
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
」「
フ
ー
ド
バ

レ
ー
っ
て
何
？
」
。行
政
の
フ
レ
ー
ム
づ
く
り
が
先
行
し

て
し
ま
い
、地
域
の
産
業
に
関
わ
る
人
た
ち
の
想
い
や

現
場
の
声
を
聞
く
こ
と
が
十
分
で
な
か
っ
た
こ
と
は
否

め
な
い
。ど
う
す
れ
ば
十
勝
全
体
の
人
々
を
巻
き
込
ん

で
い
け
る
だ
ろ
う
と
日
々
頭
を
悩
ま
せ
る
中
、あ
り
が

た
い
事
に
、「
フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
か
ち
」に
つ
い
て
説
明
を

聞
き
た
い
と
い
う
お
話
を
数
多
く
い
た
だ
い
た
。そ
こ
で
、

い
ろ
い
ろ
な
会
合
へ
の
出
席
を
捉
え
、ま
た
直
接
、企
業

profile
中尾 啓伸　なかお ひろのぶ

1956年士幌町生まれ。青山
学院大学卒業後、７９年帯広市
役所に入所。2008年商工観光
部企画調整監、10年財団法人
十勝圏振興機構 事務局長を経
て12年より現職。フードバレーと
かちの推進に取り組んでいる。

上：各店がアレンジを加え、お店ごとに違った味が楽しめる十勝
牛じゃん麺

下：十勝産小麦を使ったさまざまなパンが披露され、参加者の関
心を集めたベーカリーキャンプ

フードバレーとかち
十勝の優位性である「食」と

「農林漁業」を中心とした地域
産業政策の考え方の総称。農
林漁業を成長産業にする」「食
の価値を創出する」「十勝の魅
力を売り込む」を三つの柱とし
て、将来的には生産から加工、
流通、販売、消費に至る十勝型
フードシステムを構築し、地域産
業の活性化を通じて、アジアの

「食と農林漁業」の集積拠点と
なることを目指しオール十勝で産
業振興に取り組んでいる。
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や
役
場
を
訪
問
し
、繰
り
返
し
市
の
考
え
を
説
明
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。
愚
直
に
熱
意
を
伝
え
る
し
か
な
い
、そ

う
感
じ
て
い
た
。

私
が
申
し
上
げ
た
の
は
、「
ま
ず
、十
勝
の
こ
の
す
ば

ら
し
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
再
認
識
し
て
ほ
し
い
。そ
し
て
、

十
勝
の
優
位
性
を
使
っ
て
や
り
た
い
事
業
、商
品
開
発

な
ど
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
。そ
の
際
遠
慮
せ
ず
に

ま
ず
は
一
度
相
談
を
し
て
ほ
し
い
」と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

私
た
ち
帯
広
市
の
職
員
が
、十
勝
の
た
め
に
汗
を
か
か

せ
て
も
ら
う
、皆
で
一
緒
に
十
勝
を
盛
り
上
げ
よ
う
、

元
気
に
し
て
い
こ
う
と
繰
り
返
し
訴
え
、併
せ
て
現
場

の
要
望
や
意
見
を
蓄
積
し
て
い
っ
た
。

こ
う
し
た
情
報
を
元
に
、十
勝
の
企
業
や
商
品
を
紹

介
し
、物
が
売
れ
る
、商
売
の
き
っ
か
け
が
出
来
る
と
い

っ
た
目
に
見
え
る
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
で
、フ
ー

ド
バ
レ
ー
と
か
ち
で
具
体
的
に
取
り
組
む
事
例
を
理

解
し
て
も
ら
う
こ
と
に
努
め
た
。

ま
た
、十
勝
で
は
以
前
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
行

な
わ
れ
て
い
た
が
、一
体
的
な
情
報
発
信
が
さ
れ
て
い
な

い
と
い
う
課
題
も
あ
っ
た
。

十
勝
の
食
の
価
値
創
出
の
動
き

そ
こ
で
、フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
か
ち
推
進
協
議
会
を
活

用
し
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
、facebook

な
ど
で
オ
ー
ル
十
勝
の
情
報
発
信
に
取
り
組
ん
だ
。

当
初
は
な
か
な
か
情
報
が
集
ま
ら
な
か
っ
た
が
、継

続
し
て
情
報
発
信
を
行
な
う
こ
と
で
、徐
々
に「
こ
の
イ

ベ
ン
ト
情
報
を
載
せ
て
欲
し
い
」「
自
社
の
新
商
品
を
紹

介
し
た
い
」と
い
う
問
合
せ
が
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。こ
れ
に
よ
っ
て
、フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
か
ち
推
進
協
議

会
を
介
し
て
地
元
の
取
り
組
み
を
包
括
的
に
十
勝
内

外
へ
発
信
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

す
る
と
、徐
々
に
新
た
な
動
き
が
見
え
始
め
た
。フ

ー
ド
バ
レ
ー
と
か
ち
へ
の
理
解
が
進
み
、地
域
の
さ
ま

ざ
ま
な
プ
レ
ー
ヤ
ー
た
ち
が
自
転
し
だ
し
た
の
だ
。

た
と
え
ば
、十
勝
産
小
麦
を
使
っ
た
商
品
が
あ
げ
ら

れ
る
。
十
勝
は
国
産
小
麦
の
約
四
分
の
一
を
生
産
す
る

日
本
一
の
小
麦
生
産
地
で
あ
る
が
、十
勝
産
小
麦
を
使

っ
た
商
品
開
発
は
こ
れ
ま
で
限
定
的
で
あ
っ
た
。

十
勝
産
小
麦
に
関
す
る
情
報
提
供
や
、普
及
拡
大

に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
取
り
組
み
、成
果
と
し
て

十
勝
産
小
麦
麺
と
十
勝
牛
の
ひ
き
肉
を
使
っ
た「
十
勝

牛
じ
ゃ
ん
麺
」、十
勝
産
小
麦
と
十
勝
産
の
ジ
ャ
ガ
イ

モ
デ
ン
プ
ン
を
麺
に
使
っ
た「
十
勝
じ
ゃ
が
麺
」、そ
の

他
に
も
十
勝
産
小
麦
を
使
っ
た
パ
ス
タ
、ピ
ザ
、ラ
ー
メ

ン
、う
ど
ん
、パ
ン
な
ど
、多
種
多
様
な
小
麦
製
品
の
商

品
化
を
す
る
こ
と
で
、十
勝
の
食
の
価
値
を
創
出
し
て

い
る
。商

品
化
し
た
小
麦
製
品
は
、地
域
の
お
店
で
提
供
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。二
〇
一
一
年
七
月
に
は
十
勝
で
初

と
な
る
本
格
ロ
ー
ル
式
製
粉
工
場
が
稼
動
を
開
始
し
、

十
勝
産
小
麦
の
一
層
の
普
及
拡
大
が
進
ん
で
い
る
。

ま
た
、十
勝
の
魅
力
を
圏
外
の
方
に
知
っ
て
も
ら
う

た
め
、十
勝
の
豊
富
な
農
林
水
産
物
や
そ
の
生
産
者
、

生
産
現
場
な
ど
を
、「
地
域
資
源
」
と
し
て
多
角
的
に

活
用
し
た
観
光
ツ
ア
ー
の
造
成
を
し
て
い
る
。

代
表
的
な
も
の
は
、十
勝
産
小
麦
の
付
加
価
値
向
上

の
た
め
の「
ベ
ー
カ
リ
ー
キ
ャ
ン
プ
」で
あ
る
。プ
ロ
向

け
の
パ
ン
づ
く
り
講
習
会
を
中
心
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
、

二
〇
一
一
年
の
ベ
ー
カ
リ
ー
キ
ャ
ン
プ
に
は
、十
勝
内

外
か
ら
延
べ
三
六
三
人
の
方
が
参
加
し
、遠
く
は
愛
知

県
・
岐
阜
県
・
京
都
府
な
ど
か
ら
も
参
加
し
て
い
た
だ
い

た
。
従
来
パ
ン
に
向
か
な
い
と
言
わ
れ
て
い
た
が
、十
勝

産
小
麦
を
使
っ
た
パ
ン
講
習
会
を
実
施
し
、参
加
者
に

十
勝
産
小
麦
の
よ
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
ほ
か
、十
勝
管

内
を
巡
る
バ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施
す
る
こ
と
で
、十
勝
産

小
麦
だ
け
で
な
く
地
域
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
に

も
役
立
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、地
域
資
源
を
活
か
し
た
ツ
ア
ー
の
実

施
に
よ
り
、十
勝
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
も
ら
い
、意
識
し

て
十
勝
の
食
材
を
購
入
し
た
り
、十
勝
へ
観
光
で
訪
れ

た
り
と
い
う
行
動
に
つ
な
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。

オ
ー
ル
十
勝
で
一
挙
ま
い
進

取
り
組
み
の
多
く
は
地
域
の
人
た
ち
が
自
主
的
に

行
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、行
政
は
そ
の
Ｐ
Ｒ
へ
の
協
力
、

必
要
と
な
る
人
や
モ
ノ
、支
援
制
度
の
紹
介
な
ど
、意

欲
の
あ
る
方
々
の
活
動
を
側
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

る
。ま

た
、生
産
者
や
企
業
、関
係
団
体
な
ど
に
対
し
、

食
や
農
林
漁
業
に
関
す
る
最
新
情
報
を
紹
介
し
た
り
、

日
本
を
代
表
す
る
食
品
企
業
に
よ
る
十
勝
へ
の
エ
ー
ル

を
込
め
た
講
演
会
や
セ
ミ
ナ
ー
の
企
画
を
行
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
は
、地
元
企
業
同
士
が
技
術
・
資
源
や
要
望
を

マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
場
を
つ
く
り
、地
域
の
プ
レ
ー
ヤ
ー

が
新
た
な
商
品
や
事
業
を
生
み
出
す
き
っ
か
け
づ
く

り
も
手
掛
け
始
め
た
。

フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
か
ち
を
進
め
る
体
制
が
整
い
、今
、

さ
ま
ざ
ま
な
商
品
開
発
や
活
動
が
、地
域
で
進
ん
で

き
て
は
い
る
が
、よ
う
や
く
緒
に
つ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
も
、関
係
機
関
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、地
域
の

や
る
気
を
サ
ポ
ー
ト
し
、オ
ー
ル
十
勝
の
産
業
振
興
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。	

まちづくり むらづくり
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書評

書
評

普
及
指
導
員（
元
は
農
業
改
良
普
及
員
）と
呼
ば
れ

て
い
る
人
た
ち
は
、現
在
で
も
全
国
に
約
六
五
〇
〇
人

い
る
が
、三
〇
年
前
と
比
べ
る
と
ほ
ぼ
半
減
し
て
い
る
。

百
姓
の
生
き
方
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
あ
り
、技
術
や
経

営
、販
売
の
指
導
は
そ
の
一
面
に
す
ぎ
な
い
。
普
及
指

導
員
は
資
格
要
件
を
高
学
歴
に
す
る
こ
と
で
資
質
の

向
上
を
図
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、逆
効
果
だ
ろ
う
。

生
き
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
と
は
自
分
の
価
値
観（
人
生

観
・
思
想
）を
土
台
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。そ
れ
は

技
術
指
導
や
経
営
指
導
に
も
反
映
し
て
し
ま
う
。こ
の

価
値
観
は
学
歴
と
は
関
係
な
く
、百
姓
と
の
付
き
合
い

の
仕
方
で
練
ら
れ
て
い
く
。こ
の
こ
と
が
と
て
も
重
要
だ

が
、説
明
し
に
く
い
。

こ
の
本
は
そ
れ
を
説
明
し
た
見
本
だ
ろ
う
。
著
者
の

堀
井
氏
は
全
国
的
に
も
よ
く
知
ら
れ
た
普
及
指
導
員

で
あ
る
。
彼
は
自
分
の
生
き
方
の
延
長
線
上
に
、普
及

指
導
員
の
仕
事
が
あ
る
ん
だ
な
、と
感
心
さ
せ
ら
れ
る
。

そ
れ
が
公
務
員
と
し
て
、最
も
ま
と
も
で
自
然
な
ス
タ

イ
ル
に
見
え
て
く
る
か
ら
不
思
議
で
あ
る
。

主
な
内
容
は
堀
井
氏
が
二
〇
年
余
り
を
務
め
た
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
農
事
通
信
員
の
原
稿
か
ら
な
る
。
実
に
よ
く
彼

の
ま
な
ざ
し
の
注
ぎ
方
、つ
ま
り
生
き
方
を
さ
ら
け
出

し
て
く
れ
て
い
る
。
何
よ
り
も
話
題
の
豊
富
さ
に
圧
倒

さ
れ
る
。も
み
殻
で
ご
は
ん
を
炊
く
方
法
、ワ
ラ
ビ
を
栽

培
す
る
方
法
、ス
ズ
メ
バ
チ
を
ブ
ド
ウ
ジ
ュ
ー
ス
で
捕
ま

え
る
話
、田
ん
ぼ
に
シ
マ
ヘ
ビ
が
多
い
理
由
、カ
ラ
ス
の
撃

退
法
、大
根
を
柿
で
漬
け
物
に
す
る
方
法
、越
後
の
春

は
北
か
ら
来
る
こ
と
、日
本
語
だ
け
で
自
由
に
海
外
旅

行
を
す
る
方
法
、花
火
四
尺
玉
の
打
ち
上
げ
方
な
ど
。

私
は
三
月
に
あ
ぜ
塗
り
を
す
る
話
や
リ
ン
ゴ
風
呂
で

浴
槽
の
汚
れ
が
落
ち
る
こ
と
、新
潟
の
赤
ト
ン
ボ
は
朝

に
羽
化
す
る
こ
と
、ス
ゲ
笠
が
今
も
つ
く
ら
れ
て
い
る
こ

と
に
と
て
も
驚
い
た
。

そ
れ
に
し
て
も
「
普
及
員
は
百
姓
の
前
で
は
革
靴
を

履
く
な
、ネ
ク
タ
イ
を
す
る
な
」
と
堀
井
氏
に
教
え
た

の
は
、敬
愛
す
る
百
姓
だ
っ
た
。こ
れ
は
姿
格
好
の
問

題
で
は
な
い
。田
畑
の
ど
の
位
置
に
入
り
込
む
か
を
常

に
問
わ
れ
続
け
る
普
及
指
導
員
の
覚
悟
の
問
題
な
の
だ
。

堀
井
氏
は
、新
潟
の
百
姓
た
ち
と
上
京
し
て
ト
ラ
ク

タ
ー
デ
モ
を
行
う
事
務
局
を
引
き
受
け
た
の
は
い
い
が
、

帰
り
の
ト
ラ
ク
タ
ー
運
送
費
一
〇
〇
万
円
を
計
上
し
て

い
な
か
っ
た
こ
と
に
気
付
い
た
。さ
て
、ど
う
し
た
と
思

わ
れ
る
だ
ろ
う
か
。都
内
を
駆
け
回
っ
て
、な
ん
と
一
日

で
寄
付
を
集
め
て
し
ま
っ
た
の
だ
。こ
れ
が
彼
の
生
き

方
に
対
す
る
、人
間
の
呼
応
な
の
で
あ
る
。	

『
人
生
は
じ
け
て
』

堀
井 
修
著

指
導
員
ら
し
さ
と
は

宇
根　

豊

（
百
姓
）

読まれてます　三省堂書店農水省売店（平成24年6月１日～平成24年6月３0日・価格は税込）

（新潟日報事業社・2,000 円 税込）

タイトル 著者 出版社 定価
1 TPPはいらない！ グローバリゼーションからジャパナイゼーションへ 篠原 孝/著 日本評論社 1,680円

2 農は甦る 常識を覆す現場から 吉田 忠則/著 日本経済新聞出版社 1,890円

3 TPPで日本は世界一の農業大国になる ついに始まる大躍進の時代 浅川 芳裕/著 ベストセラーズ 1,575円

4 WTOドーハ・ラウンド10年の軌跡 山田 修路/著 大成出版社 945円

5 食の終焉 ポール・ロバーツ/著 ダイヤモンド社 2,940円

6 限界集落の真実 過疎の村は消えるか？ 山下 祐介/著 筑摩書房 924円

7 世界の農業環境政策 先進諸国の実態と分析枠組みの提案 荘林 幹太郎、木下 幸雄、
竹田 麻里/著 農林統計協会 2,940円

8 食糧危機にどう備えるか 求められる日本農業の大転換 柴田 明夫/著 日本経済新聞出版社 1,890円

9 TPP不参加 戸別所得補償の継続 そこに日本農業・日本社会の展望がかかる 服部 信司/著 農林統計協会 1,890円

10 日本の水産業は復活できる！ 水産資源争奪戦をどう闘うか 片野 歩/著 日本経済新聞出版社 1,680円
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ア
グ
リ
フ
ー
ド
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
は
、「
国
産
へ
の
こ
だ
わ
り
」「
農
と
食
を
つ
な
ぐ
」を
テ
ー
マ
に
し
た

展
示
商
談
会
で
す
。た
く
さ
ん
の
出
展
者
・
来
場
者
か
ら
い
た
だ
く
声
を
も
と
に
、会
期
中
の

商
談
、会
期
後
の
対
応
に
か
か
る
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
主
催
す
る
日
本
公
庫
が
一
部
を
ま
と
め

て
報
告
し
ま
す
。ぜ
ひ
、参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ア
グ
リ
フ
ー
ド
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ・ス
ペ
シ
ャ
ル

プ
ロ
農
業
者
た
ち
の
国
産
農
産
物・加
工
食
品
展
示
商
談
会

ア
グ
リ
フ
ー
ド
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
は
国
産
ブ
ラ

ン
ド
を
支
え
る
農
業
者
や
食
品
製
造
・

加
工
業
者
の
皆
さ
ま
に
広
域
的
な
販
路

拡
大
の
機
会
を
ご
提
供
す
る
目
的
で
、

二
〇
〇
六
年
か
ら
こ
れ
ま
で
、東
京
で

六
回
、大
阪
で
五
回
開
催
し
て
き
ま
し

た
。国
内
農
業
や
国
産
農
産
物
に
対
す

る
関
心
の
高
ま
り
な
ど
を
背
景
に
、来

場
者
数
、出
展
者
数
と
も
に
順
調
に
推

移
し
て
き
て
い
ま
す
。

出
展・商
談
の
ポ
イ
ン
ト

会
期
中
は
、売
り
場
に
陳
列
さ
れ
た

と
き
に
目
を
引
く
包
装
な
ど
、実
際
の

売
り
方
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
展
示
す
る
こ

と
が
バ
イ
ヤ
ー
に
向
け
た
ア
ピ
ー
ル
に

つ
な
が
り
ま
す
。

「
木
の
箱
に
入
れ
る
」だ
け
で
ギ
フ
ト

商
品
に
な
っ
た
と
成
約
し
た
例
も
あ
り

ま
す
。流
通
資
材（
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
や

段
ボ
ー
ル
）の
利
用
で
、市
場
や
直
売
所

の
雰
囲
気
を
演
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。ま

た
、試
食
・
試
飲
に
よ
る
味
の
確

認
に
と
ど
ま
ら
ず
、来
場
者
へ
の
対
応

や
商
談
の
様
子
を
離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら

う
か
が
っ
て
い
る
バ
イ
ヤ
ー
も
い
ま
す
。

「
ブ
ー
ス
の
盛
況
」
は
成
約
に
い
た
る

大
き
な
要
因
に
な
り
ま
す
。活
気
あ
る

ブ
ー
ス
が
バ
イ
ヤ
ー
へ
の
安
心
感
、ヒ
ッ

ト
性
の
演
出
に
つ
な
が
り
ま
す
。

会
期
後
は
、バ
イ
ヤ
ー
や
商
談
先
へ

会
場
で
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
取

り
ま
と
め
て
、メ
ー
ル
で
送
る
と
効
果

が
あ
り
ま
す
。

バ
イ
ヤ
ー
は
営
業
で
不
在
に
し
て
い

る
こ
と
が
多
い
た
め
、後
か
ら
必
ず
メ

ー
ル
を
確
認
し
て
お
り
、記
録
に
も
残

■出展の成果は？

■出展者数　合計／564社　511小間　※共同出展者含む

55.6％

50.9％

42.7％

33.3％

30.8％

■登録来場者数　公式登録総来場者数　12,327名

サンプルの依頼

新規顧客の開拓

既存顧客との交流

同業社との交流

異業種との交流

■来場の目的は？

第6回アグリフードＥＸＰＯ東京2011　来場者・出展者分析

45.8％

41.5％

30.6％

17.7％

3.7％

情報収集

新商品、新メニュー開発

新規取引先の開拓

取引相手先との交流

生産の効率化

※複数回答可。回答数が多い順に上位5つを表示
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る
の
で
便
利
で
す
。

ま
た
、早
い
レ
ス
ポ
ン
ス
が
商
談
を
ス

ム
ー
ズ
に
進
め
る
コ
ツ
で
、成
約
に
つ
な

が
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

バ
イ
ヤ
ー
と

出
展
者
た
ち
は
語
る

聞
き
手
・
日
本
政
策
金
融
公
庫

総
合
支
援
部

東
京
青
果
株
式
会
社（
東
京
都
）の

開
発
第
二
部
・
大
畑
誠
司
副
部
長
を
訪

問
。国

内
最
大
の
青
果
卸
売
企
業
バ
イ

ヤ
ー
か
ら
の
声
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

―
ア
グ
リ
フ
ー
ド
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
へ
の
ご
来

場
の
目
的
は
？

新
し
い
素
材
や
商
材
を
探
し
に
行
き

ま
す
。
毎
年
参
加
し
て
い
ま
す
が
、商

品
を
説
明
す
る
方
が
比
較
的
若
く
、熱

心
な
方
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
な
、と

感
じ
ま
す
。

―
取
引
で
重
視
す
る
点
は
？

今
ま
で
に
な
い
、「
差
別
化
」さ
れ
た

商
品
で
あ
る
こ
と
で
す
。
差
別
化
と
は

た
と
え
ば
、安
全
・
安
心
、安
定
供
給
、

規
格
、こ
だ
わ
り
な
ど
で
す
。特
徴
の
な

い
商
品
は
価
格
競
争
に
陥
っ
て
し
ま
い

ま
す
か
ら
ね
。

ま
た
、開
発
第
二
部
で
は
、主
に
外

食
・
中
食
業
向
け
の
青
果
物
を
取
り

扱
っ
て
お
り
、業
務
用
、ア
ク
テ
ィ
ブ
シ

ニ
ア
向
け
、コ
ン
ビ
ニ
で
の
野
菜
販
売
と

い
っ
た
テ
ー
マ
性
も
重
視
し
て
い
ま
す
。

ト
レ
ン
ド
に
合
っ
た
商
品
開
発
が
ポ
イ

ン
ト
で
す
。

―
出
展
者
の
皆
さ
ま
へ
ア
ド
バ
イ
ス

が
あ
れ
ば
お
願
い
し
ま
す
。

自
社
の
製
品
に
ど
の
よ
う
な
強
み
が

あ
り
、ど
う
や
っ
て
販
売
し
て
い
き
た

い
の
か
、出
展
の
目
的
と
出
展
者
の
意

思
を
明
確
に
示
す
こ
と
が
重
要
で
す
。

こ
の
よ
う
な
出
展
者
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

伝
え
ら
れ
る
よ
う
な
工
夫
を
し
て
い
れ

ば
、日
が
た
っ
て
も
バ
イ
ヤ
ー
に
印
象

が
残
り
ま
す
か
ら
ね
。

ま
た
、事
前
情
報
と
し
て
、ア
グ
リ

フ
ー
ド
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
し
て
か
ら
参
加
し
ま
す

の
で
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
情

報
も
重
要
で
す
。

畜
産
業
を
営
む
株
式
会
社
ノ
ベ
ル
ズ

（
北
海
道
）の
西
尾
康
宏
取
締
役
を

訪
問
。

東
京
と
大
阪
で
七
回
の
出
展
経
験

を
持
つ
農
業
法
人
か
ら
の
声
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

―
ア
グ
リ
フ
ー
ド
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
に
出
展

し
よ
う
と
思
っ
た
動
機
は
？

自
分
た
ち
で
商
品
価
値
を
説
明
し
、

卸
と
の
相
対
取
引
や
消
費
者
と
の
直

接
取
引
に
挑
戦
す
る
た
め
で
す
。「
十

勝
ハ
ー
ブ
牛
」の
認
知
度
を
高
め
、販

路
拡
大
を
目
指
す
機
会
と
し
て
ア
グ

リ
フ
ー
ド
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
を
利
用
し
て
い
ま

す
。
餌
の
ハ
ー
ブ
が
健
康
に
よ
い
こ
と
、

そ
の
き
め
細
や
か
な
肉
質
な
ど
を
徹
底

的
に
説
明
す
る
機
会
を
得
て
、徐
々
に

認
知
さ
れ
て
き
た
と
感
じ
ま
す
。

―
出
展
し
て
よ
か
っ
た
点
は
？

他
の
展
示
会
と
比
べ
て
、生
産
者
が

数
多
く
出
展
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
魅
力

と
感
じ
ま
す
。生
産
者
と
直
接
話
が
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
バ
イ
ヤ
ー
が
多
数

来
ら
れ
る
の
で
、効
率
よ
く
宣
伝
で
き
、

何
よ
り
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
が
合
っ
て
い
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、新
し
い
お
客
さ
ま
と
の
名
刺

交
換
だ
け
で
な
く
、既
に
取
引
の
あ
る

お
客
さ
ま
と
挨
拶
が
で
き
る
の
も
う
れ

し
い
で
す
。地
方
の
生
産
者
で
あ
れ
ば
、

バ
イ
ヤ
ー
の
方
々
が
遠
路
は
る
ば
る
足

を
運
ん
で
い
た
だ
け
る
機
会
は
少
な
い

の
で
、本
当
に
貴
重
な
機
会
で
す
。

―
商
談
を
進
め
る
ポ
イ
ン
ト
は
？

生
産
者
は
皆
、自
分
た
ち
が
つ
く
っ

て
い
る
も
の
が
一
番
「
お
い
し
い
」
と
自

負
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、バ
イ
ヤ
ー

や
消
費
者
の
評
価
と
は
、相
当
な
開
き

が
あ
る
と
感
じ
ま
す
。バ
イ
ヤ
ー
や
消

費
者
の
評
価
に「
真し

ん
し摯
に
、謙
虚
に
」
目

を
向
け
、耳
を
傾
け
、そ
の
評
価
を
製

品
づ
く
り
に
反
映
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

＊　
　
　
＊　
　
　
＊

ア
グ
リ
フ
ー
ド
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
へ
の
来
場
者

お
よ
び
出
展
者
か
ら
は
満
足
度
の
高
い

声
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。関
係
者
の

皆
さ
ま
の
ご
協
力
の
た
ま
も
の
で
あ
り
、

こ
こ
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
国
産
ブ
ラ
ン
ド
を
支
援

す
る
た
め
、よ
り
質
の
高
い
展
示
商
談
会

を
目
指
し
、出
展
者
や
来
場
者
の
ご
期

待
、ご
要
望
に
お
応
え
し
て
い
き
ま
す
。

今
後
と
も
ア
グ
リ
フ
ー
ド
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ

を
ご
愛
顧
の
ほ
ど
、心
よ
り
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。	

	

アグリフードＥＸＰＯ・スペシャル

株式会社ノベルズの西尾康宏取締役
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●
交
叉
点
●

五
月
三
〇
日
か
ら
六
月
一
日
ま
で
の

三
日
間
、カ
ン
ボ
ジ
ア
・
シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ

市
で
、ア
ジ
ア
太
平
洋
農
村
・
農
業
金

融
協
会（
Ａ
Ｐ
Ｒ
Ａ
Ｃ
Ａ
）の
第
六
一
回

理
事
会
・
第
一
八
回
総
会
と
地
域
フ
ォ

ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。日
本
公

庫
農
林
水
産
事
業
を
含
め
、Ａ
Ｐ
Ｒ
Ａ

Ｃ
Ａ
加
盟
二
三
カ
国
、六
〇
機
関
な
ど

か
ら
七
五
名
が
参
加
し
ま
し
た（
写
真

１
）。理

事
会
・
総
会
で
は
、事
務
局
よ
り

提
案
さ
れ
た
各
議
題
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
特
に
今
後
の
Ａ
Ｐ
Ｒ
Ａ
Ｃ
Ａ
の
中
長

期
的
な
活
動
計
画
案
に
議
論
が
集
中

し
、今
回
承
認
さ
れ
た
活
動
計
画
の
草

案
を
も
と
に
、専
門
委
員
が
最
終
案
を

取
り
ま
と
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、主
に
農
産

物
の
付
加
価
値
創
造
の
あ
り
方
や
環
境

保
全
に
貢
献
す
る
金
融
手
法
、リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
戦
略
の
強
化
な
ど
に
つ
い

て
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
議
後
の
現
地
視
察
で
は
、各
国
の

会
議
参
加
者
と
と
も
に
シ
ル
ク
フ
ァ
ー

ム
や
地
元
産
品
直
売
所
の
ほ
か
ア
ン
コ

ー
ル
ワ
ッ
ト
を
訪
問
し
ま
し
た
。

活
気
あ
る
カ
ン
ボ
ジ
ア

シ
ル
ク
フ
ァ
ー
ム
で
は
、蚕
の
育
成
か

ら
製
糸
、染
色
、手
織
り
に
至
る
ま
で
の

伝
統
的
な
絹
織
物
の
製
造
工
程
を
見

学
し
ま
し
た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
シ
ル
ク
は

黄
色
味
が
強
く
、「
黄
金
の
生
糸
」と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
東
南
ア
ジ
ア
の
シ
ル

ク
と
い
え
ば
隣
国
の
タ
イ
が
有
名
で
す

が
、か
つ
て
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
も
絹
織

物
が
盛
ん
で
し
た
。し
か
し
、長
く
続
い

た
内
戦
の
影
響
に
よ
り
カ
ン
ボ
ジ
ア
の

絹
織
物
は
衰
退
し
て
し
ま
い
、現
在
は

Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
の
支
援
で
再
興
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

次
に
訪
れ
た
地
元
産
品
直
売
所
は
、

貧
困
農
民
支
援
の
た
め
の
小
規
模
融
資

制
度
で
あ
る
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
を

活
用
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て

設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。
地
元
産
の
せ

っ
け
ん
や
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
な
ど
の
生
活
雑

貨
の
ほ
か
、ジ
ャ
ム
や
ス
パ
イ
ス
な
ど
が

お
土
産
用
と
し
て
デ
ザ
イ
ン
の
よ
い
包

装
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
主
な
タ

ー
ゲ
ッ
ト
を
観
光
客
と
し
て
い
る
た
め

か
、ジ
ャ
ム
の
小
瓶
が
四
㌦
程
度
と
そ

れ
ほ
ど
安
く
は
な
い
の
で
す
が
、商
品
に

は
地
元
産
品
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る

シ
ー
ル
が
貼
ら
れ
て
お
り
、安
心
し
て

購
入
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す（
写

真
２
）。

ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
の
周
囲
は
堀
で
囲

ま
れ
て
お
り
、寺
院
と
い
う
よ
り
城
塞

を
思
わ
せ
る
外
観
で
し
た
。一
二
世
紀

前
半
と
い
え
ば
、わ
が
国
で
は
鎌
倉
幕

府
が
成
立
す
る
少
し
前
の
時
代
で
す
が
、

そ
の
頃
に
既
に
こ
れ
ほ
ど
大
規
模
な
石

造
り
の
寺
院
を
建
設
し
て
い
た
こ
と
に

感
銘
を
受
け
ま
し
た（
写
真
３
）。

ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
の
周
辺
に
は
そ
の

ほ
か
に
も
た
く
さ
ん
の
遺
跡
群
が
あ
り
、

そ
れ
ら
を
合
わ
せ
て
「
ア
ン
コ
ー
ル
遺

跡
」
と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
に
登

録
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
の
遺
跡
の
中
で
も
、ベン
メ
リ
ア

と
タ・
プ
ロ
ー
ム
は
残
さ
れ
た
建
造
物
に

ガ
ジ
ュ
マ
ル
の
樹
の
根
が
絡
み
つい
て
お
り
、

ア
ニ
メ
映
画
「
天
空
の
城
ラ
ピ
ュ
タ
」
を

想
わ
せ
、日
本
人
観
光
客
に
人
気
で
す
。

シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ
市
は
ア
ン
コ
ー
ル
ワ

ッ
ト
観
光
を
軸
と
し
て
開
発
が
進
め

ら
れ
て
お
り
、活
気
に
満
ち
て
い
ま
し

た
。カ
ン
ボ
ジ
ア
を
訪
れ
る
観
光
客
の
数

は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、二
〇
一
一

年
に
は
二
五
〇
万
人
を
突
破
し
ま
し

た
。観
光
客
数
の
増
加
に
伴
っ
て
シ
ェ
ム

リ
ア
ッ
プ
州
の
人
口
も
増
加
し
て
お
り
、

現
在
で
は
九
〇
万
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

実
際
、シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ
市
郊
外
で
も
建

設
中
の
新
築
マ
ン
シ
ョ
ン
が
多
く
見
ら
れ

カ
ン
ボ
ジ
ア
国
際
会
議
に
出
席

シェムリアップ市
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ま
し
た
。

伸
び
し
ろ
大
き
い
農
業

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
国
土
は
日
本
の
約
半

分
の
一
八
万
平
方
㌔
メ
ー
ト
ル
で
、人
口

は
一
四
八
〇
万
人
で
す
。
主
な
輸
出
品

は
衣
類
で
、輸
出
額
全
体
の
お
よ
そ
八

割
を
占
め
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
農

業
も
重
要
な
産
業
で
あ
り
、就
業
者
の

お
よ
そ
七
割
が
従
事
し
、Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
対

す
る
比
率
も
約
三
五
％
と
高
い
割
合
を

占
め
て
い
ま
す
。

シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ
市
周
辺
は
大
規
模

な
稲
作
地
帯
で
す
が
、か
ん
が
い
施
設

が
十
分
に
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、雨
水

を
利
用
し
た
一
期
作
し
か
で
き
な
い
水

田
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
し
か
し
、こ
の
こ

と
は
言
い
換
え
れ
ば
、カ
ン
ボ
ジ
ア
農
業

が
大
き
な
伸
び
し
ろ
を
持
っ
て
い
る
と

も
い
え
ま
す
。
今
後
、か
ん
が
い
施
設
整

備
が
進
み
、十
分
な
水
を
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
れ
ば
、温
暖
な
気
候
と
豊
か

な
土
壌
を
生
か
し
た
二
期
作
、三
期
作

が
可
能
と
な
り
、品
種
改
良
や
農
作
業

の
機
械
化
も
併
せ
て
飛
躍
的
な
生
産
性

の
向
上
が
期
待
で
き
ま
す
。

昨
年
の
タ
イ
大
洪
水
も
影
響

内
戦
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
カ
ン
ボ
ジ
ア

で
す
が
、内
戦
終
結
か
ら
既
に
二
〇
年

が
経
過
し
シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ
市
周
辺
の

地
雷
除
去
も
完
了
し
た
た
め
治
安
も

よ
く
、街
中
で
は
そ
の
面
影
は
感
じ
ら

れ
ま
せ
ん
。一
方
で
、き
れ
い
に
整
備
さ

れ
て
い
る
は
ず
の
道
路
が
、至
る
と
こ
ろ

で
浸
食
さ
れ
て
で
こ
ぼ
こ
に
な
っ
て
お
り
、

車
の
通
行
に
支
障
を
き
た
す
ほ
ど
で
す
。

こ
れ
は
、昨
年
の
タ
イ
を
中
心
に
発
生

し
た
大
洪
水
の
影
響
で
道
路
が
冠
水
し

た
た
め
と
の
こ
と
で
し
た
。日
本
で
は
当

時
、タ
イ
の
被
害
状
況
ば
か
り
が
報
道

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、カ
ン
ボ
ジ
ア
で
も

同
様
に
洪
水
被
害
を
受
け
て
い
た
こ
と

を
、こ
こ
を
訪
れ
て
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

洪
水
被
害
の
影
響
は
見
ら
れ
る
も
の

の
、カ
ン
ボ
ジ
ア
経
済
自
体
は
世
界
的

な
景
気
後
退
ム
ー
ド
の
中
で
も
比
較
的

好
調
で
、ア
ジ
ア
開
発
銀
行（
Ａ
Ｄ
Ｂ
）

の
経
済
見
通
し
で
も
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
経

済
成
長
率
を
二
〇
一
二
年
は
六・五
％
、

二
〇
一
三
年
は
さ
ら
に
高
い
七・〇
％
と

予
想
し
て
い
ま
す
。

観
光
業
だ
け
で
な
く
農
業
の
伸
び
し

ろ
も
大
き
く
、将
来
に
向
け
て
活
気
に

満
ち
て
い
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
今
後
の
発
展

が
楽
し
み
で
す
。

（
情
報
戦
略
部
　
林 

活
歩
）

韓
国
の
信
用
保
証
機
関
の

視
察
団
を
受
け
入
れ

日
本
公
庫
札
幌
支
店
農
林
水
産
事

業
は
、六
月
二
六
日
、韓
国
の
政
府
系
信

用
保
証
機
関
で
あ
る
江
原
信
用
保
証

財
団
の
全
相
浩
理
事
長
以
下
一
○
名
の

視
察
団
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、日
本
公
庫
か
ら
北
海
道
農
業

の
あ
ら
ま
し
や
日
本
の
農
業
金
融
の
概

要
に
つ
い
て
説
明
。
続
い
て
、日
韓
の
農

業
の
生
産
現
場
の
状
況
や
農
業
金
融
の

違
い
な
ど
に
つ
い
て
熱
心
に
情
報
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
韓
国
・
江
原
地
区

に
似
た
北
海
道
農
業
の
特
徴
を
知
る
こ

と
が
で
き
勉
強
に
な
っ
た
。
今
後
の
業

務
に
役
立
て
た
い
」
な
ど
の
コ
メ
ン
ト
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。	

（
札
幌
支
店
）日韓の農業の様子を学ぶよい機会になりました
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「
農
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」を
開
催

日
本
公
庫
広
島
支
店
農
林
水
産
事

業
は
、六
月
三
〇
日
、広
島
県
内
で
農

業
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
に
取
り
組
む
農
業

経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

目
的
と
し
て「
第
一
回
広
島
県
農
業
経

営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」を
開

催
し
、県
内
で
活
動
す
る
一
九
名
の
農

業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。

参
加
者
か
ら
現
在
の
活
動
状
況
な
ど

の
報
告
を
い
た
だ
い
た
後
、公
庫
か
ら
農

業
制
度
資
金
の
概
要
を
紹
介
。続
い
て
、

今
後
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
間
の
連
携
の
あ

り
方
や
、広
島
県
の
主
要
施
策
で
あ
る

集
落
営
農
の
組
織
化
推
進
な
ど
に
つ
い

て
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

	

（
広
島
支
店
）

「
北
部
九
州
農
業
・
食
品
産
業

経
営
者
交
流
会
」を
開
催

日
本
公
庫
福
岡
支
店
、佐
賀
支
店
、

大
分
支
店
は
、七
月
三
日
、福
岡
市
に
て

「
北
部
九
州
農
業
・
食
品
産
業
経
営
者

交
流
会
」
を
開
催
し
、一
二
一
名
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
会
で
は
、株
式
会
社
良
品
計
画	

代
表
取
締
役
会
長（
兼
）執
行
役
員
の

松
井
忠
三
氏
よ
り「
良
品
計
画	

驚
異
の

Ｖ
字
回
復
と
成
長
の
秘
訣
」
と
題
し
て

同
社
の
企
業
改
革
に
つ
い
て
ご
講
演
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

交
流
会
で
は
、農
食
連
携
、地
産
・
地

消
な
ど
を
テ
ー
マ
に
北
部
九
州
の
農
業

振
興
に
つ
な
が
る
率
直
な
意
見
が
交
換

さ
れ
、農
業
経
営
者
と
食
品
産
業
経
営

者
の
活
発
な
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

	（
福
岡
支
店
、佐
賀
支
店
、大
分
支
店
）

現在の活動状況などを報告する参加者

新たなビジネスに向けたマッチングの場としても
活用された

「技術の窓」農業の最新技術情報を提供しています！
日本政策金融公庫農林水産事業では、「技術は経営の基盤」の考えのもと、農
業関係試験研究機関などの研究成果や現場で役立つ実用化技術のポイント
をまとめた最新技術情報「技術の窓」をホームページ上で毎月提供しています。
メール配信サービスでは、これらの更新情報をお知らせしていますの
で、登録がお済みでない方は、日本政策金融公庫農林水産事業ホーム
ページ（http://www.jfc.go.jp/a/）にアクセスしてご登録ください。

「技術の窓」のバックナンバーは、
日本政策金融公庫農林水産事業ホームページ
「お役立ち情報」をクリック！
「最新技術情報（技術の窓）」でご覧ください
http://www.jfc.go.jp/a/information/technology.html

技術の窓 No.1854

地域資源を利用した食品の開発と地場食品産業の支援は、公立研究機
関の重要な課題です。この目的に沿って、茨城県工業技術センターでは煎
餅の多様化・高度化に取り組んでいます。その中で、地域資源の一つであ
るサツマイモを使用した煎餅について、実用的な製品を開発していますの
で、その概要を紹介します。

サツマイモを加えて焼いた煎餅

写真 使用したタマユタカ
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東日本大震災で被災された皆さまに、心よりお見舞い申し上げます。
日本公庫農林水産事業では、被害を受けた農林漁業者や食品加工・流通業者の皆さまからのご相談に的確に対応するため、
各種支援策を実施し、被災された皆さまや地域の復旧・復興に向けて全力でサポートしています。

電話相談及び
相談窓口の実施

Ⅱ 主な地域の相談窓口

Ⅰ 対象となる方（注1）

Ⅱ 制度の概要

農林漁業者及び
食品産業事業者向け
特例融資制度

返済相談などへの
柔軟な対応

東日本大震災により
被災された皆さまへの支援策について

都県名

青森
岩手
宮城
秋田
山形
福島

支店名

青森
盛岡
仙台
秋田
山形
福島

電話番号

0120-911-495
0120-911-539
0120-911-547
0120-911-498
0120-926-485
0120-959-046

都県名

茨城
栃木
群馬
千葉
長野
東京

支店名

水戸
宇都宮
前橋
千葉
長野
東京

電話番号

0120-926-427
0120-959-042
0120-926-481
0120-926-471
0120-911-598
0120-911-624

特例融資の内容 対象資金
1. 償還期限・据置期間の延長
償還期限及び据置期間を、制度上それぞれ3年延長

2. 実質無利子化
利子助成機関からの利子助成により、一定期間（最長18年間（林業のみ最長15年間））貸付利
率を実質無利子化（注2）

3. 実質的な無担保・無保証人融資
原則として、以下の取扱いとします。
●担　保 ： 融資対象物件に限る（運転資金の場合等は不要）
●保証人 ： 個人の場合は不要、法人の場合は代表者のみ

4. 融資限度額の引き上げ
（1）農林漁業セーフティネット資金（資金使途：運転資金）

残高通算で1,200万円（特に必要と認められる場合は年間経営費の12／12相当額又は粗
収益の12／12相当額のいずれか低い額）

（2）農林漁業施設資金（主務大臣指定施設）（資金使途 ： 災害復旧）
負担額又は1施設当たり1,200万円（漁船は7,000万円）のいずれか低い額

（３）経営体育成強化資金（Ⅰ「対象となる方」の１に限る）
≪再建整備資金（注3）≫
個人2,000万円（特認3,500万円、特定5,000万円）、法人8,000万円
≪償還円滑化資金（注4）≫
経営改善計画の５年間（特認25年間）において支払われるべき負債の各年の支払額の合計額
なお、本資金の貸付額の合計限度額は以下のとおり
個人2億5,000万円、法人8億円

（４）漁業経営安定資金（Ⅰ「対象となる方」の１に限る）
≪償還円滑化資金（注5）≫
対象資金に漁業近代化資金を加える等と共に、漁業経営安定計画の５年間（特認10年間）
において支払われるべき負債の各年の支払額の合計額と所定の金額から算出される額の
いずれか低い額

5. その他の制度拡充
借入金の一部を資本とみなすことができる資本的劣後ローンを創設

平成23年3月11日以降に発生した地震に起因する以下のいずれかの要件を満たす農林漁業者等
1.本人の被災が罹災証明書等で確認できる農林漁業者等
2.重要な取引先（出荷先、資材調達先等）の罹災証明書等が確認でき、かつ、その取引先の被災の影響で、売上の減少などが
一定水準以上になることを確認できる農林漁業者等

（注1）Ⅰ「対象となる方」以外で、原発事故による出荷制限、風評被害等を受けている農林漁業者等には、一定の要件の下でⅡ「制度の概要」の1「償還期限・据
置期間の延長」、4（1）「農林漁業セーフティネット資金の融資限度額の引き上げ」を適用します。

（注２）事業内容によっては、利子助成期間が5年になる場合があります。
（注3）制度資金以外の営農資金を借り受けたために生じた負債の整理に必要な資金。
（注4）農業の制度資金の負債を整理し、支払いを円滑にするために必要な資金。
（注5）公庫資金の負債を整理し、新たな漁船等を計画的に取得する内容を含む計画を達成するための資金。

【農業】スーパーＬ資金、経営体育成強化資金、
農業基盤整備資金、農業改良資金（３のみ）

【漁業】漁船資金、漁業経営改善支援資金、
漁業経営安定資金、漁業基盤整備資金

【林業】林業基盤整備資金
【農林漁業共通】農林漁業セーフティネット資金、

農林漁業施設資金
【加工流通】水産加工資金

Ⅰ 電話相談（事業資金相談ダイヤル）
平日のみ（9時から１９時）： 0120-154-505

平成24年8月1日現在

被災した皆さまからの返済相談については、個別の状況を踏まえ親身な応対と負担感の軽減に努めています。
［対応例］
●震災の影響により返済猶予のお申し出が遅れた場合でも、返済期日に遡って返済猶予の手続きを実施
●提出書類の簡素化（決算書提出の省略が可能など）

全資金

スーパーＬ資金
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二
次
・
三
次
産
業
と
違
い
、ア
ジ
ア
な

ど
海
外
の
巨
大
市
場
を
開
拓
す
る
野
心

の
あ
る
農
業
者
は
ま
だ
点
の
存
在
。
今

号
は
、国
内
農
業
の
生
産
力
維
持
の
た

め
に
も
、国
の
明
確
な
戦
略
と
後
押
し

を
バ
ッ
ク
に
、民
間
が
こ
れ
ま
で
以
上
に

太
い
流
れ
を
作
っ
て
い
く
こ
と
へ
の
期
待

を
込
め
ま
し
た
。
三
輪
氏
の
言
う
、輸

出
を
起
点
に
優
秀
な
農
業
技
術
を
知

財
と
し
て
売
り
込
ん
で
い
く

―
。今
は

「
開
拓
」で
も
、い
ず
れ
点
が
面
と
な
り

車
や
電
機
の
よ
う
に「
農
の
ジ
ャ
パ
ン
ブ

ラ
ン
ド
」が
育
つ
こ
と
を
思
う
と
ワ
ク
ワ

ク
し
ま
す
。 

（
竹
本
）

多
論
百
出
に
登
場
し
た
播
磨
さ
ん
に

よ
れ
ば
、海
外
の
方
は
お
茶
を
試
飲
す

る
と
、渋
い
顔
を
す
る
そ
う
で
す
。馴
染

み
の
な
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で
も
親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
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方
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見
た
目
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美
し
さ
な

ど
を
き
ち
ん
と
伝
え
る
こ
と
が
一
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大

切
な
の
だ
と
か
。

　

そ
う
い
え
ば
、祖
母
が
初
め
て
私
に
お

茶
を
点
て
て
く
れ
た
と
き
、私
の
渋
い

顔
を
見
て
、「
そ
の
苦
み
と
香
り
に
、お

茶
の
お
い
し
さ
が
あ
る
の
よ
」と
丁
寧
に

お
茶
に
つ
い
て
教
え
て
く
れ
た
こ
と
を
思

い
出
し
ま
し
た
。 

（
林
田
）

ヨ
ネ
ス
ケ
さ
ん
は
、旅
先
で
地
元
の
農

家
や
漁
師
に
話
し
か
け
て「
地
の
も
の
」

を
お
す
そ
わ
け
し
て
も
ら
う
こ
と
も
多

い
そ
う
。

　

先
日
は
奄
美
大
島
で
ト
コ
ブ
シ
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ツ

オ
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唐
辛
子
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ラ
ッ
キ
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を
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け
て
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ら
い
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に
持
ち
込
ん
で
、皆
で

〝
う
め
え
、う
め
え
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楽
し
ま
れ
た
と

の
こ
と
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豪
華
で
な
く
て
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い
。
あ
な

た
の
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で
、今
し
か
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い
あ
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の
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食
べ
た
い
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お
っ
し
ゃ
る
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ス
ケ
さ
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当
の
食
通
な
の
だ
と
感
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ま

し
た
。 

（
城
間
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♠
六
月
号
は
Ｉ
Ｔ
抜
き
で
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語
れ
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現
代
に
待
望
の「
Ｉ
Ｔ
先
端
技
術
の
働

く
農
業
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で
し
た
。ロ
ボ
ッ
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を

活
用
し
た
デ
ー
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リ
ア
ル
タ
イ
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モ

ニ
タ
リ
ン
グ
、人
工
衛
星
の
活
用
な
ど

二
次
産
業
で
は
普
通
に
な
っ
て
い
る
技

術
が
農
業
分
野
で
も
活
用
余
地
の
多
い

こ
と
を
示
し
て
く
れ
ま
し
た
。篤
農
家

な
ど
の
匠
の
技
と
も
組
み
合
わ
せ
て
、

世
界
に
誇
る
日
本
型
一
次
産
業
ビ
ジ
ネ

ス・
モ
デ
ル
の
構
築
が
望
ま
れ
ま
す
。今

後
、水
産
業
や
林
業
分
野
で
の
利
活
用

に
つい
て
の
特
集
も
強
く
望
み
ま
す
。

 

（
鹿
児
島
市　

吉
見　

満
雄
）

♠
六
月
号
表
紙
の
棚
田
の
田
植
え
に
、

し
ば
し
目
が
吸
い
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

心
が
洗
わ
れ
る
思
い
で
す
。
説
明
を
読

む
と
岐
阜
県
郡
上
市
の
棚
田
群
と
の

こ
と
。

実
は
、福
岡
県
う
き
は
市
に
も
、日

本
棚
田
百
選
に
選
ば
れ
た
つ
づ
ら
棚
田

が
あ
り
ま
す
。
彼
岸
花
の
季
節
は
、え

も
言
わ
れ
ぬ
趣
で
す
。表
紙
に
も
写
っ

て
い
ま
す
が
、棚
田
と
い
え
ば
、石
段
。

み
ん
な
の
広
場
へ
の
ご
意
見
募
集

本
誌
へ
の
感
想
や
農
林
漁
業
の
発
展

に
向
け
た
ご
意
見
な
ど
を
同
封
の
読
者

ア
ン
ケ
ー
ト
に
て
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。「
み

ん
な
の
広
場
」に
掲
載
し
ま
す
。二
〇
〇

字
程
度
で
す
が
、誌
面
の
都
合
上
編
集
さ

せ
て
頂
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。住
所
、氏

名
、年
齢
、職
業
、電
話
番
号
を
明
記
し

て
く
だ
さ
い
。掲
載
者
に
は
薄
謝
進
呈
い

た
し
ま
す
。

［
郵
送
お
よ
び
Ｆ
Ａ
Ｘ
先
］

〒
一
〇
〇–

〇
〇
〇
四

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
一–
九–

三

日
本
政
策
金
融
公
庫

農
林
水
産
事
業
本
部

Ａ
Ｆ
Ｃ
フ
ォ
ー
ラ
ム
編
集
部

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三–

三
二
七
〇–

二
三
五
〇

昔
の
人
々
が
営
々
と
築
い
て
き
た
棚
田

は
み
ん
な
で
知
恵
を
絞
り
、い
つ
ま
で
も

残
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

今
度
、田
植
え
の
時
期
に
ぜ
ひ
つ
づ

ら
棚
田
を
訪
ね
よ
う
と
思
い
ま
す
。

（
久
留
米
市　

小
林　

英
光
）

第
六
回「
ア
グ
リ
フ
ー
ド
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ

二
〇
一
三
大
阪
」を
開
催
し
ま
す
。

日
時
：
平
成
二
五
年
二
月
二
一
日（
木
）、二
二
日（
金
）の
二
日
間　

ジ
ャ
パ
ン
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
シ
ー
フ
ー
ド
シ
ョ
ー（
主
催
：
社
団
法
人

大
日
本
水
産
会
）と
同
時・同
会
場
で
開
催

場
所
：
Ａ
Ｔ
Ｃ
ア
ジ
ア
太
平
洋
ト
レ
ー
ド
セ
ン
タ
ー（
大
阪
市
住
之
江
区
南
港
北
）
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い
た
り
売

い
た
い
買

「売りたい」
商品の情報

「買いたい」
商品の情報

く
し
ろ
よ

！
す
ま
し
い
願
お

日本政策金融公庫のお客さまとお客さまを結ぶ

2012年6月サービス開始!2012年6月サービス開始!

　日本公庫のお客さまにイン
ターネットを通じて、販売先
や原材料の仕入先の確保など
のビジネスチャンスを広げて
いただくための「場」をご提
供するサービス（無料）です。

https://match.jfc.go.jp/
「インターネット
ビジネスマッチング」とは

業種別、地域別、あるい
はキーワードの入力によ
る簡単検索で、ご希望の
企業へ素早くアクセス

簡単・
スピーディ検索

全国の幅広い業種のお客
い買「、」いたり売「のまさ

たい」情報が満載

豊富で
充実した情報

日本政策金融公庫
インターネットビジネスマッチング

サービスの概要

ご利用いただける方【事前会員登録】

以下のいずれかに該当する方
①現在、日本公庫に事業資金の融資残高を有する方
②国内で農林漁業または食品関連産業を営み、国産農林水産物のビジネス
マッチングに限定して本サービスの利用を希望する方
ご利用にあたっては事前に審査があります。

株式会社 日本政策金融公庫
インターネットビジネスマッチング運営事務局
T E L  0570 666 505（2012年6月から）
E-mail  pnmatching@jfc.go.jp

■お問い合わせ先

「売りたい」
情報を登録

取引希望の
企業を検索

「買いたい」
情報を登録

取引希望の
企業を検索

ニーズにマッチ
した情報を

メールでお知らせ

ニーズにマッチ
した情報を

メールでお知らせ

つの特徴3

ご希望のニーズに関する
キーワードを登録すると、
ニーズにマッチした情報の
登録をメールでお知らせ

便利な
サポート機能
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